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史上 初 !2 足湯 で リラ ックス し な が ら 


曲 士 24 時 間 レ ー ス 触 戦 


暗 痢 の な か で 明か り を つけ て 営業 する 店 舗 は 、 ラ ー メ 
回 ン 屋 と ケバ ブ 屋 の わずか 2 軒 だ け 。TOYOTA 
GAZOO Racing も ブー ス を 出展 し て いた が 、 3 台 の レー 
ス 車 両 が テン ト 内 に 展示 され て いる の み で 、 人 夜間 は トビ ラ 
が 閉 さ され て いた 。 深夜 帯 だ っ た と は いえ 、 昨 年 の 富士 
24 時 間 レ ー ス 中 の グラ ンド スタ ンド 裏 は レー ス 車 両 の 排 
気 音 が 響く だ け で 、 薄 暗く 、 物 静か な も の だ っ た 。 

と ころ が 、 2 年 目 の 今 年 は 様子 が 違っ た 。 深夜 12 時 近 
くだ と いう の に 、 行 列 の で きる ブー ス が あっ た 。 そ れ が 、 
この 「 足 湯 ] だ 。 聞け ば この 足湯 ブー ス は 、 決 勝 ス ター ト 
4 時 間 前 か ら 、 レ ー ス 終了 の 1 時 間 後 まで 29 時 間 ぶ っ と 
お し で 稼働 し 続け た と いう 。 鈴鹿 や も て ぎ は 施設 内 に 温泉 
が 併設 され て いる が 、 冨 士 に は な い 。 そ の た めか 行列 が 絶 
え ず 、 多 いと き に は 1 時 間 待ち に まで 膨れ 上 が っ た 。 


仕掛 け 人 の 佐藤 潤 さ ん (GAZOO Racing Company 
内 マー ケティング グル ー プ 長 ) に よる と 「24 時 間 レ ー ス 
な ら で は の 楽し み 方 を 何 か 提 供 で き な い か と 仲間 と アイ デ 
ア を 出し 合っ て | 足湯 に 行き つい た と いう 。「 茶 の 湯 」 「 ミ 
ルク の 湯 ] 「 バ ラ の 湯 ] の 3 種類 が あり 、 そ こ に 足 を 浸し 
な が ら 用 意 さ れ た 大 画面 モニ ター で レー ス を 観戦 で きる と 
いう 至れ り 尽 せり の お も て な し だ 。 隣り に は メナード 化粧 
品 協力 の も と 、 女 性 限定 の 「 ビ ュー ティ スペ ー ス 」 も 出展 。 
ハン ド マ ッ サー ジ や メイ クア ドバイ ス ま で 実施 し て いた 。 

24 時 間 レ ー ス 中 、 サ ー キ ッ ト 内 を 歩き 、 思 い 思 い の テ 
ント を 眺め る と 、 観 戦 に 訪れ て いる ファ ン は 2 年 目 に し て 
早く も 独自 の 楽し み 方 を 会 得 し つつ ある 。 “お も て な し す 
る 側 " も 負け ず に 遊び 心 の ある コン テン ツ を 用 意 で きれ ば 、 
年 一 回 の 宗 り は さら に 盛り 上 が り そ う だ 。 


62 如 の " 加 彦 、 完全 胡 計 。 
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6 月 7 日 ( 金 ) 発 売 >> 定 価 :980 円 十 税 


お 求め 方 法 一 お 買い 求め は 、 お 近く の 書店 、 ま た は 下記 まで 


記 へ ANI- ビ | 
パソ コン か ら 支払 い 方 法 ・ 送 料 に つい て PRPPNGON 
htt ://WWW.SUh-4.COm ご 注文 金額 が 1000 円 以上 の 場合 は 、 送料 無料 、 還 
P クレ ジッ トカ ー ド 払い の 場合 株 式 会 社 三栄 
お 電話 で 手数 料 : 無料 / 送 料 : 一 回 200 円 〒160-8461 
03-5357-8802 代金 引換 払い の 場合 Met 


受注 セン ター (平日 10:00~17:30) 手数 料 :300 円 ノ 送 料 : 一 回 200 円 TEL:03-6897-4611 (平日 10: 00 一 17 :30) 
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昌 は まだ これ か ら 


Photo : 益田 和久 (Kazuhisa Masuda) 


雨 の 予報 も あっ た 富士 24 時 間 。 夜 は 少し 肌寒い と 感じ る ほど だ っ た が 、 
充分 な キャ ンプ 日 和 と な っ た 。 三 日 間 の 総 入場 者 数 は 、 昨 年 か ら 十 
1000 人 の 微増 と な る 3 万 6100 人 (公式 発表 ) 。 目新し さと いう バリ 
ュー が な い 2 年 目 の 今 年 、 微増" は 立派 な 結果 だ 。 今 年 も スタ ー ト か 
ら 5 時 間 後 、 レ ー ス も 宴 も まだ まだ これ か ら と いう 午後 8 時 、 花 火 が 
打ち 上 げ ら れ た 。 昨年 復活 し た この 宴 は 、 打 ち 上 げ ら れ た が 最後 、 夜 
空 に 偽 く 消え る 花火 と な る か 。 そ れ と も 和 夜 を 照ら し 続け る 月 と な る か 。 
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Qjp に 時 朋 押 会 箱 届 表記 JJ や 着 
祭 選 の GO で し うっ? 医 析 で 穫 へ 込 う J 
相 * 赴 信 レ スン" 宙 色 。 避 料 刺 く で 抱 
mt 会 Q 提 0 し っ で 選 ぐ 唱 届 会 K6 
し けけ や 団 Q 彼 と 迄 H ロ ヘー 公 QT ヘ ド 
の 提 Go レロ ー ミ っ JS で ? 

こく こ 信 H ヘ ー 低 殆 0 レ …… バ "IO の の 
し 公 ぐ で ^ 振 会 堆 JQ4LUDS で う ) 
*O/ 丸 NO で を でろ で し 遇 ひし っ 
も まで 13 ざ た 、(F く よさ 
で 5” 田 押 SN@ で 
(で つう 掲 め し さ 8 つ 貞 て 込 日 


ヽ ーw4hm 編 っ し SS」 へ) 隠 交 ? 


ユー.INAN ロ 上 肛 つ 刺 4HR 皇 
つ 尽 いし Go 所 り せ 村 0 SH 時 徹 m 


し っ Re で QNO NT 


必要 な こと を 理解 し て いる 


し 」 
も m 


いま の 球磨 は イン ディ 500 で 勝つ た め ( 


万 2 が 4770 の 
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万 人 2677700 


呈 冊 現地 ファ ン も 球磨 の 
) 2 勝目 を 意識 ? 


( 右 ) チェ ッ カ ー 後 、 丈 磨 は パワ ー 
(手前 ) と と も に パ ジ ェ ノ ー に 手 を 振 
っ た 。 17 年 、18 年 の ウイ ナー が 19 
年 の ウイ ナー を 祝福 。 ( 左 ) 玉 威 の 追 
い 上 げ と 優勝 を 時 う バト ル 。 見 せ 場 
を 作っ た 丈 磨 を 大 勢 の ファ ン が 囲ん 
| だ 。12 年 、1 ア 年 、 そし て 今年 。 現 
地 フ ァ ン も 球磨 の 2 勝目 を 意識 し て 
いる の か も し れ な い 。 (gs) 


万 人 M260770 め 

目 目 だ 戦 3 が ツ そ る せ で 多 誤 
標 は ろ い 位 最 ク の ^ に て は さ 味 
と いう を で 後 し 勢 実 も で 
な ま “ い 終 の に い 際 ま 奇 意 … 
つや イイ まえ 14 い の ` う 跡 識 相 
て 丈 ン と か た 周 く ま 口 男 的 " 手 
い 磨 デ らい の の ま ッ ツー な イ は 
る に イ 楽 ま 丈 か パン シン と アン 玩 
の と 5 し 磨 ? ジ に 局 タ デ 磨 
だ つ 0 み 丈 に ェ 襲 怖 ツィ の 
?S て 0 に 磨 は と ノ フ い さ ク カ 引 
現 で し は あい | か れ を | き 
実 の て 来 つ うに か て 成 の 出 
的 2 い 年 た 勢 ア リ も 功 世 し 
な 勝 る の " い タ いさ 界 の 


103rd Running of the INDIANAPOLIS 500 results 


2 
| 27 | 


IN 
〇 
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$2,669,529 
200 $759,179 
200 | $540,454 
200 | $$462,904 
200 | $444,554 


Team Penske 


Simon Pagenaud 
7 


2 Alexander Rossi (W) 


| 細 
男 軸 
Takuma Sato (W) 
較 軒 
| 6 | 
較 宙 


Andretti Autosport 


Rahal Letterman Lanigan Racing 


Josef Newgarden 
Will Power (W) 


2 
2 Ed Carpenter Ed Carpenter Racing 200 $450,554 
7 Santino Ferrucci (R) | Dale Coyne Racing 200 $435,404 
8 


| 玉 | 2 | amemeraeg tg | anewauepen |mlzo| $37%29 
| 5 | ie | !4 | wwewGg |AuforEmewee | clzoo| $369129 
Io | mn | as omepaw |Awaewwepew |mlze| sss 
| m | 2 | < | gree memerWe | row somereweonuespos | m | oo| $365129 
| | is | SG | amespaveon | ae oonepeonewmgrriomngwrpegl| H | 200| $220.305 


Team Penske 


Team Penske 


中 


〇 


gl 


本 加工 


ー ユ ーー ユ 
9 の / 


Rahal Letterman Lanigan Racing 

| 98 | MarcoAndrett | Andretti Herta with Marco & Curb-Agajanian 
17 | 15 | GrahamRahal | Rahal Letterman Lanigan Racing 
Chip Ganassi Racing 
| 26 | Zachveach 。 | Andretti Autosport 
7 Dale Coyne Racing with Vasser-Sullivan 
31 33 Juncos Racing 7 
32 27 DragonSpeed 5 
5 Colton Herta (R) Harding Steinbrenner Racing 


Time of Race: 2:50:39.2797 | Ave. Speed: 175.794 mph | Fastest Lap: 226.006 mph (39.8220 seconds) on Lap 40 by 9 - Scott Dixon 
Chassis=Fourth-Generation NTT IndyCar Series Chassis (IR-12) with IR-18 aerodynamic bodywork 

Tire=Firestone | Engine: C=Chevrolet, H=Honda 

R - Indianapolis 500 Rookie of the Year candidate, W - Indianapolis 500 past winner 


$200,805 
$200,305 
$334,129 


2 
2 


( 〇 


2 
4 
5 
7 


$334,129 
$353,279 
$334,129 
17 
4 


2 


IN 

e)) 
IN) ー|DTD 
( 〇 〇 | の 1 の 


14 Spencer Pigot Ed Carpenter Racing $377,229 
24 ょ For Enerees $344.129 
Pippa Mann Clauson-Marshall Racing $200,305 
| 17 | ns | 9 | Scott Dixon (W) Chip Ganassi Racing $359,204 
Team parse $200.305 
brger nenbolg Rare $204.305 
JR Hildebrand Dreyer & Reinbold Racing $200,305 
| z | 5 | eo | screvew | Veersmenkneongw ArowspM $200.305 
Maio6ator engs Paonigw Arow SPV $203.305 
E ( $384.629 
em 59 
15 
26 


IN) 
eo) 


(W) 
Marcus Ericsson (R) Arrow Schmidt Peterson Motorsports 
(R) 


$342,129 
| 71 | $205,305 
| 54 | 


$200,805 


CO OTDOTD 
OO 〇 |1 〇 O1O 


101 周 を か け て リー ドラ ッ プ へ 
中 盤 は まさ に 我慢 の 展開 。 フ ルコ ー ス コー ショ ン が 出る 
の を 待ち な が ら 、 燃 費 走 行 を 続け て いた 。 リ ー ド ラッ プ 
に 復帰 する まで に 101 周 を 要 し た が 、 残 り 50 周 あたり か 
ら 始 まる 本 当 の バト ル に 向け て 何と か 問 に 合っ た 。(as) 


る い 
の 一 
だ と 
- 思 
ご わ 
eo 
最 て 
近 し 
の ま 
充 う 
実 存 
ぶ 在 
り 感 
と が 
円 あ 


\ 

NR 

MC4p げ 
て 

い \ 

つっ 

た 

最 

ス 

記 

イ 

ン 

ト 

で 

は 

昌和 

し が か 増 
て っ つら 場 
CV だ とこ の 
に 彼 そ 戦 
は を 成 い 
す 前 せ 方 
? 0 5 で を 
つ ふ 技 心 
また で 得 
り り て 
: 天 、 3 い 
い 強 番 る 
まく 手 茨 
の 意 に 磨 
丈 識 上 だ 


Caution Flags 


138 to 147 


178 to 186 
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プ 


戦 


。 責 躍 t 寸 欄 べ て 表 往生 ユー で 届く 
テ fi 瞬 詳 ハー で 巨 壮 A 。 は Or さり 


恒 融 当 居 


同 mov は UM 人 時 re 。 の 


7/ 


V さ 央 


Qufirrrv の st 豆 尊 


| 
さき で 圧 aRGN 員 信和 


Tow In: Car 88 in Turn 4 
73 to 78 | 軸 6 時 Contact: Car 32 in Turn 4 
Contact: Car 7 in Pit Lane 6 ] 


Contact: Cars 10, 15, 18, 23, 26 in Turn 3 


AG 〇 〇 の 出 V へ , 喜 潤 層 ③ 誕 と 


ロ 
S 


由 


で 惨 宙 うき ミ テラ 8 


IS) 


QUOT( 居 


ン 主 
も 


しき 


と と 
いこ が マフ 


4 と E、 を ます < 
グン 22 


ュー SMPER BT EDG 王 


mmis Ql7MNH ET300km BEE 


間 
どー ス 
デア / 
っ リグ 
ー 獲 り こぼす ライ バル た ち を 所 目 に 
| 寺 戦 覚 合 の は ず の LC500 が 予選 も 決勝 も 圧倒 


左 ョ 3 


ョ ーー た 
5 て # ーー 」 と 明 
= wー 
= ま ー 
ェ コ ーー 一 ニニ ーー 0 あ 
「 5 。 。 た 


8,)057/8 


| 鈴鹿 は NSX」 と 、 みん な が 言う 

| 鈴鹿 は 12 号 車 」 と 』 み ん な 言っ て いた 

昨年 の 圧勝 劇 や 今 オ フ の 好調 さ を 見 て 、 誰 も が そう 予想 し た 
と ころ が フロ ント ロウ に は レク サス が 並び 

ポ デ ィ ウ ム は レク サス が 独占 し た 。 ラン キン グ も 1 位 に な っ た 
真夏 の よう な 鈴鹿 で 、 何 が 起き た ? 


Photo : 上 尾 雅 英 (Masahide Kamio) ノ 吉 田 成 信 (Shigenobu Yoshida) 


1 3 を 77 の 


HH IDG 


Photo : 平田 勝 (Masaru Hirata) 森山 俊一 (Toshikazu Moriyama) ノ 草 皆 茂 則 (Shigenori Kusakai) HK 
三橋 仁 明 (Noriaki Mitsuhashi) 吉田 成 信 (Shigenobu Yoshida) 北川 正明 (Masaaki Kitagawa) RQnd 3 | UMK HMDI 


《 ぐ OcuU gNEx CO た 
産 大 阪 _ 


ーー ニーーー 王 


グ MR 
に 
LM 
| 
1 ま :」 
| 
ーーーー ご 
ーー ーー 
ーー ーー 8 
ーー ーー ーー ー ーー 
ー デ ーー Ps ーー ニー ーー ーーーーー 
ーー 一 It 己 一 大 。 ニュ ーーーーー 6 5 
に ーーーー で ーーーーー ss ーー 
ー ドド まこ ーー 5 ma = ーー 史生 1 
ag ーー ーーーーーー ーー コニー テーー ニ ーー ーー ーー ーー リ / ーー 
… ーー na ーー ーーーーー 一 ニー ニー ニーー こ ee ーー 一 王 っ ー 
ーー ーー ーー お 5ーーーー ド ーー 4 ー = ー 


OUL 


As/702577 


ざき“1 6 トレ イ ン " か ら 抜 け 出る の は 誰 だ ? 4 安定 の ニス モ が まさ か の ゼロ 


富士 で 予選 4 番手 、 鈴鹿 で も 6 番手 と 、 軽量 な が ら 上 位 に 進出 し て いる モチ ュー ル NSX。 17 周 目 の 130R で 、 そ れ は 突然 や っ て きた 。 い き な り 右 フ ロン ト タ イ ヤ に トラ ブル が 発生 し 、 コ ー 
序盤 は 内 圧 設 定 の 面 で 苦し ん で いた と いい 、「 トレイン] を 形成 し て し まう 。 中 嶋 大 祐 に ナリ ング に 入っ た と 同時 に 車体 の 右 フロ ント が 落ち 、 モ チュ ー ル GT-H は コー ス アウ ト を 喫し て し 
代わ っ た 後半 で は 「 デ グ ナ ー あ た りか ら 左 リヤ の エア が 抜け 始め 、 ス プー ン 手 前 で 完全 まう 。 ピ ッ ト に 戻っ て 来 た ロ ニー が 、「 何 も で き な か っ た ] と 淡々 と 状況 を 説明 。 そ れ を 次 生 は じ め 
に エア が な く な っ て し まっ た 」。 レ イブ リッ ク は GT300 と 接触 、 モ デュ ー ロ は ピッ ト 作 チー ム ス タ ッ フ が 神妙 に 聞き 入る 。 ミ シュ ラン で は 過去 初 の 事象 で ある が 原因 は 調査 中 だ 。 デ ブリ 
業 直 反 、 ケ ー ヒ ン は 「 1 号車 に 近づい て 抜く チャ ンス と 思っ て アウ ト 側 に ライ ン を 変え を 踏ん だ 可能 性 も ある 。 同じ タイ ヤ を 氏 着 し た クラ フト スポ ー ツ に は 発生 し て お ら ず 、 49kg と いう 
た 時 に リヤ が スラ イド し て 、 そ れ に 自分 が 対応 で き な く て 、 そ の まま 最終 コー ナー 内 側 ウエ イト が 影響 し た の か も し れ な い 。 最 重量 ウエ イト ゆえ 、 ク ラッ シュ する まで は や は り 苦 戦 。 だ 


の ガー ドレ ー ル に ぶつ か っ て し まっ た 」 (塚越 ) と 、NSX 勢 は ARTA 以 外 ノ ー ポ イン ト に 。 が 、6 位 に 入っ た ZENT よ り 前 に いた こと を 考え れ ば 、 こ の 獲 り こぼし は 痛い 。 


2 が 2772 


S,/522/ 


ファ イナ ル ラ ッ プ で 本 命 沈む | 


737 の C 鈴鹿 で 行なわ れ た オフ の テス ト で は トッ プ タ イ ム を マー ク し 、 な お か つ 今 回 re 
よー ナー Toroy に or ウエ イト が 11kg と 軽量 の カル ソニ ッ ク は 、 当然 本 命 の 1 台 だ っ た 。 予選 は 難 

コン ディ ショ ン を 予想 し て 佐々 木 が いつ も 以上 の 「 マ ックス アタ ッ ク | を 敢 
行 し 、 デグナー で ほん の 少し ロス し つつ も 4 番手 を 確保 。 島田 パフ ォ ー マ ン 
スエ ンジ ニア も 「 今 年 の 予選 ば W 宮 二 AU た だ 還 是 記 軸 陸生 時 生生 肖 
レー ス し て いな い の で 、 ま ず は 決勝 を きち ん と 走り 切り た い 」| と 語 記 WI 座 
その 決勝 で は 終盤 は 5 番手 を 走行 し て いた が 、 フ ァ イ ナ ル ラ ッ プ に 入っ た ス 
トレ ー ト で スロ ー ダ ウン 。 も う 1 台 の 本 命 で 、 先 に リタ イア し て いた ケー ヒ 
ン の 後ろ に マシ ン を 止め た 。 


お 洒 は 20 歳 に な っ て か ら 


K-tuneS が 開幕 戦 に 続く ニニン 勝目 7 の 1 9 細 
年 7 月 9 日 生ま れ の 晴 南 は 、 未成 年 の た ウフ イン 
ン フ ァ イ ト に 参加 で き な い < 新 田 は そん な 晴 が 
凛 台 か ら 降 ろ す まい と 腕 を 掴み 、 和信 ん 
つい 6 し て 晴 南 の ぶん まで 、 ひと り で 2 位 、 や 

ドラ イ バ ー か ら 祝 福 の シ ャ ンー と 2 

[も う 、 ほ ん と に 迷惑 ( 笑 )] と 癌 そし 

晴 南 の コメ ン ト は P18 で 。 新 田 と 晴 南 、 ぶ ンー 

9 ト が 見 られ る の は 第 5 戦 還 ーー 


時 を し て その 2 ニニ 
販 し て その 姿 が 見 られ れ は 、 へ だり 0 リク 


ル 獲 得 が 近づく こと に な る 。 


間 5 S,7057g 

リヤ グリ ッ プ が 欲し い 

中 高速 コー ナー が 主体 の 鈴鹿 は ダウ ン フ ォ ー ス の 影響 が 強く 、 

タイ ヤ に も 上 厳 し い 。 そ の 過酷 な 状況 に 、 悲 鳴 も あがっ た 。 マ 

ー ク X は 5 周 目 、 突 名 リヤ ウイ ング が 破損 する アク シ デ ン ト 

に 見 部 われ て 緊急 ピッ トイ ン 。 マ ネ パ は 土曜 日 の 公式 練習 で 

右 リ ヤ タ イヤ が バー スト し 、 決 勝 で は 4 番手 を 走行 中 の 42 周 

目 に 左 リ ヤ が バー スト 。 表彰台 も 見 えて いた レー ス で 、 入 賞 

を 逃し て し まっ た 。 立体 交差 で 右 回 り と 左 回 り が 入れ 替わる 
鈴鹿 は 左右 どちら の タイ ヤ に 対し て も 過酷 な の だ 。 


ーー < ーー ーー ーーーーー ーーーー 
ーー ペー や ーー 一 ーーーーーーーーーー- ーー 
で 


gg400W7 


⑧ プラ イド を か けた 突っ 込み 合戦 


ワコー ズ は 130R が 速く 、 キ ー パ ー は スプ ー ン が 速い 。WH の 差 は わずか 2kg。 タ イ 
ヤ も 同じ スペ ッ ク を 選択 。 シ ケイ ン や へ ヘア ピン の ブレ ー キ ング で は ワコー ズ に 分 が あ 
っ た よう だ が 、 そ の 差 は ご くわ ず か 。 同一 メー カー に よる 意地 の 張り 合い が 、 白 煙 の 
量 に 表れ る 。 30 周 目 、 行き 場 を な くし た ワコー ズ の 横 に キー パー が 入り 両 車 の 順位 が 
入れ 替わる が 、 そ の 2 周 後に 130R で オー バー ラン し て 元 の ポジ ショ ン に 戻る 。 後半 
は 単独 で は ワコー ズ の 方 が 速かっ た が 、300 の マシ ン と 交錯 し た 瞬間 に 逆転 を 許し た 。 
ピッ ト で 走り を 見 守っ て いた 平川 は 、|「 ワ コー ズ に 先 に 行か れ た と き は 、 ARTA も 後ろ 
に 来 て 表彰 台 も 危な いか も と 思っ た 」 と いう が 、 キ ャ シディ の うま さ が 光 っ て 2 位 に 。 


2/92|//2 


久 /272 が 』// 


7.09852M2 


前 戦 富 士 で は WEC 参戦 の 中 嶋 一 臣 に 代わ り に 電 
田 利彰 が ドラ イブ し た が 、 あ い に く 宮田 の ステ ィ 
ント で エン ジン トラ ブル が 発生 し リタ イア 。 鈴鹿 
選 は 2 基 目 を 投入 し た 』「 エ ンジ ン も フレ ッシュ で 、 
ウエ イト も 軽い 。 だ か ら 絶 対 に 落と せな い レ ー ス 
だ っ た 」 (東條 エン ジニ ア ) 


後 ろ 来 て る よ 。 頼ん だ ぞ 」 
[大 丈夫 、 お さえ ます 。 任せ て くだ さい ! 」 
トッ プ を 走る au トム ス LC500 の すぐ 背後 に 、 
ワコー ズ 4CR (大 嶋 和 也 ) と 僚 友 の キー パー ト 
ム ス (ニッ ク ・ キ ャ シディ ) 2 人 台 の LC500 が コ 
ンマ 差 まで 詰め 寄っ て きた と きだ っ た 。 ピ ッ ト の 


東條 カエ ンジ ニア が た ま ら ず す 無 線 で 呼び か ける と 、 


関口 雄飛 か ら は 心強い 返答 が あっ た と いう 。 

と ころ が 、 そ の や り 取 りか ら 間 も な く | 無理 か 
も 。 お さえ られ な いか も 」| と いう 関口 らし か ら ぬ 
弱気 な 無線 が 飛び 込ん で きた 。 後半 ステ ィ ン ト の 
序盤 は 、 後 ろ の 2 台 に 比べ て 、 見 る か ら に au 
LC500 の ペー ス が 劣勢 だ っ た 。 さ ら に 、 こ の 日 
の 関口 は GT300 車 両 と 遭遇 する タイ ミン グ で ご 
と ご と く ツ キ が な く 、 加 速 し た い 瞬 間 に 行く 手 を 
阻ま れる ケー ス が 何 度 も あっ た 。 


そん な 関口 は 東條 エン ジニ ア に 騙 音 を 吐き つつ 、 


対抗 策 を 模索 し て いた 。 

[いま は 向こう (ワコー と キー パー) の ほう が 
ペー ス は いい か ら 簡 単に は 逃げ 切れ な い 。 だ っ た 
ら 、 前 を 走り な が ら 後 ろ の クル マ に ダメ ー ジ を 与 
えて や ろう 。 昨年 の タイ で 自分 が (小林 可 夢 偉 に ) 
や られ た よう に | 

強大 な ダウ ン フ ォ ー ス を 利用 し て 走る GT500 
は | 先行 車 の 1 秒 較 内 で 走る と 、 後 ろ の 車両 は バ 
ラン ス を 崩し 本 来 の ペー ス で 走れ な く な る 。 そ の 
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au の 優勝 の 実に あっ だ ふた つの ワザ 


関口 が 仕掛 けた 世 と 
東條 エン ジニ ア の 隠し 味 


状態 で 無理 に 前 を 追い 続け る と 今度 は タイ ヤ を 酷 
使 し 、 つ いて いく 余力 も 失う 」。 昨 年 の タイ で 可 
夢 偉 の 術中 に 陥っ た 関口 は 「 自 分 が や られ て 嫌 な 
こと を 相手 に や る 」 と いう レー ス の 鉄則 を 見 ご と 
に 遂行 し た 。 

こう し た 関口 の 戦い 方 を 可能 に し た の は 、au 
LC500 が 常に トッ プ を 走り 続け られ て いた た めで 、 


つま り 、 予 選 で PP を 獲得 し た こと に 意味 が あっ た 。 


この 週末 は 、 土 曜日 最初 の セッ ショ ン と な る 公 
式 練習 か ら 、 多 く の チ ー ム が 「 コ ー ナ ー 真 ん 中 あ 
た りか ら の アン ダー ステ ア 」| に 悩ま され て お り 、 
それ は au LC500 も 例外 で は な か っ た 。 
| コー ナー ミッ ド の アン ダー は 、 ウ チ だ け じ ゃ な 
い は ず 。 で も 、 こ の 時 期 の 鈴鹿 で アン ダー を 消 そ 


うと する と 後ろ (リヤ スタ ビリ ティ ) が な く な る 。 


ドラ イ バ ー が 満足 の いく レベ ル に は 絶対 に 消し 切 
れ な いか ら “我慢 で きる レベ ル の アン ダー” に と 
ど と め て お く の が ベス ト 。 それ 以 上 、 ア ンダ ー を 消 
そう と する と “や り 過 ぎ な レベ ル ” で す ] 

そう 語る 東條 エン ジニ ア と の 協議 の 未 、 関 口 は 
Q2 に 向け て 、 こ の 週末 で も っ と も オー バー ステ 
ア な 方 向 へ と セッ ティ ング を 振っ た 。 

| ぶっ つけ 本 番 の セッ ト で 、 い き な り 予選 、 し か 
も Q2 を 走る の は 結構 勇気 が いる こと で すけ ど 、 
雄飛 は その 決断 を し まし た ね 」 (中 嶋 一 貴 ) 

[Q2 に 向け て の 具体 的 な 提案 は 僕 か らし まし た 。 


Text : 田中 康二 (Koji Tanaka 本誌 ) 


た だ 、 東 條 さん は 僕 の 知ら な い 部 分 も いろ いろ 触 
り ま すか ら 、 今 回 も それ が 効い て いた の か も し れ 
な い ]| と 関口 は 苦笑 いし な が ら 語 っ た 。 そ の 読み 
は 的 中 し て いた 。 東條 エン ジニ ア は 「Q2 に 向け 
て フロ ント の 車 高 を 下げ て 、 リ ヤ の バネ を 硬く し 
ここ と は 雄飛 も 知っ て いる けど 、 そ れ 以 外 に 2 カ 
所 を 変え た | こと を 白状 し た 。 


関口 の 決断 と 東條 エン ジニ ア の 隠し 味 に よっ て 、 


PP と 決勝 中 の クリ ー ン エア を 手 に 入れ た au 
LC500。 本命 と 思わ れ て いた NSX を 封じ て の 鈴 
鹿 で の 完勝 は 中 盤 戦 以 降 に 大 き な 意 味 を 持つ 。 


すべ て は この PP 獲得 の 瞬間 か ら 始 まっ て いた 。 鈴 鹿 で の 優勝 に よ 
り 、 ラ ン キ ング も 一 気 に ト ッ プ と 4.5 ポ イン ト 差 の 3 位 に 浮上 。 富 

士 が リタ イア に 終わ っ た こと で 1 戦 を 欠場 し た 中 嶋 一 四 に も タイ 
トル 獲得 の 権利 が だ 生まれ て いる 。 


ここ や ヘー 
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Photo : 三橋 仁 明 (Noriaki Mitsuhashi) 吉田 成 信 (Shigenobu Yoshida) / 北 川 正明 (Masaaki Kitagawa) 
小笠 原 貴士 (Takashi Ogasawara) 
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オー バー ドラ イブ が 新 常 識 !2 
カル ソニ ッ ク GT-R の 課題 


Text : 有 富 誠一郎 (Seiichiro Aritomi ノ S-GT File) 


フ の テス ト で 好調 を 維持 し て トッ プ タ イ ム 

を 連発 し て いた カル ソニ ッ ク イン パル 
GT-R が 決勝 ペー ス に 悩み を 抱え て いる 。「 土 曜 の 
段階 で も 、 ス ター ト 直 前 の 20 分 間 の 走行 で も 悪 
い 感 じ は まっ た く あ り ま せん で し た | と 語る の は 
カル ソニ ッ ク の 柏木 良 仁 エ ンジ ニア 。 | 富士 の 反 
省 を 踏ま えて や っ た こと が あり ます 。 方 向 性 は 合 
っ て いる と は 思う の で す が 、 や は り 足 りな い 」。 
気温 の 上 昇 で セッ ト が 狂っ た と いう こと も な く 、 
土曜 の 段階 で ば ドライバ ー か ら の 不満 も 出 な い 。 エ 
ンジ ニア と し て は 一 番頭 を 抱え る 状況 だ ろう 。 

た だ 、 オ フ の 好調 を 考え れ は 気温 の 上 昇 が 関係 
し て いる の は 間違い な い 。 空 気密 度 低下 に よる ダ 
ウン フォ ー ス 減少 、 あ る い は エン ジン 史 気 温 上 昇 
に よる トル ク 低 下 な どの 影響 び が ライ バル より 大 き 
いこ と も 考え られ る 。S 字 か ら 逆 バン ク を 見 て い 
て 明らか な の は 、GT-R が LC500 よ り 高 い エ ンジ 
ン 回 転 域 を 使っ て いる こと 。GT-R と NSX は 近い 
音域 の エン ジン 音 だ が 、LC500 は 一 段 低 い 音 で 
通過 する 。 今季 は パワ ー バ ンド を 拡大 する た め に 
燃 リ ス 領 域 ま で 使用 し て いる と ニス モ の 開発 陣 も 
明言 し て いる 。 高温 下 で その デメ リッ ト が 出 て い 
る の だ ろう か ? 
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ニッ サン 陣営 と し て は 選手 権 を 考え た と き に 、 ウ エイ ト ハ ン デ (WH) の 軽 
量 な カル ソニ ッ ク が グリ ッ ド 上 位 の レク サス 2 台 の 間 に 割 っ て 入る と いう シ 
ナリ オ を 考え て いた は ず 。 だ が 、 レ ー ス 後半 は WH24kg と ミッ ド シ ッ プ ハ ン 


ドコ 


ある い は ダウ ン フ ォ ー ス が 減っ た 環境 下 で の コ 
ント ロー ル 性 の 間 題 だ ろう か ? 予選 Q2、 逆 バ 
ンク 立ち 上 が り で キー パー トム ス LC500 の 平川 
芝 は 全開 の まま テー ルス ライ ド さ せ て 旋回 、 ダ ン 
ロッ プ コ ー ナ ー へ の アプ ロー チ に クル マ を 向け て 
いた 。 ご これ まで の ブリ ヂ ス トン タイ ヤ の 特性 に 基 
づく セオ リー か ら は 外れ た オー バー ドラ イ ビ ン グ 


デ 29kg を 抱え る ARTA NSX-GT を 抜く こと も か な わ ず 、 レ クサ ス 3 人 台 の 表 
彰 台 争い に 全く 絡む こと が で き な か っ た 。 予 選 4 番 手 か ら 順 位 を 落と し て 、5 
番手 を 走行 中 レー ス 終 盤 で GT300 に 2 コー ナー で 接触 。 ラ ジ エ タ ー を 損傷 し 
て オー バー ヒー ト で クル マ を 止め た 。 モ チュ ー ル GT-R の 0 点 も 痛い 。 
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の よう に 見 えた 。 タ イヤ の 進化 で その 常識 が 変わ 
っ て きた の か 。 ま た 、 開 発 初期 段階 か ら LC500 
は コン トロ ー ル 性 を テー マ に 掲げ て いた 。 暑く な 
っ て くる と これ が 活き る の か も し れ な い 。 カ ル ソ 
ニッ ク GT-R が 低 ダ ウン フォ ー ス 環境 に 課題 が あ 
る と する と 富士 で の 苦戦 も 説明 が つく 。 反転 攻勢 
に 期待 し た い 。 


前 週 の SF に 続き 連続 ポ ボディ ウム も 


大 嶋 は | 悔し い 」 


表 彰人 台 を 独占 し た au トム ス 、 キ ー パ ー ト 


ム ス 、 ワ コー ズ 4CR の 3 台 の LC500 は 、 


お そら く ポ テン シャ ル に 関し て は 大 差 な い だ ろ 
う 。 搭載 ウエ イト は 3 台 と も 軽く 、 選 択 し た ブ 
リ ヂ スト ンタ イヤ の スペ ッ ク も 同じ 。 し か し 週 
末 を と お し て すべ て が 噛み 合っ て いた au 
LC500 に 対し て 、 他 の 2 台 は ほん の 少し の ボ 
タン の 掛け 違い や 運 で 勝者 に な れ な か っ た 。 
今回 キー パーLC500 は 持ち 込み セッ ト を 
外し た も の の 、 予 選 ま で に は 修正 し て PP の au 
LC500 と | 同 タ イム | (WH 差 は 6kg で 、 タ イ 
ム は 100 分 の 13 秒 差 ) と も 言え る フロ ント ロ 
ワウ を 確保 し て いる 。 決勝 で は 、 普 段 と は 違い 、 
後半 ステ ィ ン ト を ニッ ク ・ キ ャ シディ に 任せ て 
いる 。 こ れ は 本 人 か ら 「 タ イヤ の ウォ ー ム アッ 
プ に 上 自信 あり | と いう 提案 が あっ た か ら だ 。 し 
か し 、 ピ ッ ト 作 業 で ロス が あっ た た め 、 こ の 作 
戦 の 効果 は 薄れ て し まっ た 。 

ステ ィ ン ト 後半 は ペー ス が 鈍り つつ も GT300 
を うま く 利 用 し て 2 位 を 確保 し た 。 そ の 走り を 
見 て いた 平川 之 は 、「 運 が 良かっ た 。 今回 の チ 


ャ ンス は 、 後 半 ス ティ ント の 最初 の 10 周 くら 
いし か な か っ た と 思う 。 悔し いけ ど 、 ト ム ス で 
1-2 が 取れ て ホッ と し て も いる 」| と 語っ て いた 。 

一 方 、 ワ コー ズ LC500 は 、 こ れ ま で と は セ 
ッ テ ィ ング を 変更 し て 持ち 込ん で いた 。 そ の お 
か げ け で リヤ の トラ クシ ョ ン が 向上 。 し か し 、 相 
対 的 に アン ダー の 症状 も 出 て し まう 。 た だ し そ 
れ は | 安定 し た アン ダー」 (山下 健太 ) だ っ た 
た め 、 戦 える 状態 だ っ た 。 

ピッ ト の タイ ミン グ は トッ プ の au LC500 に 
ぶつ け 、 作 業 時 間 は トム ス の それ を 上 回 る 。 さ 
ら に キー パーLC500 の アウ トラ ッ プ を 捉え る 
こと に 成功 し 、 目 の 前 に 優勝 が ぶら 下がっ た 。 
実は 脇 阪 寿一 監督 は 、「 次 戦 タ イ に 照準 を 合わ 
せ て いた 」 と いう 。 思い が けず その 手前 で 勝利 の 
チャ ンス が 巡っ て 来 て 、 ピ ッ ト は 盛り 上 が っ た 。 

し か し 、 後半 を 担当 し た 大 嶋 和 也 は au 
LC500 を 抜く こと は で きず 、 キ ー パ ーLC500 
に も 前 に 行か れ て し まっ た 。 寿一 監督 は 日 頃 か 
ら 大 嶋 に 対し て 、|「 競 り 合い で の 強 さ 」 を 求め る 。 
監督 の 愛 の ムチ は 届か な か っ た の か 。 |「 い や 、 
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Text : 角田 五 十 四 (lsoshi Sumida プ 本 誌 ) 


今回 の 和 也 は が ん ば っ て いた 。 チ ャ ンス は 彼 の 
と き は な か っ た よね 。 こ うい う レ ー ス を し て い 
れ ば 、 ラ イ バ ル に 与え る 印象 も 変わ っ て くる は 
すず | と 寿一 監督 は 合格 点 を 与え る 。 次 戦は 28 
kg の WH を 積む 。 戦 えな いわ け で は な い 。 次 こ 
そ 満 点 を 狙う 。 


マシ ン を 降り た 直後 の 大 嶋 の 表情 が すべ て を 物語 る 。 ピ ッ ト に 
戻り 、 寿 一 監督 か ら | 悔し いか | と 聞か れ 、「 悔 し いで す ! 」 と 
答え た 。「 あ の “悔し い " は 今 ま で 以上 だ っ た 。 そ れ が あい つ を 
強く する | と 寿一 監督 。 
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人 es 、 
今回 の 決勝 で は ピッ クア ッ プ は な か っ た と いう ARTA だ が 、 | ピ 還 We。 
サス は GT300 を 抜く と き の ラ イン の 自由 度 が 高い か ら 、 決 勝 に 強 
い 。 僕ら は どう し て も 路面 が 汚れ た と ころ で グリ ッ プ を 失っ て し 
9 | (伊沢 ) 。 6.5 ポ イン ト 差 の ラン キン グ 4 位 と 悪く 
な い 位 置 に つけ て いる だ け に 、 こ の 先 夏場 の 戦い 方 が 重要 だ 。 
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Photo : 平田 勝 (Masaru Hirata) プ OLLIE/ORIHARA / 三 橋 仁 明 (Noriaki Mitsuhashi) 


吉田 成 信 (Shigenobu Yoshida) 


ゴー ル ま で 残り 4 ラッ プ と な っ だ 2 コー 志 二 記 その 週 ち 
上 が り で 300 を アウ ト か ら 抜 いた 大 嶋 に 対し 、 イ ン か ら 
仕掛 けた キャ ン デ ィ 。 ス ピー ド は キャ シディ の 方 が 乗っ 
て お り 、2 位 に ポジ ショ ン ア ッ プ 。 抜か れ た 大 嶋 は 、 無 
線 で クソ ー ! |」 と 叫ん で いた と いう 。 


/g///2/// 


ダウ ン フ ォ ー ス の 恩恵 を 得 られ ず 


| こ 。 ンジ ン で は な く 、 課 題 は 車体 ] 

虐 昨年 か ら 採用 し た | 冷却 を 犠牲 に し て 
運動 性 能 を 上 げ ける] イン ター クー ラー 配置 の ま 
ま 、 今 季 の NSX は エン ジン 吸気 系 に 手 を 入れ 
る な ど し て 、「 夏場 で も 戦え る ] と いう コン セ 
プ ト で 開発 を 進め て きた 。 署 い レ ー ス と な っ た 


レイ ブリ ッ ク は 後半 担当 の J. バ トン が 避け られ な い 状 況 で GT300 
と 接触 し て 緊急 タイ ヤ 交 換 。 そ れ 以 前 に 今回 は ピッ クア ッ プ の 問 
題 も 抱え て お り 、「 こ の 先 に 使え る “ネタ "が な く な っ て し まっ 
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た 」 と 伊 与 木 氏 は 頭 を 抱え る 。 早 くも 今季 2 度目 の ノー ポイ ント 。 


鈴鹿 で は 、 エ ンジ ン に つい て は 概ね 及 第 点 だ っ 
た よう だ が 、 じ つ は 夏場 の 落ち 幅 :" は エン ジ 
ン よ り も 車体 の 側 で 問題 と し な っ て いる よう だ 。 
気温 が 上 昇 する と 空気 密度 が 低下 し 、 ダ ウン 
フォ ー ス ズ 量 は 減少 する 。|「5C 上 が る と 、 お よ 
そ 1.2~1.5% 減 る と 踏ん で いま す ]| (レイ ブリ 
ッ ク NSX 伊 与 木 仁 エ ンジ ニア ) と いう 条件 は 
も ちろ ん 全車 同じ だ が 、NSX は その 影響 を 受 
け や す いよ うだ 。 ド ライ バー の 言葉 を 借り れ ば 
| ダウ ン フ ォ ー ス が し っ か りあ っ て 、 タ イヤ が 


グリ ッ プ する 状態 な ら 、 僕 ら は 速い ] (伊沢 拓也 ) 


裏 を 返せ ば 、 そ れ が な いと 速 さ が 発揮 で き な い 
と いう の だ 。 野尻 智紀 は 公式 練習 で の マン ン を 
| まる で クル マ が 浮い て いる よう な 状態 だ っ た ] 
と 表現 する 。FR 用 モノ コッ ク を 転用 し て マン 
ン を 仕立 て た た め 理 想 的 な 重量 配分 等 が 得 ら れ 
ず 、 そ の 結果 空力 へ の 依存 度 が 高く な っ て いる 
と いう こと な の だ ろう か 。 車 高 を 下 け て ダウ ン 
フォ ー ス を 取り 戻 そ うに も 、 今 度 は NSX 特有 
の バウ ン ン シン グ (跳ね ) の 間 題 が 顔 を 覗か す な 
ど 、“ 著 さ 対 策 セ ッ ト ア ッ プ "の スイ ー ト スポ 


そく vs 


を ロー に < 
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Text : 中 野 一 史 (Kazushi Nakano プ 本 誌 ) 


ッ ト は 狭い 。 

鈴鹿 の 公式 練習 で は 路面 コン ディ ショ ン が 可 
か っ た こと に 加え 、 想 定 外 の 高 気 温 に よっ て ダ 
ウン フォ ー ス ズ 量 が 低下 、 そ の 結果 マン ン が スラ 
イド し て ライ ン を 外れ ピッ クア ッ プ が つく 、 と 
いう 悪循環 に も 陥っ て いた よう だ 。 ま た 、 セ ク 
ター 1 に 代表 され る 切り 返し 区 間 な ど で は 、 フ 
ロン トト 車軸 より 前 に 載せ られ た ミッ ド シ ッ プ の 
"位置 & 重 量 指定 ウエ イト も 、 運 動 性 能 に 影 
響 を 与え た で あろ う 。 さらに 陣営 内 か ら は 「 冬 
の 寒い 時 期 、 ダ ウン フォ ー ス が バン バン に 出 て 
いる 状態 で セッ ト ア ッ プ を し て いる か ら か も 
Rai | と の 声 も あり 、 寒 暖 差 の アジ ャ スト と い 
う 面 か ら 他 メー カー に お くれ を 取っ て いる と い 
う 見 方 も で きる 。 

| (優勝 し た ) 昨年 と の ウエ イト の 違い な ど を 
考え れ ば 決勝 ペー ス は 悪く は な か っ た と 思う け 
ど 、 鈴 鹿 は 獲 り た い レ ー ス だ っ た し 、 そ こ で レ 
クサ ス が 速かっ た と いう の は …… この 先 の シー 
ズン を 考え る と 「『 う ーー ん | と いう 感じ ] (伊沢 ) 
"夏場 の 処方 箋 が 待た れる 。 
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新 田 と 5 直し の 
よう 20a 思 
還 0 てき を コキ て 
aoi 因果 の 
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最多 勝男 ・ 新 田 を 興奮 させ た 
晴 南 の “非常 識 ”" な パッ シン グ 


Text : 高藤 昌 洋 (Masahiro Takato) 

中 高速 コー ナー が 連なる 鈴鹿 は 本 来 、 マ ザー 
シャ シー (MC) や JAF-GT と いっ た 軽い 

引 ニ ーー リン クマ シン ここ り の ウー シキ ソト 

し か し 昨年 、K-tunes RC F GT3 (96 号 車 ) が 

それ まで の コー スレ コー ド を 2 秒 以上 も 更新 し 、 

GT3 車 両 と し て 鈴鹿 で 初め て の ポー ルポ ジン ショ 


ン (PP) を 獲得 する と 、 決 勝 で も 優勝 を 飾っ た 。 


その 圧巻 の 走り を 振り 返り 、HOPPY 86 MC(25 
号車 ) の 土屋 武士 監督 は 「96 号 車 が 鈴鹿 の 絶対 
王者 。 今 回 は それ に 挑む ] と 話し て いた 。 そ し て 
今年 、25 号 車 が PP を 礁 本 、96 号車 が その 隣 に 
並ん だ 。 果 た し て 決勝 は 96 号 車 が 優勝 し 、" 鈴 鹿 
の 絶対 王者 "と し て の 力 を 見 せつ けた 。 

96 号 車 の スタ ー ト ドラ イ バ ー を 務め た 新 田 守 
男 は 2 番手 を 維持 。16 周 目 に セー フ テ ィ カー が 
導入 され 、22 周 目 の リ スタ ー ト と 同時 に 25 号 車 
が ピッ トイ ン す る と トッ プ に 立つ 。 同じ タ イミ ン 
グ で ピッ ト に 入っ た ADVICS マッ ハ パ 車検 MC86 
マッ ハ 号 (5 号車 ) と 25 号 車 は タイ ヤ 無 交換 。 
96 号 車 は 25 周 目 に ピッ トイ ン し て タイ ヤ を 4 本 
交換 。 バ トン を 受け た 阪口 晴 南 の 前 に は 、 ピ ッ ト 
IGP の 5 EE) 7 思 上 | 
は 30 周 目 に 130R 立 ち 上 が り で 5 号車 を 攻略 し 、 
42 周 目 に は デグナー カー ブ ひ と つめ で 25 号 車 を 
KN ソン ク ( に 上 392 

青南 が 25 号 車 を 抜き 去る 姿 を 見 た 新 田 は 「 興 
奮 し た | と いう 。 新 田 に よる と この 日 の 96 号 車 は 、 


| スト レー ト も へ ヘア ピン も 遅い ん だ けど 、130R 
が 速い | と 言い 、 晴 南 に も その こと を 無線 で 伝え 


て いた 。 実際 、 晴 南 が 5 号 車 を 抜い た の は 130R。 


そもそも デグナー は 、 ほ か の コー ナー に 比べ る と 
0 クシ クン RS 人 ンド NGOIUN 語 2/ の 0 の 5 
慌て な く て いい よ 、130R で 抜け る ん だ か ら っ て 
感じ だ っ た | と 新 田 。 晴 南 は 「 そ の 前 の 周 の 
130R 出 口 で 抜い て や ろう と 思っ て 、 気 合い 入れ 
て アク セル を 踏ん で いっ た ら ア ウト ギリ ギリ まで 
行っ ちゃ っ て 失敗 し た ん で す 。 じ ゃ あ 次 の 130R 
まで 待 と うと 思い つつ 、S 字 で 後ろ か ら 揺 さぶ っ 
て いた ら ダ ン ロ ッ プ コ ー ナ ー の 立ち 上 が り で 25 
号車 の 加速 が ちょ っ と 鈍っ て 。 そ の イン 側 に と に 
の KUG ニク クー の レレ ョ ング で 
25 号 車 が 引い た の が 見 えた の で いけ る な と 。 フ 
二 5/ ラ ロ クラ ョ ー た の eb: は EZ 友 6 
ハコ 車 だ か ら 抜 け すま し た | と 答え る 。GT300 の 
ルー キー、 ハ コ 車 の レー ス 自 体 が 今年 初め て と な 
っ た 晴 南 が “非常 識 ' を さら っ と や り 遂 け げた の だ 。 
青南 は レー シン グ カ ー ト で 数 々 の タイ トル を 獲 
得 し 、2015 年 に は 鈴鹿 サー キッ トレ ー シ ン グ ス 
クー ル ・ フ ォ ー ミ ュ ラ を 肖 席 で 卒業 。 16 年 の 
FIA-F4 で シリ ー ズ 2 位 に な る 。F3 に は 16 年 か ら 
参戦 し 、 昨 年 は スー パー フォ ー ミ ュ ラ に も スポ ッ 
ト 参 戦 し た 。 か な り 期 待 さ れ て いた と 分 か る が 、 
F3 で の シリ ー ズ 最高 位 は 昨年 の 4 位 。 今 年 は ホ 
ンダ の 育成 梓 か ら 外 れ て し まっ た 。 晴 南 は 優勝 会 


見 で | 年 末年 始 に 挫折 し た と きか ら す れ ば 、 考 え 
られ な いよ うな 成績 | と コメ ント し て いる 。 そ の 
悔し さ を 見 返す の に 十 二 分 の 走り を 魅せ つけ た 。 
新 田 は 今回 の 勝因 を 決勝 中 の これ ら の パッ シン 
グ に 加え 、「 予 選 Q2 で 2 番手 に な っ て くれ た の が 
すご く 大 きい ] と 晴 南 を 称え た 。 対 し て 晴 南 は 、「 新 
田 さ ん が 第 1 ステ ィ ン ト で 2 番手 を キー プ し て く 
れ た か ら 」| と いう 。96 号 車 が 予選 で 使っ た タイ 
ヤ は 、 一 時 50 で て に まで 達し た 予選 の 路 温 に マッ 
チ す る スペ ッ ク だ っ た 。 し か し 、 決 勝 で は 路 温 が 
下がり 、| あ と 10 度 上 が っ て ほし か っ た 」| と いう 
状況 で 、 新 田 は 2 番手 を 守り 続け て いた 。 最 多 勝 
記録 22 勝 へ の 更新 に 、 新 田 自身 も 奮闘 し て いた 
の だ 。 ち な み に 晴 南 の ステ ィ ン ト で は 、 昨 年 勝利 
し た タイ ヤ に 近い スペ ッ ク に 履き 替え て いる 。 
開幕 戦 の 優勝 は 赤旗 終了 に より 、 晴 南 が 決勝 を 
走る こと は な か っ た 。 今回 は ふた り で 掴ん だ 初 優 
勝 。 し か し 7 月 9 日 生ま れ の 晴 南 は 、 ま だ 19 歳 。 
未成 年 で ある た め シ ャ ン パ ン フ ァ イ ト に は 参加 で 
es2M 2aUANOP ジ 2 ジッ ン シ 70 NE9 5 
戦 富士 以降 に 持ち 越 さ れ た 。「 シ ャ ン パ ン フ ァ イ 
ト で 新 田 さん に か けた い 」| と 晴 南 。|[ ふ ざけ ん な ! ] 
と 言い な が ら 、| 優 勝 祝 いと 誕生 日 祝い を や れ た 
らい いね 」| と 新 田 は 笑っ た 。 
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2 番手 走行 中 の ファ イナ ル ラ ッ プ に 突然 の 失速 
ら 位 に も | 悔い は な い 」 
" 拍 え えた” 次 戦へ の 手応え 
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Text : 高藤 昌 洋 (Masahiro Takato) 


日 OPPY 86 MC (25 号 車 ) は 、 第 2 戦 富 
士 に 「 大 錠 を 振る っ て 開発 し た 」 新 タ イヤ 
を 投入 し た 。 し か し 第 2 戦 の 決勝 は ウエ ッ ト ス タ 
ー ト と な り 、 そ の 実力 を 見 せる こと は で き な か っ 
た 。 迎え た 第 3 戦 鈴鹿 で は PP を 獲得 。 松 井 孝介 
は 新 タ イヤ と 、「 大 幅 に 見 直し た 決勝 向け の セッ 
ティ ング | に PP を 獲得 し た こと 以上 に 喜び 、 決 


勝 へ の 手応え を 感じ て いた 。 これ まで の 25 号 車 は 、 


予選 の 絶対 王者 に な り 得 る 速 さ を 見 せ て きた が 、 
それ は 速 さ に 特 化 させ た セッ ティ ング だ っ た か ら 
だ 。 そ れ を 今回 は 決勝 を 重視 し 、「 和 失っ た 部 分 が 
マイ ルド に な っ た | と いう 。 佐藤 公 哉 は 「 安 心 し 
て 、 よ り 攻 め ら れる クル マ に な っ た |、 松 井 は 「 ド 
ライ バー と エン ジニ ア が 、 し っ か り 会 話 で きる ク 
ル マ に な っ た | と 話す 。 

スタ ー ト を 担当 し た 佐藤 は 、 タ イヤ 無 交 換 の た 
め に タイ ヤ を 労 り つつ も トッ プ を 守り 続け た 。 し 
か し 、 事 実 上 の トッ プ で コー ス に 戻っ た 松井 の ペ 


チー ム マ ッ ハ が 10 数 年 ぶり の 2 位 表彰 台 を 獲得 
それ ぞ れ の 課題 を クリ ア し た 
坂 ロ ン 平木 の 成長 の 証し 


PLELLLLLL 双 ELLLULLLLLLLLLMLLLLLLuuLLLLLuLuLLLLLLuuLLLLLLuuuuuuuuuubllbubububabbubbubbabusubbssssusssssssssssssssssssss 


Text : 高藤 昌 洋 (Masahiro Takato) 


チ ー ム に と っ て は 10 数 年 ぶり と な る 2 位 表 
彰 台 。 チ ー ム マッ ハ 3 年 目 の 坂口 夏 月 、 2 
年 目 の 平 木 湧 也 は 、| 今年 の 初 ポ イン ト が いき な 
り の 2 位 。 こ れ 以 上 の 結果 は …… 急 に ハー ドル が 
上 が っ ちゃ いま し た ( 笑 )」 と 素直 に 喜ん だ 。 そ 
し て この 結果 を 後押し し て くれ た の が 、 昨 年 か ら 
ブレ ー キ シス テム 、 今 年 か ら は ABS も スイ ッ チ 
し た 「 ア ド ヴ ィ ックス さん の お か げ ]| と 口 を 揃え 
る 。「 制 動力 が 上 が っ た の は も ちろ ん 、 ク リッ プ 
に か け て の アプ ロー チ に 対す る ABS の アシ スト 
が すご く 良 く な り ま し た 。 極端 に 言う と 、 ブ レー 


キ を 踏ん だ まま クリ ッ プ まで いけ る イメ ー ジ で す 」。 


玉 中 哲二 監督 は 、 若 き ふ た り の ドラ イ バ ー の 成 
長 に も 喜ん だ 。「 夏 月 は 初め か ら 良 い ペ ー ス で 走 
れる 素質 は あっ た けど 、 一 発 の タイ ム に 課題 が あ 
っ た 」。 そ の 坂口 は 、 予 選 Q1 を 担当 し て トッ プ タ 
イム を 刻ん だ 。 | 平木 は スピ ー ド を 求め て いく タ 
イプ で 一 発 の タイ ム は 速い ん だ けど 、GT300 は 
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Photo : 森山 俊一 (Toshikazu Moriyama) 上 尾 雅 英 (Masahide Kamio) 
益田 和久 (Kazuhisa Masuda) 小林 勝彦 (Katsuhiko Kobayashi) 
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PP 獲得 以上 に 喜び 、 手 応え を 感 
じ て 挑 ん だ 決勝 。 し か し 、 25 号 
車 に は さま ざま な アク シ デ ン ト 
が 待っ て いた 。 結果 は 5 位 に 終 
わっ た が 、 チ ー ム の 表情 は 明る 
い 。 それは リザ ルト 以上 に 、 掴 
ん だ も の が 大 きい 証し だ 。 
ー ス が 上 が ら な い 。 当初 、 松 井 は タイ ヤ が 原因 か 
と も 思っ た そう だ が 、 レ ー ス 後に サス ペン ショ ン 
系 の トラ ブル が 発生 し て いた こと が 判明 。 さ ら に 
途中 か ら ク ー ル スー ツ が 機能 せ ず 、|「 残 り 10 周 ぐ 
らい は けっ こう 危な か っ た | と 松井 。 フ ィ ニ ッ ン シン 
ュ 後 、 松 井 が うな だ れる 姿 が モニ ター に 映し 出さ 
れ た が 、 あ れ は 脱水 症状 に よる も の だ っ た 。 

そし て 誰 も が 目 を 疑っ た ファ イナ ル ラ ッ プ の シ 
ケイ ン 。 2 番手 を 走っ て いた 25 号 車 が オー バー 
シュ ー ト し 、 次 々 に 抜か れ て いく 。 こ れ は 燃料 系 
の トラ ブル が 原因 で 、130R 立 ち 上 が り で 突然 ガ 
ス 欠 症状 が 出 て し まい 、 シ ケイ ン を 抜け る まで は 
情 性 で 走ら せ て いた と いう 。 そ の 後 な ん と か 復帰 


ふた り の ドラ イ バ ー の 合 
計 タ イム で レー ス を し な 
いと いけ な い の に 、 タ イ 
ヤ を 持た せら れ な い 傾 向 
に あっ た 」。 平木 は スタ 
ー ト を 担当 し 、 2 番手 ス 
ター ト か ら ポ ジ シ ョ ン を 5 番手 まで 落と し て も 和 目 


分 を 抑え 、 タ イヤ 無 交 換 に 向け て タイ ヤ を 労 っ た 。 


| 今回 は ふた り に と っ て の テー マ が ピタ リ と あ た 
っ た 結果 | と 玉 中 監督 。 

現在 、 シ リー ズラ ン キ ング 4 位 。 タ イト ル も 視 
野 に 入る が 、 チ ー ム は 次 戦 タ イ を スキ ッ プ 。 厳し 
く は ある が 、「 ク ル マ の パフ ォ ー マ ンス は 25 号 車 
に も 負け て な い 。 オ ー ト ポリ ス と SUGO は 得意 
だ か ら 、 そ こ で 2 回 表彰 台 に 立て れ ば ……」 と 玉 
中 監督 は 期待 も 有 か せる 。 2 位 表彰 台 で 上 位 で 戦 
える 自信 を つけ た いま 、 ラ イ バ ル に と っ て 人 驚異 の 
存在 と な っ た の は 間違い な い 。 


し 、5 位 で チェ ッ カ ー を 受け た 。 

さま ざま な アク シ デ ン ト に 見 舞 わ れつ つも 、 フ 
ァ イ ナ ル ラ ッ プ の 130R ま で は 2 位 が 見 えて いた 。 
し か し 、5 位 と いう 結果 に 「 悔 い は な い 」 と 土屋 
武士 監督 。 | 強く な る た め の ス テッ プ を し っ か り 
踏め て いる 。 知見 が 増え る こと が 一 番 大 切 で 、 こ 
の 2 日 間 は いろ ん な こと を 拾え た 」。 新 タイ ヤ に 
つい て は ポジ ティ ブ な 面 が 見 えつ つも 、「 ま だ 開 
発 途上 | だ と いう 。 それは 松井 も 感じ て いた こと 
で 、「 ラ イフ 的 に は まっ た く 間 題 な か っ た けど 、 
も うち ょ っ と 足り な いと いう か 、 こ の タイ ヤ で は 
まだ 勝て な い 」。 も ちろ ん 、 今 回 “ 捨 え た " こと が 、 
今後 の タイ ヤ 開 発 に も 活き て くる 。 
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坂口 は 17 年 の オー ト ポ リ ス で 8 位 初 入賞 、 平 木 は 18 年 の オー ト ポ 
リス で 7 位 初 入賞 。 こ れ ま で も 予選 で は 上 位 に 顔 を 出し て くる こと 
が 度々 あっ た が 、 今 季 は 安定 し て 上 位 に 進出 。 そ し て 決勝 で の 強 さ 
も 披露 し た 。 次 に 目指 す は 表彰 台 の 真ん中 。 得 意 と する オー ト ポ リ 
ス で 、 3 年 連続 の 入賞 と と も に それ が 果たさ れる か も し れ な い 。 
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Text : auto sport web Photo : 上 尾 雅英 (Masahide Kamio) ノ 吉 田 成 信 (Shigenobu Yoshida) 小林 勝彦 (Katsuhiko Kobayashi) 北川 正明 (Masaaki Kitagawa) 


決勝 リザ ルト 5 月 26 日 (日 ) | 5.807kmx52 周 =301.964km | 決勝 出走 15 台 | 完走 13 台 | 天候 : 晴 | コー ス : ド ライ | 
順位 ベス ト タ イ ム グリッド WH(kg) 
1 36 au TOM 'S LC500 中 嶋 一 中 関口 雄飛 LEXUS LC500 BS 52 1:47'21"606 1'48"97 1 1 2 
ク 2 37 KeePer TOM S LC500 平川 売 プ ニック ・ キ ャ ン デ ィ LEXUS LC500 BS 52 +8"071 1'49"519 ク 2 8 
3 WAKO'S 4CR LC500 大 嶋 和 也 プ 山下 健太 LEXUS LC500 BS 52 +10"534 1'50"518 5 6 
4 ARTA NSX-GT 野尻 智紀 伊沢 拓也 Honda NSX-GT BS 52 +16"826 1'49"907 3 24 
5 39 DENSO KOBELCO SARD LC500 ヘイ キ ・ コ バラ イネ ン ノ 中 山 雄一 LEXUS LC500 BS 52 +34"340 1'51"424 9 16 
6 38 ZENT CERUMO LC500 立川 祐 路 の 石浦 宏明 LEXUS LC500 BS 52 +42"353 1'50"264 14 43 
7 19 WedsSport ADVAN LC500 国 本 雄 資 坪井 奈 LEXUS LC500 YH 52 +56"487 1'51"262 11 5 
8 24 リアライズ コ ー ポ レーション ADVAN GT-R 高 星 明 誠 プ ヤ ン ・ マ ー デ ン ボ ロー NISSAN GT-R YH 52 +1'07"597 1'51"904 13 6 
9 3 CRAFTSPORTS MOTUL GT-R 平手 晃平 フレ デリ ッ ク ・ マ コ ヴ ィ ッ キ NISSAN GT-R MI 52 +1'08"234 1'50"923 12 18 
10 12 カル ソニ ッ ク IMPUL GT-R 佐々 木 大 樹 プ ジェ ー ム ス ・ ロ シタ ー NISSAN GT-R BS 51 -1Lap 1'50"272 4 11 
11 64 Modulo Epson NSX-GT ナレ イン ・ カ ー テ ィ ケ ヤン ノ 牧 野 任 祐 Honda NSX-GT DL 51 -1Lap 1'52"008 15 
12 16 MOTUL MUGEN NSX-GT 武藤 英紀 中 嶋 大 祐 Honda NSX-GT YH 51 -1Lap 1'50"973 6 
13 1 RAYBRIG NSX-GT 山本 尚 貴 プ だ ジェ ン ソ ン ・ バ トン Honda NSX-GT BS 51 -1Lap 中軸 7 コ 7 22 
17 KEIHIN NSX-GT 塚越 広大 ベル トラ ン ・ バ ゲッ ト Honda NSX-GT BS 31 -21Laps 1'51"681 8 12 
23 MOTUL AUTECH GT-R 松田 次 生 プ ロニ ー・ ク イン タレ ッ リ NISSAN GT-R MI 16 -36Laps 1'51"867 10 49 
ファ ステ スト ラッ プ 1'48"971 No.36 au TOM'S LC500 中 嶋 一 貴 
@⑯No.24 ヤン ・ マ ー デ ン ボ ロー ドラ イブ スル ー (SpR 32-16.「 ス ター ト 違 反 」) 、 No.3 平手 晃平 ペナ ル テ ィ ス トッ プ 10 秒 (SpR 付 則 3.12.「SC 中 の オー バー ラン 」 ) 、 
No.64 ドラ イブ スル ー(SpR.27-1.3「 ピ ッ ト 作 業 違反 ] ) 、 No.12 佐々 木 大 樹 競技 結果 に 32 秒 加算 (SpR13-1.「 危 険 な ドラ イブ 行為 ]) 
価 SC:15:11'31(17Laps) -15:28'31 (21Laps) 
タイ ヤ : BS= ブ リ ヂ スト ン 、 DL= ダ ン ロ ッ プ 、 MI= ミ シュ ラン 、YH= ヨ コ ハ マ 
Ko02/8577 277/0 


(上 ) NSX 勢 と し て は 2 番目 と な る 6 番手 グリ ッ ド 発進 な が 5 第 
1 ステ ィ ン ト で は ペー ス を 上 げ ら れず 苦し み 、 徐 々 に 順位 を 落と 
す 展 開 だ っ た モチ ュー ル NSX。 そ の 後 、SC ア ウト 直後 の ピッ ト 
スト ッ プ で は ライ バル を 出し 抜き 、 一 時 は 5 番手 に つけ る も 36 周 
目 の タ イヤ トラ ブル で 万 事 休 す 。12 位 で レー ス を 終え た 。 ( 下 ) 

ZENT は ウエ イト の 影響 も あっ て か 予選 で は 14 番 手 に 沈ん だ が 、 
持ち 前 の レー ス 強 さ を 見 せ て 徐々 に 順位 を 上 げ て いき 、 全 車 が ピ 
ッ ト を 終え る 頃 に は 8 番手 まで 浮上 。 他 車 の トラ ブル も あっ て 最 
終 的 に は 6 位 で フィ ニッ シュ し ラン キン グ ト ッ プ に 。 


LUITS TI e 139 | 
中 人 


トラ ブル に 見 掴 われ る な どの 不運 も あり 、 ホ ー ム コー ス の 鈴鹿 で ポイ ント 
を 稼げ な か っ た NSX 勢 の な か で も 唯一 気 を 吐い た ARTA。 陣営 トッ プ と な 
る 3 番手 グリ ッ ド か ら ス ター ト し 、 レ ー ス 序盤 に は ワコー ズ と カル ソニ ッ ーー ュー 一 ーー 一 3 ーー 

ク に パス され て 5 番手 まで ポジ ショ ン を 落と す も 、 ピ ッ ト ス トッ プ 後 に は ペー 


カル ソニ ッ ク を 逆転 。 レ クサ ス 3 台 の バト ル に 肉薄 し た 。 最 後 ま で トッ プ ーー ーー デーー 
3 を 追っ た が ポ ボディ ウム に は 届か ず 4 位 フィ ニッ シュ 。 に っ ー ニー 
Ss 


位 勢 入 リス ユウ ス ま オォ オ 礁 か | に ギ で マ すこ が T し レ 秒 開 | 周 テ 出 R 激 し じ 
が は る 一 ザ が " 独 が 161| 層 な ナ 適 そ ヤ 2 | そる こ バ 3 イ ほ “の と 時 | す で し し て た 
最 相 も 方 ル 復 3 占 1 時 メ “" 距 | 遇 の ツ 番 ジ の こ で | 0 ブ ど A ト な 計 ル と ワ か く 順 キ 
上 次 残 の ト 活 位 か 927|I つ 離 立 し 後 プ キン 混 と 昨 ス 0 リ 後 R ツ ッ ツ っ は ・ イレ し レプ 位 | 
位 ざる ホ と を に ら 9 分 シ い で ち た 49 を の を 乱 に 年 トマ ッ 方 T プ て 16 ト 今 ド 32 レ を パ 
と ト は ン な 証 も の 9 に ョ に ワ 上 隙 周 確 ワ 築 の “" 王 し シク を AS3 も 時 ウ 度 に 周 ツ 上 1 
" ラ ト ダ っ 明 ワ ワ 年 チン トコ が を 目 保 コ き 間 者 て シン と は 追 と が a を ・ は な 目 シ げ が 
厳 ブ ッ 勢 た す コ ン 以 エ を ム | り 突 に "| 始 に も し に 43 う レ 5 u 回 ノワ リ に ャ ヤー ワ 
し ルプ は “る | ・ 来 ツ 取 スズ か き は ズ め ぬ め 首 。 ポ ま ヒ 周 形 了 イ 秒 り 1| コ 再 は | さき コ 
いで 10A ポ ズ ツ と カリ が か ら `G に ` 位 イ い ッ 目 と ブ 圏 ワ ` ズ 1| ぴ び キ を ら 1| 
結 リ 圏 R デ が | な | 戻 ワ ら S キ T 対 残 の シン スト の な リ 内 コレ で ズ ワ | 掛 に ズ 
ア 外 T ィ 人 ・ る を し ン 再 字 |! 3 し り 8 トロ さ デ つっ つっ つ ツ で | | 隙 が コパ けら a を 
に ラ AA ウリ フフ 迎 た ・ ぴぴ び ま パ 0O 5 5 U 較 | れ グ て ク 精 ズ ス を ga | | て Uu 強 
終 イ G が ム イロ え ? ツ 2 で | O 秒 周 が 。 外 ダ ナ い は 神 "が 伺 U ズ が い に 引 
わ ズ T 4 独 レ ニン “ そ | 番 の が の 以 の 徐 ヘ ウ ワタ | た そ 戦 キ 残 うに を 1 < 対 に 
っ の ・ 位 占 ク ッ ト ト の ・ 手 われ 2 集 上 時 々 脱 ン イ で が の を | り “ 対 前 3 “し か 
き 8 選 訪 の サシ ロム ま フ を ず コ 団 の 点 に 沙 " ヤ G 10 展 パ 10 し に 0 わ 
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ホー ふ 息 や K つれ かさ Q の F - 
ap し て 司 秀 O8 選 代 回 つ 玉 ? 
ロト ロー ロ へ れ 人 かと 乙 の ※ ぶ 
〇 ヒ の 全て ベル マミ 祥 地 7// 心 マ 
テテ の ふく と くつ し ト 晶 中 は " リサ て ヘ ヤキ ド 
トト で oo ココ 受 の て そ エ ヒマ 乙 の 
< の ヒヒ の や 次 0 葉色 で COGO 刀 車 
っ 選 聖 ご むい“ 

ご 四半 刀 萌 NNINK 押 半 せ 
K 和 リー6 Q 有 由 と ホロ ー へ 人 KO 
ロ ” の 物性 mmCN る ロ モー ハ G 
舞 図 や 要 で <Q 生 7 年 キ 私 TNapNS で で 
ーーQ 訟 曲 他 村人 ン 全会 QS っ" 
全 つ ^ NG 層 や て 私 TN 違 Ne も 穫 リ ー 
@ 全 セー に K 志 十 合 レ と ホロ ー へ 人 KO 
LismmO 衣 つ 全会 e っ の) 中 表 ロ 。 WG 避 
選 け 8mrNI rrce ロ K モ ー ム 色 口 へ 
の 設 穫 し 組 久地 0 で 

ン 下 ロー へ 人 KK 庄 〇 上 ュ JmCNI め 
ローム ハリ 6nN6Q 了 由 車 っ 。 や つ レ 
r つ 乙 つ n エー> マ つ の - 先 
Hih ト ロー ロ むか と の 2J 青 
4U 公 回 で 穫 の 志 町 っ 公 吐 講和 セ Ne で 堅 m7 
の ヒ の の の いむ 必 KG 中 下 ロ ロー ミ ドー 


が 7//7772/ 


て 一 
三 リ 
具 


復活 を 遂げ る 日 は 近い か 。 


まで は 苦し い 戦い を 強い られ て きた が 、 こ の 鈴鹿 戦 で は 11 位 と 入 
まで あ と 一 旧 に 。 


技術 規則 の 変更 に よ り 、 今季 か ら FR レ イア ウト と な っ た プリ ウス 。 


I ト ^ ふ の ト - 会 一 つの 〇 エ しい 民 ハ 
中 つ 妨 貞 信 ヤ セー トト エド ボー (の の ) 倒 


二 扇 ヘーK | 本 屋 で 個 つ Se? 


の 〇 届 へ や 足 に 選 や つの ヒ の の 
G 皿 回 し SN 思 中 公 古 醒 ” セ \@J” ト J 
Gw ャ の へ 私 し て と RTNG ま リー 
や つる ドム く 司 知 三 O 〇 め 選 つ 選 
つ n エー マズ つく の トト - 選 " 尽 暫 // 
い < マ テテ OS2J 公 下っ し て マハ? 
RTNGKn リー5 せ 経 東 J と IN て て 
ー 選 66 ふ て そ 戦 層 講 用 況 で 7 
IN くさ パ ご 思っ 直志 表 証 アロー くく 
Am っ 5 | 民 KS ジー コト T 
症 いし っ ろ っ 思 と ホロ リー へ 代 万 〇 上 や 
皿 思 G 総 で さして く 下 会い 
ふ ャ エ ぐ ざ 手 セ や くし 層 可 "つつ 公 つ " ボ 
けり トイ 丈 手 16 や し っ 刀 ま や リ ー5 
QB レト く 樺 租 王 O5G ボ 記 史 計 
に よく で KOESES こ 0 ま よ に 

る 皿 mm と RSC SAAI ト トマ 
・ ト 穫 や ミ ・ ロ ー ぶ に 会 てく 到 人 
っ ^ 困 会 ミー トト ゞ へ GS て トー いふ 
wR に " ふ で エ 岩 層 潮 生 括 に 0 トヨ 
妃 表 や サー 会 叶 丸 呈し jp て SN く 


24 


25 


Photo : OLLIE/ORIHARA / 吉 見 幸夫 (Yukio Yoshimi) 三橋 仁 明 (Noriaki Mitsuhashi) 益田 和久 (Kazuhisa Masuda) ノ 小 笠原 貴士 (Takashi Ogasawara) 


上 1 上 U 決勝 リザ ルト 


順位 


001 て | の 1 の | 1OTIND 1 一 


Ne 


720 


K-tunes RC F GT3 

ADVICS マッ ハ 車 検 MC86 マッ ハ 号 
SUBARU BRZ R&D SPORT 
グッ ドス マイ ル 初音 ミク AMG 

HOPPY 86 MC 

ARTA NSX GT3 

Modulo KENWOOD NSX GT3 
Hitotsuyama Audi R8 LMS 

GAINER TANAX GT-R 

SYNTIUM LMcorsa RC F GT3 
TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV apr GT 
GAINER TANAX triple a GT-R 

McLaren 720S 

LEON PYRAMID AMG 

UPGARAGE NSX GTS3 

arto RC F GT3 

T-DASH ラン ボル ギー ニ GT3 

リア ライ ズ 日 産 自動 車 大 学校 GT-R 

マネ パ ラン ボル ギー ニ GT3 

RUNUP RIVAUX GT-R 

TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV apr GT 
PACIFIC MIRAI AKARI NAC PORSCHE 
シン ティ アム ・ ア ッ プ ル ・ ロ ー タ ス 

ARNAGE AMG GT3 

植毛 GO&FUN GT-R 

アー ルキ ュー ズ AMG GT3 
埼玉 トヨ ペッ ト GB マー ク X MC 
エヴァ RT 初 号機 X Works GT-R 
D'station Vantage GT3 


5 月 26 日 


新 田 守 男 / 阪 口 晴 南 
坂口 夏 月 平木 湧 也 
井口 卓 人 山内 英輝 
谷口 信輝 片岡 龍也 
松井 孝介 佐藤 公 哉 
高木 真一 福住 仁鶴 
道上 龍 大 津 弘樹 
リチャード ・ ラ イア ング 富田 竜一 郎 
平 中 克幸 安田 裕 信 
吉本 大 樹 / 宮 田 莉 朋 

蝶 峨 宏紀 中 山 友貴 
星野 一 樹 石川 京 侍 
治 / アレ ックス ・ パ ロウ 
黒澤 治 樹 / 蒲 生 尚 弥 
小林 崇 志 松浦 孝 亮 


ョ ーー 
PT の 2 


5.807kmx49 周 =284.543km | 


ナタ ポン ・ ホ ー ト ンカ ム ノ ショ ー ン ・ ウ ォ ー キ ン シ ョ ー 


高橋 細 プ アン ドレ ・ ク ー ト 


平 峰 一 臣 プ サッ シャ ・ フ ェ ネ スト ラズ 


小暮 卓史 / 元 嶋 佑 弥 
青木 孝行 柴田 優作 
永井 宏明 織 戸 学 
横溝 直輝 峰 尾 恭輔 
高橋 一 穂 ン 加藤 寛 規 
加納 政樹 / 山 下 亮 生 
田中 勝 輝 飯田 太陽 
和田 城内 政樹 
脇 阪 曹 一 / 吉 田 広樹 
ン ョ ヨウ ジャ ドン ン マー チー リー 
藤井 誠 坦 ノ J.P. デ ・ オ リ ベ イ ラ 


信 フ ァ ス テス トラ ッ プ 2'00"237 No.25 HOPPY 86 MC/ 佐 藤 公 哉 
信 黒 白旗 提示 No.7 J.P. デ ・ オ リ ベ イ ラ 


位 


鹿 
表 
彰 
プン ヽ 
口 
を 
二 
に 
し 


#t! 判 幸 を ジー 革 入 ワ 
% NN , 端 瀧 層 世 時 下 3 沼 悼 y 


ー 
ご 
己 


NmHNOK 


ー 
トド 
選 


G づ 


し 次 & 間 た ンス 
定 UN 回 に が を が 
で ス  。、 守 ) 
ご 交 ポ マン つら ち 
Mb 4 | ググ て で て 
に さ ツ ハイ フ い 
り て 編 検 で イネ 
マ 表 泊 オ ナッ 
ッ 彰 ミト トル ビ ピ 
ハ 台 ク gsa バ パ バラ | 
車 剛 ^G6」 ッ ee 
検 内 A ロフ プ が 
M か M5g ン に ポ 
C ら ロ ラッ 突 ジ 
86 陥 に 々 人 シ 
が 落 相 R の し ヨ ョ 


NH 隅 [ い 


ご 
ン 


ー タ 4⑳ 放 嘱 党 oo 履い / 款 


結 は ク た に 
未 G ラ 続 
を 1T ス 新 く 
手 デ 最 田 G 
に ビ 多 守 T 
す ュ 人 優男 鈴 
る | 勝 は 鹿 
こ か 記 目 単 
と ら 録 身 2 
と 3 を の 連 
な 戦 更 持 勝 
っ で 新 つ を 
太 グ G 飾 
- 勝 阪 T っ 

| 上 四 8  7 

い 晴 0 

う 南 0 ま 


北斗 前 oO 一 ON ,ridtrrrr 二 層 Stm 


SH 


旧 SL 


に 
ビ 


耳 Q 匹 伴 ポ ー で ご チー 放 汗 


LEXUS RC F GT3 

TOYOTA 86 MC 

SUBARU BRZ GT300 
Mercedes AMG GT3 
TOYOTA 86 MC 

Honda NSX GT3 

Honda NSX GT3 

Audi R8 LMS 

NISSAN GT-R NISMO GT3 
LEXUS RC F GT3 

TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV 
NISSAN GT-R NISMO GT3 
McLaren 720S GT3 
Mercedes AMG GT3 

Honda NSX GT3 

LEXUS RC F GT3 
Lamborghini HURACAN GTS3 
NISSAN GT-R NISMO GT3 
Lamborghini HURACAN GTS3 
NISSAN GT-R NISMO GT3 
TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV 
PORSCHE 91 1 GT3 R 
LOTUS EVORA MC 
Mercedes AMG GT3 
NISSAN GT-R NISMO GT3 
Mercedes AMG GT3 
TOYOTA MARK X MC 
NISSAN GT-R NISMO GT3 
Aston Martin Vantage GT3 


Kgsu08 


決勝 出走 29 台 


| 完走 28 台 | 天候 : 晴 れ | 
タイ ヤ 周回 2 二 二 222 
BS 49 1:4835"123 200'768 
YH 49 23"005 201"400 
DL 49 23"939 200'843 
YH 49 25"031 2 の 01"451 
YH 49 32"344 200'237 
BS 49 32"369 201"852 
YH 4249 39"162 201"563 
YH 49 46'589 202"252 
DL 49 48"243 202"830 
DL 49 50"300 201"690 
BS 49 51"008 201"489 
YH 48 1Lap 200"434 
YH 48 1 Lap 2'01"595 
BS 48 1Lap 201'368 
YH _ 48 1Lap 202"813 
YH 48 1Lap 202"390 
YH 48 1Lap 201"809 
YH 48 1 Lap 201"558 
YH 48 1Lap の 02"002 
YH 48 1Lap 200"562 
YH 48 1Lap 203"323 
YH _ 428 1Lap 201"788 
YH 48 1 Lap 201"942 
YH 48 1Lap 203'801 
YH 48 1Lap 203'652 
YH _ 48 1Lap 204"916 
BS 40 9Laps 201'"972 
YH 938 11 Laps 200"570 
回 生還 36 19Laps 201'"823 
7.09452MWg72 
| 


( 左 ) SUBARU BRZ R&D 
SPORT は 決勝 で は ピッ トイ 
ン 前 は 4 番手 を 走行 し 、 交 換 
。 する タイ ヤ は 2 本 の み に し て 
、 ピッ トス トッ プ 時 間 を 削る 作 
昌 戦 に 出 た が 、5 番 手 に 後退 。 し 
| か し 、 先 行 し た マネ パ ラン ボ 
ルギー ニ GT3 が バー スト で 
戦線 離脱 する な ど 、 最 終 的 に 
は 昨年 に 引き 続き 、 今 年 も 3 
位 表彰 台 に 上 が っ た 。 ( 右 ) グ 
ッ ド スマ イル 初音 ミク AMG 


持ち 前 の レー ス 巧 者 っ ぷり を 
発揮 し 、 決 勝 で は 順位 を 上 げ 
(人 4 位 入賞 を 果 た だ 。 


F を 選 シ け | | 
は ト 攻 択 口 た ナル 
み ツ 略 “ ッ K | ・ 
る プレ デ プ チ '! ト 
み に ク グ コ ヨ ュ 5S ウ 
る 浮 ラ ナ | 」 宇 ・ 
り リド 上 スス | チン 6 ノ 
| し トト ヘ ト ズ ホ 「| 
ド た ツマ の で 則 ツ アス 
を K プ 加 イ C ピ に 
広 チ に 速 ン 衣 
げ ユ 浮 で 側 上 86 そ 
て | 上 ホ の は の し 
2 ソラ 衣 
ググ K だ 選 続 後 
2 RI IA (上 
と 5 86 を ダ つ コ 


蘭 議 は 6 番 グ リッ ド か ら ス ター ト 。 


へ 泌 


Hia テ ー で テハ テー 汗 S 棚 記 て 


印 癌 人 Q メ ー タ 


ー き の 〇 ツー ロロ 中 大 。ckO 全 寺 


に 


で ーー 


(【 


還 rY 本 層 叶 よー の 届 念 


の 9 の ! 


M 


コー ス : ド ライ | 
グリ ッ ド WH(kg) 
2 20 
3 
4 8 
6 13 
1 
9 47 
7 ク 2 
11 6 
12 40 
20 8 
13 
5 ク 2 
14 
22 17 
23 
26 
18 
21 24 
10 23 
8 
17 
16 
24 
27 
28 
25 11 
15 8 
19 


( 左 ) 昨年 の 第 3 戦 鈴鹿 で は 、 
K-tunes RC F GT3 に 続く 予選 
2 番手 に 甘んじ た HOPPY 86 
MC だ っ た が 、 今 年 は ポー ル ボ 
ジ シ ョ ン を 獲得 し 、 ひ と つ 雪 辱 
を 果たし た か た ちと な っ た 。 決 
勝 は タイ ヤ 無 交換 作戦 を 採っ た 
も の の 、 最 終 ラ ッ プ の シ ケ イン 
で コー ス オ フ し て し まい 、5 位 
まで ポジ ショ ンダ ウン 。 す ん で 


の と ころ で 2 年 連続 の 表 
= 逃し た 。 


充 3 
分 
な B 
マ R 
| Z 
ン R 
ンジ 

を D 
答 ス 
い 
《 
bN 
る と 
わ > 


彰 台 を 


の MM/97947/ が 247 


の ロー 共和 汚い 率 4 O 且 慈 


mmis QU/MKA IM 


TE 


キッ ト 欠 5.807kmx52 周 久 天 候 : 晴 れ 劉 コ ー ス : ド ライ 


@ 赤 字 : ファ ステ スト タイ ム 倫 太 字 : ベ スト タイ ム 鍛 P: ピ ッ ト イ ン 倫 | |: ス ター トド ライ バー 


POS. 1 2 う 4 

No. 36 37 6 8 39 38 19 24 3 12 64 16 1 17 23 

GAM 還 0 天 還 GO 還 GO 語 5 

LC500 SARD LC500 LC500 LC500 ADVAN GT-R NSX-GT GT-R 
時 中 嶋 一 中 平川 亮 大 嶋 和 也 野尻 久 紀 HH. コバ ライ ネン 立川 袖 路 国 本 雄 次 高 星 明 誠 9 うい に 佐々 木 大 樹 | N. カ ー テ ィ ケ ヤン | 武藤 英紀 山本 尚 貴 塚越 広大 松田 次 生 
| 関口 雄飛 N. キ ャ シディ 山下 健太 伊沢 拓也 中 山 雄一 石浦 宏明 坪井 翔 2 還 gi 国司 叫 F. マ コ ヴ ィ ッ キ り . ロ ンタ ー 牧野 任 祐 中 嶋 大 祐 り . バ トン B. バ ゲッ ト R. ク イン タレ ッ リ 
Tre BS BS BS BS BS BS ⑯ Wi 〇 BS 1 / BS BS WW 
1'48"971 1 50'669 1 53"422 1 52"331 1.55907 1 58'504 NNSZM120 INS7069 1 58"097 153!055 IS9519 1 54"703 INSS2i/ 1'55'553 569615 

1 49'395 1'49"519 1'50"518 1'49"907 IN5iM6S 1 52"320 則 S2520) 1.52"872 1 52"331 1'50"272 1 52"618 SMNNSIIS 1'51"573 1'51"681 1 52"481 
1 49'402 1 49'542 1 50'651 IS0 519 II51M663 1 52"450 1.51'884 1 52"930 1 51'784 IS50M/99 1 52"746 1515574 Ii51M681 151'7710 1 52"047 
1 50"474 5] 條 128 1 50'904 II5IM295 NSIM/62 1 51'624 1 52"001 Is20c74/ II5II867 1 50'849 1 52"828 IN520809 IS 上 全 456 ll] 層 466 1'51"867 
1.53?477 1'52?089 1 52"849 1.51495 1.53"022 1 52"431 1525605 152201 ] 52W556 1 53"433 1 53"486 US2S) USilNS) 1525985 旧 320308 
reor| rszom| rssg| rssms| rsd7ao| Yserms| tedesy| rssig| 1ssees| rssow| rsesos| rmeaws| rswea| rsrer| rsssm 
INS599IIa IS50425 1 55"448 158"471 IN574614 IM58 人 IS 1.56'367 P 201'964 1 56'818 IN55 SS8 56.5g2 IN54S08 1'56'362 IS84774 1 57"324 
l35 人 SS SEMSSS 1 52"105 1'53'093 1 53'900 l55M022 IlS55Z86 219'839 INS6568 IM5388i 1 58'808 N54095 IN52068 1.54"465 Il55457 
1529275 1 52'475 IS51l679 1 53'945 1 56'606 528949 54 942 1.54"482 1 53'566 53 232 207”548 II55639 153'814 Il565399 1 54"271 
150'773 IM5259 IS50M987 5N377 1 52"839 1 54"269 153"074 IN56085 IN58498 1 52"068 200'628 1 53"546 IN62 528 3 ク 2725 1.54"127 
MSN156 1.51'424 1 51'044 中 220<7672 1 52'910 INS29724 1'52'862 1.57'"887 1 53"083 1 52"053 IN590S56 IN5S06i12 IN6949 5 52 MS2 5426 
1 51"403 1.51"440 ISi269 1 52"264 1535613 1525602 1 53'283 1 54"633 1 52"414 IN52 375 56 122 153'/91 1.52"476 153'515 1 52"845 
Ni 貞 499 INSIIM296 ll IS24S19 1'51"424 1 53"333 1 54"309 IN589g INSS39564 1 52"433 1 58'049 1 54"514 IN529502 1 54"261 1 53"764 
IS2 78g 52 4 1 52"461 INS2572 ISiIASiIS9 1 53"565 1 53'583 MS696 INSS0952 Mg 200 IS7S82 1 53"348 1'52"288 1'53'356 1 53'910 
1 53"323 MS5S019 1 54"264 1 54"205 1 52"066 153710 1 535514 1 55"033 153'275 1 53"303 1 55"649 1 53"508 154170 1 '53'449 1'53'356 
rgra| Yesy| reool rssspm| rssss| Ysmmml redesl| rss| 1seees| rmtox| rssose| rmte| reedo| rmeml rswss 
1.54"497 1 54"640 1536545 IN544727 NN5S9015 1 55"088 1 54"356 200'858 l56592 IN54 459 1 56'367 MS5S56 155'310 1 53'574 
226'242 227"040 228'019 229'048 2265556 228'958 228'284 2019M153 231 5515 226'803 220'146 2275541 228'483 226'943 
335"307 335'540 335"746 337"680 337 709 337"080 338 "302 301'645 334"765 335"877 303"371 338'526 337'518 3 38 "425 
3 34 "625 334"737 334'"925 334"475 334'582 337 "263 337'553 3 39 "398 338'906 334'608 339 "488 337'610 334'157 3'36 "962 

を 40574 959 4'54'642 454'218 443'964 442'166 4.32'633 431'671 424'685 431'069 448'201 424'916 431'856 444'087 433'909 

22 IM98 SLI1S 316'294 IM0209 3 16'032 P 317724 SII9MI99 P 3I15I259 312"417 317 "339 311'698 P 319'439 P 320'910 P 319'494 


23 P 1 55'528 IS2205 P 1 56'836 選 576iI2 
24 304'836 P 1 57"489 304"779 304"133 
だら 151'910 3③07"333 1 51"415 151'915 
だ 二 あ お G な さこ gsgSdG こ な GSE5hSGE こ acSESGG gradSBG こ eggcg2ocsobsgGG3 | 
26 1 52"259 1'52'360 1 51 "57 1 1 53"893 
27 1 53'673 1 50"497 1 53"018 1 51"126 
28 1 52"201 1 50"859 1 52"206 1 50'949 
29 1 53"444 1 53"566 1 53"584 1 51"800 
30 1 52"799 1 52"409 1 53.217 1 52 5g7 


SS'357 1 54"922 1 54"945 1 54"854 


1 53"272 1 54'533 1 53'519 1 54"306 


1 54"846 1 54"941 1 54"240 1 55"043 


1 52"476 1 52"309 1 52"643 1 53"030 


1 51"884 1.51"717 52 122 1 51"514 


1 8S1 520 1 51"723 1 51'953 1 52"168 


1 52"599 1 52"903 1 51"908 1 52219 


1 52"016 1 52"367 1 52'262 1 52"941 


1 51"643 1.52'316 1 53"423 1 52"668 


1 51"436 1 52"528 1 52"440 1 52"086 


1 52"686 1 53"468 1 53"026 1 55 270 
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1 52"900 1 54"809 1 54"232 1 54"010 


1 52"805 1 53"407 1 52"606 1 53"343 


1 52"600 1 52"148 1 52"184 1 53'592 


1 53"791 1'53'359 1 54"585 1 54"744 


1 54"544 1 52"854 1 53"051 1 52"653 


1 51"702 1 54"358 1 55"163 1 57"751 
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1 52"990 1 54"441 1.53 758 1 お 5 37 1 


1 56"388 1 56'107 1 54"836 1 54"140 


787 1 53"495 1 55"289 1 57"097 


1 54"387 1 54"275 1 53"982 1 55"699 


1 53"495 1 52"662 1 54"580 1 54"527 


1 52"549 1 52"607 1 53"541 1 58"390 


1 53"017 1353'120 1 53"508 1 55"132 


1 53"655 1 53"179 1 53'355 1 54"375 


1 53'321 1 52"687 1 53'"816 1 54"096 


1 52"987 1 53"118 1 53"502 1 54"882 


152 187 1 53"265 1 54"217 1 53"895 


1 53"899 1 53"503 1 54"413 1 53"832 
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1 51'997 


1 51"730 
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1 52"235 


1 53"626 
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1.54"714 


1 55"960 


1 52"291 


1 52"607 


1 52"883 


1 52"729 


1 53'779 


1 53"072 


1 53"420 


1 57"316 


1 54"061 


1 53'518 


1 53"024 


1 54"683 


1 55"425 


1.54"777 


1 54"964 


201'978 


223'573 


1 58"578 


1 57”576 


1 56"000 


203"468 


1 56"305 


1 56"311 


1 55"834 


T55'573 


1 57"205 


1 56'593 


1 59"074 


1 56'919 


1 57"734 


1 56'728 


1 57"391 


P 2'41'647 
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1 56"249 


1 55"013 


1 52"141 


1'50"973 


1 53"665 
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1 55'397 


1 53'235 


1 52"822 


1 54"319 


1'54"101 


1 54"168 
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1.55'759 
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1 52 913 


1'53'565 
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朋 O0WD6W /0//70/4 7 GA4M/ PX /E /70W4CO 2779 


Text : 藤井 由夏 (Yuka Fujii 本 誌 ) 
Photo : Sutton (pro.Sutton-imageSs.Com) 


レー ス 11 周 目 、 セ ー フ ティ カー が 必 入 され 、 上 位 陣 が ピッ トイ ン 。 マ ックス ・ フ ェ ル 
スタ ッ ペ ン は ピッ トロ ー ド で バル テリ ・ ボ ッ タ ス の マシ ン に ぶつ か りな が ら も ルイ ス 
・ ハ ミル トン に 次 ぐ 2 番 手 で コー ス に 復帰 する 。 ア ン セ ー フ ・ リ リー ス の ペナ ル テ ィ 
は 5 秒 加算 。 早く トッ プ に 立ち 、 5 秒 以 上 の マー ジン を 築く 以外 に 勝つ 方 法 は な い 。 ミ 
ディ アム を 装着 し た ハミ ルト ン の タイ ヤ は 摩耗 が 進み 、 マ シン が 至る と ころ で 滑る 。 あ 
の 手 こ の 手 で 攻め 立て る フェ ルス タッ ペン に 残さ れ た 時 間 は わずか だ っ た 一 一 。 港 に 
停 ま っ て いる ハー バー の 観客 が 息 を 飲ん だ レー ス 76 周 目 。 ガ ー ド レー ル が マシ ン 左 に 
迫る ヌー ベル シ ケ イン の 飛び 込み で フェ ルス タッ ペン の 意地 を 見 た 。 
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FMNMMIA 1 


IN Hin 一 し 欄 ひ し 2 っ neG37 や 


で り パ で びり JJ ば 寺 人 モード" 


(2JjJ パ で や 吐 型 会 咽 陣 代 ) ロー に K 広 
6 1 

く ーi ト トト 6 守 男 // ベ レー 亜 嘆 
人 槍 欄 や ン も で 刀 和 エミ ミ ・ ミ ヘー 
さり” 換 早 選 謀 本 繧 せ 各 全 で で 
[ホー さ 6 柚 図 全 SFJ ロ SC SG 人 SS 
公 Q ぐ S っ ? 届き 刀 お で 0 4Q せ 所 
Non し 尼 や 突 政 せ 也 記し っ ぷっ 」 

貼 THOa 引 喘 ?"ー や 人 て 叩 で へ ト 
に CS や PID や だ いで で らい だき 
で 記さ いさ ー ミ 3 ふ マ て 選 二村 
師 で っ ヽ っ 守田 つ "りか イロ 陣 0 で 
NG 氏 レー マ @ 同 男 寮 師 聞 に うり 
8 で 画 画 つ し つ で SF 会 瑞 馬 ロ 
いで eS 会 ドー ト ハ ミー 会 層 KYo で 丸和 
7/ ハ 心 公 叶 会 で nwe7 羽 閉 け 居 や 
っ し 斑 雪 つ や じき ホ ー ス 6 吐い 
Hm 私 唱 陣 *0 で 妨 8S。 ITJG 寺 
や ぐ ホ ミト て 表具 う 8 お QS 全 0 上 7 
まく まこ きま て 
Jp | 他 ロ ーK そ ハセ \@ 刀 SG 世 配 で 
RGU 軍 信 で し っ うっ G 会 ] 

Ln の レー で 誰 QOooG て 私 N ふ 
電視 叶 つ し っ 刀 さ いさ ー ミ ゼ ^ や 
ATTA 調 ロ 詞 叶 つ せこ SO 合 ー す 
の っ ) っ 心 入会 ヴー 画 画 G 民 4H 岡 ロ 
くい し っ ie っ JOme レ せっ S 公 5 
| や Q デ 回 ト ふ いつ S を ろう で で う っ 
公 S| 一 一 e: 


いさ ー へ 屋上 馬 ロン っ ロト 7? 


し 婦 
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ラプ ァ アァ = ァ ケ ZZ ァ ケア ケラ ーー Cmzamri 


くい ー ト ユ h ト 公団 つ 妹 瞳 


ナ 


^ 早 画 し 下 皿 G さ ーK 宮 毅 心 、 尋 で りり 尼 会 六 SAO 心 


Text : 條 男 滞 引 (Masako Imamiya ヽ 、IRIS) 
Photo : Sutton (pro.sutton-imageS.Com) 


ふ ャ モエ ぐ く G 陣 所 全 で も マン 暑 結 回 G ト ふ ふ 
^ 心 公 本 表し 寺 \@ 88 レル ハ へ 好 経 ロ 
相 紅 GSN@e て IT ホー スベ ゼ 選 SG へ 
へ 刀 抽 編 つ " H ロ て 貴 喘 人 6 もの 
拉 に 9 電 互 N0" や で べ 率 ホー スベ ゼ 剖 
並 で ン Q や 中東 流 くつ" 諸 謀 G ふ 
ャ さ ト RRB 落 お Ne" も 穫 ロー ベレ 
光 ン S ル ハハ 会 皿 回 交 個 で N@ 京 ” 敵 
回 せ 論 呪 計 Ne" 

さい ユー ミ 公 ふ で 8 詞 路 つ SG 
や AA 醒 下 に で や D 明 SS っ 画 7 
つ 全 つ WG 巡 "SG し へ へ 会 32JS 
ふ ヾ くく 己 芽生 NeS 公 "中 只 ホ ー ト 
し SNe2A 思 人 N・ ぬ へ ト 38 | ローK で て 
へ iQ 光 肛 きっ] KmN レ SNS” 
つ し 羽 層 JJ は” Q や て 皿 へ 
て し レト ふか いつ や せく て K 下 キハ ・ ぐ 私 
I ト ミ 全 て NR ふ てく 守 詞 員 つ 刀 J7 
いさ ー ミ で Gー 地 弄 会 束 で で 


編 陣 し 革 剛 褒 但 を そ 共 避 李 問 公 疑 で 


つっ レヒ 計 穫 さと ロ 所 ね 民 思 名 い や 
っ J 界 際 も で 36/ IN そこ ーGw ネ ペー 人 
36 本 時 f て on 

レト エト ・ ヘ ペイ 科せ 中 遇 
ホー さく G 午 田 //K 羽 届 代 刀 会 さい 
ー ミ w 鶴 ペー 公 還 SS 京 隔 田 玉 「 ミ 
PKK ロ 末 絡 セ N0 刀 人 で ふ ャ マキ 谷 つ 


し GO 玉 会員 | っ npG し 丈 5 


Jp4QtQS。 GHQ や や 了 て Oo の けり 
Q や DGG ロー ふ マ エキ や 共 N0 1 は 制 つ 
8 る っ で 39…… ト JJ で ペー 
SCIDES 和 

医 G 照 箇 せ 人 包 NOQ ン Ln の oO し て 
^ ト ミ 公 NIINTA 邊 つ 刀 JJ け 6 で レ 
半 全 呈 つ ン と SC ins 思 Gー や 
て 皿 G ト ふ 仙 心 公 素 一 ーー 心 そ へ 選 に 
回 い 忍 如 名 ホー コ 押 倒 く ト 中 ミ 
志 や け 卓 圭 つ "さい ユー ミ 届 *% 求 さ 
1) や 8 ょ JJ305 


中 採 べ 衣 nhHINーー6 話 塁 @ 媒 Yo 


つ 3 つ 3 慰 や で し レ っ te" ドル ハ へ 議 


っ RS お スミ や Pi ト K 選 お 選 帳 敵 つ 7 
ペーK し 8 つ 36 つ 36 さ へ ケ Tn さ G 屋 


4D 財 ロ 路 で 丸和) し せっ ? 音 叶 6 
し ゃ ぐ く 上 トミー は 下 著 つ " 笠 7・ 中 


YIT へ ユー ド K 選 きっ 倒 つ QB つ で 7 


る や で で て マミー6 扶 * 公 間 恒 セ th 
ハーK ハ “QtNm 蛋 二 つ 妹 閉 特記 
半角 束 明細 唱 只 本 や で 8 さか と T ミ 思 
守 nwete そ へ KJpSNeG ロ ^ ホース G 
守 塞 RG 室 人 各地 還 つ し 
や ′ 坦 喉 ー4ms 失 直 け つ し Sh" 穫 江 
へ mA 層 的 還 に つ 選 避 せ ^ QN4nmG 
レ ハ へ へ 記 剛 衣 ロ KiI ト マト て 0 や し 避 
表 G 必 そく 中 いり し っ ぃ oe? 

iN こ て ーG 味 釘 さ ペーKHAZAIIK 
を トー ふ H AAIIR8 mm ぐ QG、 て 中 
ャ こく ー6 で S 咽 障 ン つ し っ tG 
G 公 QNOTJD 基 的 掴 つ し っ ne で 
dt 竹中 6 閉 輸 く 十 孤 若 S” QYm 違 
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Q や hG@TJJ 全 し う ホー スベ SG や 7 
7/ こ 日 ベト ・ ハ ロー ドル トー や 心 守 
及 表 中 へ く ー い へ 公 っ で 3 要 Q や 
Jp っ) 避け 圭 較 全 ot0G や OO 公 
ロー ルト マー へ NLIK・TNIh や へ へ AA 
キハ ・ て ハン と 6 半 避 や く K ネ ミー ハ G 政 量 
公 <Q 細 臣 つ 人 0 | 較 jD@0 妨 公 所 
で し で ぐる っ 6 で へ ヘ ロ ー ド 人 く ー 
し ふ ャ ーー ミ 掲 hNo、 届 合唱 幅 培 名 映 36 
SS 公 0 妃 軸 の 全 ) 2)SS 玩 弄 や p 交 で で 征 

畑 ぷ っ 幅 軸 選 0 レ っ 刀 民 宗 7 

< 人 利和 を 各 導 ー ハ ハレ 
3%^ さい ペー ミネ 公 ININK て ペー へ mA 
選 父 の や NO | 選 ぐ 人 穫 ト さや 毒 守 東 取 
で ホース 機 前 束 躍 で 園 O で お で 3 
QS っ 持っ 閉 際 唱 則 公 で し レ つ den? 下 
っ ト J ュ っ J3 尽 DS さっ" 

中 HOn し さい ふさ ー ミ G 忠 遇 財 K 
ふ ペ ーー 倒 来季 084J 和 0 2J で 代 GN 
ト へ 公 さ ーK ぐ く @ 補 電 束 記 全 で で) っ) 
SANnec・ や ン 6 男 エー 革 器 G 臣 時 
公民 失 ロ きい し っ ie<hF ロ Th トト へ し 
ー で SKK ホー し "RhHINー ユ 
3 中 因り つつ し WTJ 人 SQ や で っ Jp 届 ン 
凶 主 屋 い し っ ye 季 出 移 箕 つじ しき つっ" 
ャ ふ ユ トト G xi トト 写 間 陽 衣 つじ っ 
NemR4n 和 や さっ うっ GS" 

中 HG ペーK し お” さい ペー ミ 公 
購 談 忌 り っ 心 寺 守 や p 直 6 で 玉 ” 世 臣 
で 症 包 、 し も ャ ハン 厩 人 けい GrJ っ Jp 
折 轄 3 で RG の っ 躍 杭 員 や SNe? 

NN で し jp 時 画 に mm ペー ド ※ 話 
届い 、 尋 SS ミ い ペー ミロ ゼ 弄 尼 公 
し 8 和 8Nne。 ペー ド K 革 ORJp 字 
m 軸 紀 ホー スロ 青 呈 S 半 肖 0 補 十 
し S さ っ [JJ 選 溢 や で や 晴 い 0 し っ ieG 
PE 栓 陵 に に YIII い で SA さ だ さと どこ 


ラス カス で 主 記 ヒコ 馬 
終わ っ た 。 


や に 


二 紀 国 GP は MM タイ 
ーーーーー ーー デー 


飛び 込む 。 し か し 、2 台 は 接触 。。 そ の 際 証 カニ ドア 言 光 ( 


ヒッ ト し た た め に ルク レー ル の 右 リ ヤ タ イヤ は バー スト し さら に その まま コー 


15 番 手 ス ター ト の ルク レー ル は ラン ド ・ ノ リス 、 ロマ ン ・ グ ロー ジャ ン を パス ヌレ し 
ス を 1 周 し た こと で フロ ア も 破損 し て し まゆ 


て 12 番 手 に ポジ ショ ン を 上 げ て いた 。 決勝 レー ス 8 周 目 、 


ルケ ンベルグ の イン (【 


ルク レー ル を 置き 去り に し た こと だ 


本 当 の 理由 は お そら く 、 チー ム 首 脳 陣 が ベッ テル だ け に 集中 し 
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テハ ぬ G 由 TO やっ JI し 徒 
で heSSQ | 舞 N 尽 の さっ 坦 欄 」 
し 抽 ひ " 

4 ト 則 全 人 Q さ や と 人 で ミリ ロロ へ 6 
Q ホ ー ペ さく トー ロロ 人 條 て 選 球 庄 
st@ へ ハ 必 や ” 能 克美 叩け つじ し 井 
で 物 明記 つ 刀 5 JJ で や て の oo ト 革 て 
キス KO 人 @ 寺 る で 6 下 柱 玉 ? 
で ざ 二 ロ 帳 骨 ぐ つ 公 で 8G 公 "ペー 
K 幅 調 ′ 二 功 思 け りか トイ KN 
区 由 二 会 0 丸 じ や K・h 日 ミ K 尺 
ふぐ へ 人 公 困 福 ミ マエ ベ K・ く ペイ て ハ 玖 店 
HH ドー し 園 S 皿 味 ン や p 天 っ 回 つ 
JNESCEAG デ で 

6 っ J) で 3) ポー ニー トマ に 区 弓 JI 
で で Ne ロト ホロ” 所 秋 い JJ ポ 尊 
つう?" hH ミ K ふ て へ や 舞 ン 6 し 
や 団 の QSS 人 0 や ペー ド K 選 Km し に 刻 
往 頂 で で 志 む 豆 く ミー へ [mdGG 
ヤ ャ キト に | 嘱 p 緒 つう ペーKS で 坊 ] 
っ J 忠 で 園 ー ス さや Ii ト K 倒 柚 公 <QO 
合 悪 起 teG 公 ^ ささ RCT さ ・ 和 へ 入 
公 !J ト JJ し 選 /Q 抽 つや G せ 人 ト 回 公 
選 S レ 0 7 

NN で SU や 公 公 で で 生 「 拉 :N 屋 QS っ 
場 棚 | ) 息 NeGB^ NH ミ K ふ を 
へ 会 調 の 苔 時 駐 々 トミ リト で て 取 証 
し 如 で ご" Q 選 し 下 昌 條 ボー 約 他 記 娘 や 
SG 喘 衝 坦 嘱 せ きけ 刻 で で 丸 全 Q し 
SN@” ハー に K ハ @ 鯉 要 握 公 ぐ ” 中 ホ 
TK へ 必 忌 惑 室 咽 家中 そ さ くつ) 
責 レ っ S ゴ 交 市 羽 表 エー ド 人 一 
AAASI ト で さ ふ ペー や 7 「 刺 3Jm 薄 レ 
S ン し] Q 過 騰 紀 SQK 了 他 0 パン 
貼 ロ 会 Q 忠 で し っ 刀 し つ ゃ 心 ]) 宜 
呈 QS っ 、 尼 本 つじ し っ 慰 7 

で や 田 困 憲和 RLー ト NR ミト で 


2////2 


さい ペー や 臣 導 し /[ 貴 中 J4FmG 更 
較 ぷ 中 で 3/ 局 注 ms 団 SSFJ) せ 全 
Q 会 | つい OX さや Pi ト KGAHUD 社 

い しく で で 公 3O 心 全 せ 「 全 公 で や で ] 
っ J ま KmN レ っ hG? 

求 時 G さ や とい ミ せき 貼 下 TK 田 加 品 
SS 玩 Yo 咽 や 日 日 ミ ・ つ ミー 倒 
剖 記 起 C や つ 公 つ "NG 引 *O 四 
際 し SS 全 O 丸 | 申 還 8” <F 衝 G 
rm の 6 同 将 震 皿 人 忠国 Je 
っ 尽 〇 し 抽 NT WW で し Jp 和則 必 へ ・ 公 


こと が 


に 出る 


前 


・ あ の 激走 は 見 られ な か っ た だ ろう 。 


われ て きた 。 決勝 レー ス で バル テリ ・ ボ ッ タ ス の 
で 前 に 出れ て いな か っ た ら …… 


一 1 
て 一 


も し も 、 あ そ 


ング に よる も の だ っ た 。 


こさ 
ご 
le) 


レッ ドブ ル の マシ ン 特 性 上 、 シーズン 前 か ら 最大 の チャ ンス は モナ コ GP と 


で きた の は ピッ トス トッ プ の タイ 


ー 沸 記 や 坦 お し 0 玉 人 ミヤ や f ト に リロ 表 つ 
ト J ト JH し 押 終 し SG て ロ ーー ロロ 
^ ィ 好 紀 6 只 SR 全 脆 張 け 個 埋 つ る の 
っ で る No て 一 答 也 思っ 中 TS り 
人 愉 Q37 

っ J3 っ ie ペー ド K 選 NH ミ K 必 人 を 
へ へ 入り けつ しゃ や | | スミ や トド K 
を を nhHIh 一 さく ぐさ うる うっ] 
ペ ハ テー つ し レ っ 7 思 GI っ 尋 っ ょ JJ で 
哉生 し” 叶 G 環 02JFJNQ し 的 N@ 作 
よそ へ K 出 束 NeD8/ NTJ け 団 Ke て 


と 人 に た 


・ ア ル ボ ン が 8 位 と トロ ロ 


ッ ソ の 2 台 が そろ っ て 入賞 。 こ こ か ら 先 は コン スタ ント (【 
加わ っ て いく 


ルド の トッ プ 争 い ( 


と が 重要 に な る 。 


アレ クサ ンタ ダー 


タニ ニー クビ アト が 7 令 、 


へ を さ 世 し 2J ト J6 し 地 田 じゃ OhG 公 

Ne” つ 全 つく ト D り へ し 地 庫 村 Ne 620 く 
7 ベー ハリ 還 い うし うっ り や 会 会 
衝 表 ミ ト で エロ ロー トー 祭 Q@ 閉 4 二 公 


は 


ご ド 征 店 商人 で し うっ” NG 忍 氏 
へ て へ ぐさ ー せ ハ 心 に 直 環 で NG6 下 


へ K 公 JSB2U 給 で SS 人 で SG や 7 


4h 則 人 @G さ か と Tn ミミ ・K へ 私 翼 療 ) 
こく ロー ジイ 6 潤 R ボ ST NH さ K 入 
^ い て へ 6 尽 皿 人 細 菅 じ 尽 いり) 公 醤 じ レス to 
っ っ 中 舞 図 6^ S6 で さり 羽 恨 画 *%Ne 中 
RA で 公 ? つ 会 つい ロミ K 入 代 と へ 
GS ル KA キーSRp 民 PXTTK ゼ NG 
還 さ 6 ド 宜 け 選 介 唱 則 編 詞 S" 

嘱 旧 人 X ミ Pi ト KG て て ・ 必 ドミ か) 
板 六 環 S 刀 りり 路 つぐ で テテ て 倒 人 回 
Kr 民 つ ? つ 全 つつ で 本 他 に 玖 で で 
っ J” 抽 eNeR6 い 会 07 p3QtQS 
Hin 一 つ ュ Jp「 表記 つ し っ he で 役人 し 玖 
Ne さか トミ ・ た へ やっ)6 邸 十 せ " 
来 叶 Ki し 軍 で レス っ ぃ 会 華 し っ っ ) 
中 記さ の で で せ ” 骨 叶 シン に 店 セ 
ト J ュ J3JNOO" 


32 


INIKTI LAUDA 


ーー デー 


追悼 


キ ・ ラ ウ ダ 


Translation : 神田 美穂 (Miho Kanda) 
Photo : Sutton (pro.sutton-Images.com) LAT 


放 6X 還 上 劇 ハス ョ レセ 回 多 ( 上 IS VaS66imGelo@) 


ご ーーー 
史 画 が P 本 SG く ーー へ N28 宙 づつ 選 どり 
が 逐 ” 吉 杖 史 の りー ロー の” に 由 確 
っ J 中 26 マ 9 可 洒 っ の 人 い の G 寺 っ うつ) 


っ 愉 う 9 潤っ の 全角 だ 人 く て で て 光っ 


に Se. 坦 認 二 【oIS3Xo)C コ SYO ここ の ざく る の 
ふら 京 GDPzot 央 ひつ 愉 絞 NN 人 へ 明 
ら 環 職 で て 直良 S 舞 起 旦 いび 人 で 征 
会 宮司 居り ペーK 当 KG つろ 必 に 直 G 
明 藤 史 表 ひら っ * 災 | 単 | 1S 地 担 入 で 
補 AGS ペ 一 作 へ 移 明る ン ン so 加療 人 
NN の UN は こっこ 2UOR の S 


マー ミ 不 介 玉 り P っ hk0D> の 補 で で 


っ Ps5 ペー 人 KK 公 の aso 守 ら 8 計っ っ ) 
午 雪 つり 撤 交 喘 作 玉 07 守 り つつ 会 


aa8 っ うつ で 6 選 ) 共 一 その 人 


に (の らい 公 拓 半生 つ 。 骨 到 肖 元 幸 貴 倒 恨 想 
つめ 軍 導 国 全 尺 気 志 才 つ こ ゃ ゞ 申 
ぐ S く で ロム ンーG 杜 望 /K ら 全 ン ” 反 


手 〇 に 忠和 れ て K0o6G の 内 で 8 の っ) 的 


届 密 本 ke@ 8 人 りり 朱 ー て へ つろ 心材 
記 凌 緊 性 紐 め 措 りな や ひ S 押 家 
GSsQ 四 人 選 づつ 会 6 


っ くう 

| キ ・ 必 人 心 気 28Au ヘ っ 必 時 で 7 
刈り 京 ぐ つ折 詞 約 信 や ” G 
いら as で セン ら 。 来 つ り 民 べら 限 
^9 が JJ26S6 ろ 全 聞 り 攻囲 如 拉 移 
いう Js て S 全 で 2 ま ー サ キタ ンー 
区 款 物証 な で 生 、 思 飲 示 G て 心 ど 肖 固 
UM DO UNAOONNMNNOO0 
りり ぐー ベー トペ 全 志 細 S 人 に 下 め つ 
9 っ) も 4 人 DO PIN ペー る っ つぶ 
っ の っ 5 全 の 8 つ 。 人 私 KKG 拓 材 り 人 
っ りゃ の 下 査 8” NN ・ キ キス 


ぐー ベー ント 揚 電 会 弄 IRG 営 湯 拉 
% 移 か 9 くら 。 中 気 ・ 呈 公 公 囲 肖 足 
HK へり SeGGA ぬ HHR い の 加 志 つや 
Q つ つ 対 つめ の xs 才 28 英 紀 ら 
い 8 人 ど 契 経 祥 障 忠 抑 @ 所 天 ら 泌 赴 
% 則 皿 つい 須 細 と 毅 っ 


必 い ”。 0 で ぐり 吾 代 ーー トト 揚 


交 記 < の % 


SH ぐー ミト ーー く へ 中 っ つ 由 詰 


嘱 光 宮守 め 己 寅 つ "が 完 室 糧 
AE 

りり G 手 ③S 人 全品 心 気 20 陣 回 ぷ べ 
m26wuxnNN ン 2 っ) 8 っ se 愛 @ 状 
り 療 質 和 や 衣 如 ML 倒 補記 を 里 玉 の つや 
王 較 悪 % 及 hkG り つの 償 和 い りり so。 迫 8 捉 
GE43 了 っ お ね” ご ら ゃ の 示 つ い 選 
べ S 連 枝 つ ね で 半 定 守 維 側 史 の で 
9 閣 喝 @ 
べ で ぶさ セ シリ 結 聡 つ ” 1 | 舞 -JyG パ 愉 
Af 押 2 相 で さっ つの 細 愉 G 避 安 つ 。 )N 
心 和 人 5 震 守 依っ 油 江 つつ | 回 押 で で 生 
届か 0 のり 章 骨 つ 瘍 お 

| SHA つつ G 牙 引 会 肝 記 つい 
IN HIN 一 み 約 折 で 罰 澤 時 関 り ロミ 球 ・ 
で ・ ゆ へ 上 ポ ギー ツ PH ロ 全 で 加 本 て 
1 へ 放さ 失い と つつ ホー ミ マリ 陣 の 9 
っ) 全 < で の NN 心 償 G 侵 選 屋 全 写 玩 で 
っ SS 全 9 央 りつ 室 忠 会 公有 で KO” tv 
SG 己 了 SN HINー ム 旨 級 受 じ "へ を 
ー ぐ ホー さだ 層 ら 福 過 yo 全 。 り 且 叶 
忠 憧 公 雇 つめ 会 の ら 8 計 会 で 8” で 
の ーー 時 G 肢 で さり ミ や 人 KGSR 下 
っ で っ 下 只 り 陣 ど ウン iQ 全 tyG 届 
so 愛 8 町 田 選 型 さ ホ ー さ GE KO へ 


選 生 SG っ 026A6 公 で 47 


愉 で 委 宝 ペ ー ム ヘリ 当 で きつ ゆう | 応 
つ 全 りり 剖 人 2X ミ や 汰 人 K 貴 生 KG ズ 定 
佑 で 記 全 さと 公 ミ の っ 癌 別人 
嘩 GS 交 べ の 把 *K@ く ミ さ ーー・k ル SH 
っ ) ] 揚 り 密 四 S つ で NH トー の > 
条 氏 帝人 入所 叫 移 で 滞り 2 お で 
26 ご 改心 先 人 6 和 ホ ー さ G 還 契 を つ 全 で 
さり っ で で 愛生 法人 和信 の や 失 有 て 事 
史 % で 上 奈 る きっ ロー 区 G 考 べ ③ る つつ 


ゃ で SG 拓 1 


jN 心 気 衝 折 GS 民 で や も 称 人 だ りな シワ? 


当 ホ ー さ くい 会 の 選 の リス ペー 
壁 丁 つね りつ 人 で 綴 全 の 名 
め 愛 っ 会 全員 全 K 美的 尿 び 入所 
m2364h6 の っ) 本 の つら ろう で て 8 っ Av 
MO 
公 黄 県 つり 人 で で 和室 公選 時 軍 つ 全 台 び 
っ ぷっ SG” 郡 々 ロー 昧 S べ 写り 
っ つい ひつ” Q 〇 ーー の 季 S ロ ロー ペー 人 へ 


nn うっ 5G り ASSQ 人 ROY 


ルト ン は 
『 ス で 獲得 


ラ デ 
且 GU 用 の も ラル ウタ だ うだ ただ 。 


ルト ン が メル セ 


7 き 
財 


OZPUG い 中 の ⑳ 門 の う 紗 。 ルル イ < 公 
司 時 に 


念 や 強 さ に 
ラル タ あと も 県 つぐ 8 


呈 忌 


その 1 
し た 5 度 の チャ ン ピ オ ン を 誰 よ り も 祝 {1 


3J 


vo.03 


川 が “ 


Photo : 益田 和久 (Kazuhisa Masuda) 


ZENT CERUMO LC500 < BBS 


T500 に お ける シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン 獲 

得 3 回 、 ポ ー ル ポジ ショ ン 獲 得 23 回 、 
優勝 19 回 (2019 年 第 3 戦 鈴 鹿 現在 ) 。 "GT 最 
速 男 ' の 名 を ほし いま ま に し て いる 立川 祐 路 。 
その 立川 が “教え られ た ” と いう か ら 和 驚き だ 。 
ZENT CERUMO LC500 は 2018 シ ンー ダン か 
ら ホ イー ル は BBS を 履い て いる 。 そこ に 壮 る 
過程 で 、|「 ホイール の 剛性 と グリ ッ プ の 関係 」 
に つい て 新た な 発見 が あっ た の だ と いう 。 
[レー ス 車 両 、 と くに GT500 は 路面 か ら の 入 
力 が 高い か ら 了 剛性 は 必要 だ けど 、 あ れ ば ある だ 
けい いと いう も の で も な いん だ と 、BBS を 履 
いて 知っ た ん で す 。 以前 は 各社 と も 開発 が いま 
た 直人 EMIKIKG (UMG の 6 
相対 的 に 高い も の と 低い も の と で 比べ る と 、 コ 
ンマ 数 秒 、 高 い ば ほう が 速い と いう こと が あっ た 。 
そう いう 経験 が あっ た の で 、 高 い ほ どい い の か 
な っ て 。 も ちろ ん 、 そ ん な 単純 な も の で も な い 


数 えら れ た 。 


取材 協力 : CERUMO 


こと は 分 か が か の て いた けど 、 お お まま か な 傾 向 と し 
で は そう な の か な と 。 で も 、BBS は 明 ら が 起 
違っ た 。 相対 的 な 剛性 は 低い ほう の 部 類 に 入る 
と 思い ます が 、 必 要 な 剛性 の な か に 、 し な や か 
さ 、 粘 り の よう な も の を 持ち 合わ せ て いて 、 タ 
イヤ の グリ ッ プ の 仕方 や グリ ッ プ の 抜け 方 が マ 
イル ド 。 グ リッ プ が すぐ に 抜け する と いっ た ピー 
キ 三 な で で の が がく を 才 (いる と いう 感 し 
の 0 の 目 9RG 細 回 2 ク MGIEIIISEo 
た 。 そ れ で ウチ も BBS を 履 こ うと 」 と 立川 。 
チー ム メ イト の 石浦 宏明 も ロン グ で の 安定 感 
が BBS を 履く 決断 に 至っ た 最大 の 理由 だ と 話す 。 
| まったく 同じ 種類 の タイ ヤ を 履い て いる の に 、 
違う タイ ヤ に 感じ まし た 。 立川 さん が 最初 GT3 
車両 で 試し 、 グ リッ プ の 仕方 が マイ ルド だ と 話 
し て いた 。GT500 は 入力 が 高い か ら 変 わる で 
の 70 な ん て 思っ て いた ら 、 同 じ 印 象 だ と 。 
そし て 、 ロ ング で と て も いい 印象 を 得 ら れ た 。 
一 発 も し っ か り 出 る 。 以 前 に 冬 の テス ト で 、 あ 
る チー ム の ピッ ト 裏 に BBS が 置い て あり 、| あ 
0 2 2 いう の コ SM の うん 00 と っ 
NNO の OAI20G NG 目 分 六 ら か 履く の 
だ た だら や っ は ほり よかっ つた ん です |( 天 ) 1 

も ちろ ん 、 ク ル マ や タイ ヤ の 進化 と と も に グ 
リッ プ は 毎年 上 が っ て いく 。BBS も 最適 な ホ 
イー ル 性 能 を 追求 する と いう 姿勢 に 変わ り は な 
い 。「 そ の ぶん 剛性 も 上 が っ て いく こと に な る 
と 思う けど 、 こ の BBS の 良さ と いう も の は 持 
ち 続け て も らい た い 。 そし て 、 僕ら が チャ ン ピ 
オン を 獲る 、 と ( 笑 )」 と 立川 。 チー ム は 第 2 戦 
富士 で 優勝 。6 シ ー ダ ズン ぶり の タイ トル 春 司 に 
向け 、 BBS と と も に ペー ス を さら に 上 げ て いく 。 


BBS JAPAN https://DDbs-japan.CO.jp 
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すでに チャ ン ビ オン は 決ま っ て いる ? 
絶好 調 メ ル セ デ ス に は 死角 な し 


OUTTTTTYTDYYTTYTYYTYTYYYTTUTYTTTDTTYTTYYYTTTTTTTTITTYTTTEIYTDTTTTUUTYITTUTTTTTTTITTYTNYTTUTTTITTUUTTTTTUTTTTTTYYTTTYTYTTTTTTTYTTTTTITTTITTTTTTY 


Text : 津川 哲夫 (Tetsuo Tsugawa) 
し ゝ ろ い ろ 新 し いこ と を や っ て くる の に 、 い つ チ ェ ッ ク し て も 何 も 見 つか ら な 
い ! 毎年 どの チー ム に も 若 十 疑 問 符 が 付く こと や 、 結 構 グ レー な こと を 
みん な 駆使 し て や っ て くる も の だ けど 、 今 年 の 彼ら は 本 当 に 真っ 白 な ん だ よ 。 ラ 
イ バ ル た ち も い ろ い ろ な こと を や っ て き て いる けど 、 ま っ た く 歯 が 立た な いな ん 
て 、 少 な く と も 今 シ ー プ ズン の チャ ン ピ オ ン は すでに 決ま っ た 感じ が する よ 。 俺 が 
言っ ちゃ いけ な いん だ ろう けど ……」| と 、 オ フィ シャ ル で すら こん な ふう に 言 
っ ちゃ う で ぐら い の 出 来 映え を 見 せ て いる お そる べし シル バー アロ ー。 こ の チー ム 
へ の 批判 は 誰 に 聞い て も まっ た く 出 て こない 。 つ まり 、 開 発 陣 も チー ム の 戦略 も 
ドラ イ バ ー ふ た り も 、 最 高 の 仕事 を し て いる と 言え る だ ろう 。 問題 は ライ バル た 
ち に ある 。 湊 々 と こと を 運ぶ メル セ デ 
ス に 対し て 、 焦 っ て つま ず き 、 チ ャ ン 
ス を 自ら 手放し て いる よう に さえ 見 え 
る 。 ラ イ バ ル た ち が こ の 調子 で は 本 当 
に メル セ デ ス が 全 戦 優勝 や 「 勝 率 90 
% 越 え ] な ん て いう 記録 を 作り そう だ 。 


ここ まで 6 戦中 5 戦 で メル セ デ ス が 

予選 ワン ・ ツ ー を 獲得 し て いる 。 予 
選 で の 速 さ は も ちろ ん だ が 、 決 勝 で 
も 隙 の な い 走 り を 見 せ て お り 、 今 年 
も チャ ン ピ オ ン 獲 得 が 濃厚 な 様子 。 
モナ コ GP で は ハミ ルト ン が レー ス 
11 周 目 の ピ ッ ト イ ン で ソフ ト タ イ ヤ 
か ら ミ ディ アム タイ ヤ に 履き 替え 、 選 
択 を 誤っ た か の よう に 思え た 。 し か 
し 、 高い ドラ イ ビ シ ング 能 力 と マシ シン 
の ポテ ン シ ャ ル を 発揮 し 1 位 の 座 を 
宰 り 拓 っ た 。 


往年 の 元 F 1 ドラ イ バ ー が 語る 
現代 F1 マ ン ン の 灯 力 


FFCCTTPTTTTTTTTTTTTTTEETYTTTETELUTTTEEETTPTTELLLLLELELLLLTEEELUTTEELENTPELLLLLLPLLLLLLEEELLLLULEELENTEELELLLLELLLLLLLELLLLLEELLLLLEEELLTTEELELLLELLLULEEELLLLEELLLLLEELLITTFFLL 


Text : 津川 哲夫 (Tetsuo Tsugawa) 
NUTS NIIRWI NOS 2 
うん だ | と は 徒 年 の F1 ドラ イ バ パー、 マー ク ・ シ ュ ア ー。 と ん で も な い マ 
シン テグ ルー プ B の 車両 で ラリ ー 中 に 200km/h で 立ち 木 に 激突 し 腰骨 を 砕い て 
F1 キャ リア に 終わ り を 告げ けた ベテラン だ 。 モ ナコ GP で F1 の 走行 を 見 な が ら 意 
見 交換 を し た が 、| 昔 と 今 で は 大 違い だ よ 。 当 時 は スピ ー ド に 結構 自信 が あっ た 
けど 、 今 の 速 さ は 尋常 じゃ な い 。 恥ず か し いけ ど 正 直 、 見 て いて 怖い ん だ | と 言 
う 。81 年 の モナ コ GP で 6 位 に 入賞 を し て いる ドラ イ バ ー が そう 言う の だ 。 た し 
か に 昔 の マシ ン も 独特 の 魅力 を 備え て いる が 、“ 変 わっ て し まっ た "の で は な い 。 
時 代 に 合わ せ た か た ち で F1 は 常に 進化 し て いる " の で ある 。 


| これ で は 勝て な い 」 
古参 も 悲し お 悲痛 な 現状 


Text : 津川 哲夫 (Tetsuo Tsugawa) 
モ ナコ に は 多く の オー ルド タイ マー が 現れ る 。 レ ー ス 後に パドック で 懐か し 
い 元 フラ ンス 国営 自動 車 会 社 の スポ ー ル 部 門 の ボス に 再会 し た 。 だ いぶ お 
年 を 召し て いた けど 、 相 変わ ら ず に こ や か な 方 だ 。「 今 の ワー クス エン ジン は あ 
な た が や っ て た と き と 違 うと 思う か ? | と 問う と 、| 今 は この 会 社 と 関わ り が な 
いか ら 、 大 きなこ と は 言え な い | と 言い つつ 、「 ま あ 、5 年 も や っ て て まだ パフ 
ォ ー マ ンス と 信頼 性 の 両立 が で き て な いと いう の は ……。 こ れ で は 勝て な いよ 。 
他 チ ー ム が 良く な っ て いる の に つい て いけ て な い 。 あ くま で も 外 か ら 見 た だ け の 
個人 的 な 意見 だ けど 」 と 話し て くれ た 。 目 分 が も と も と 在籍 し て いた 会 社 を 悪く 
は 言い た く な いと いう 気持 ちと 「 何 を し て る ん だ | と いう 歯 が ゆ さ が 溢れ て いた 。 


FUNMMLA 1 


資金 面 の 奈 裕 は た つぶ ぷり で も 
唯一 の 懸念 材料 は 案外 近く に ? 


ROOTYYTTTTTTYTTYTTTTTYTYTTTTYTTTTYTTTTTTTTTYTYTTYTTTPTTTITTTTTTTTYYTTUTTTTTTTIYYITTTTTYTTTITITTTTTIUTTTTTTTUTTITTTTTYYTTTTYTTTTTYTTTTT 


Text : 津川 哲夫 (Tetsuo Tsugawa) 


虫 を 潰し て いた 昨年 と は 打っ て 変わ っ て 、 レ ー シ ン グ ポ イン ト の スタ ッ フ 
は じつに に こ や か だ 。 昨年 、 某 カナ ダ の 大 富豪 が チー ム を 救済 し た こと で 、 
今季 は モー ター ホー ム も 一 気 に 豪 華 な ガラ ス 張 り に な り 、 景 気 び 良さ そう で ある 。 
「 お か げ 様 で 明日 の 支払 い に 悩 むこ と が な く な り 、 開 発 も 普通 に 進め られ て いる 。 
久しぶり に 酒 と 薔薇 の 日 々 か な ( 笑 )」 と 、 冗 談 も 出る ぐら い の 上 機嫌 ぶり だ 。 
超大 型 で は な い に し て も 通常 の 運営 に は 差し 支え の な い 程 度 の 資金 が 導入 され 、 
少な く と も 今 シ ー ズ ン は 「 全 然 大 丈夫 ] だ そう 。 た だ し 、 懸 念 が な いと 言え ば 嘘 
に な る 。「 こ この と ころ た くさ ん クル マ を 壊し て る ん だ よ ……」| と お 金 と は 別に 、 
ドラ イ バ ー に 対す る 心配 事 と 現場 の 苦労 は 絶え な そう だ 。 


ー- 3 ーー Ii、 
毎年 華やか な モー ター ホー ム が 登場 する ヨー ロッ パラ ウン ド 。 生ま れ 変 わっ た レー シン グ ポ イン ト 
は マシ ン の 開発 が 順調 に 進む だ け で な く 、 こ ん な と ころ に も 好調 ぶり が 見 て と れる 。 


カス タマ ー チ ー ム に も 劣る SF90 
マラ ネロ 史上 、 最悪 の シー ズン 


FFPTUTTFFTFETTTTETTETTTTTELLHTNTTTTTHNEELLUNTEFELLUNTEELLULLUPEELLLLEELLLLLULEEELLULLETLITTTTEFELITTEELLLULEEEPULLLEELLLULLETELULTEELLLLLLEELLUHTELLUTLEEETELTEEEEUTLEFPHYLEPEELLLLFLFFTT 


Text : 津川 哲夫 (Tetsuo Tsugawa) 
F P3 で ルク レー ル が チー ム の 計算 違い に よっ て Q1 落 ちな ん て 、 フ ェ ラ ー リ 
に は あっ て は いけ な いこ と だ 。 い ま の マラ ネロ は 以前 か ら こ ん な こと が 数 
多く ある ん だ 」| と 語る の は 元 フ ェ ラ ー リ の エン ジニ ア 。 戦略 面 で の ミス や チー ム 
の 組織 的 な 間 題 に つい て あれ これ 言わ れ て いる が 、 問 題 は カス タマ ー チ ー ム で あ 
る ハー ス に ワー クス チー ム が 予選 の セク ター タイ ム で 負け て いる こと だ と 言う 。 
[セク ター2、3 で ケビン ・ マ グ ネ ッ セ ン が セバス チャ ン ・ ベ ッ テ ル を 上 回 っ て 
る な ん て あり えな い 。 タ イム で 勝っ た の は セク ター 1 の 直線 と ハイ スピ ー ド エリ 
ア だ け で 、 コ ー ナ リン グ ス ピ ー ド で は ハー ス に 劣る ん だ 。SF90 の 潜在 能力 は あ 
り リ り そ う だ けど 、 い ま の フェ ラー リ は それ が まっ た く 出 せ て いな い 。 少な く と も 俺 
の 知っ て る マラ ネロ 史上 、 最 悪 だ ] と 嘆く 声 も 
出る 始末 。 モ ナコ GP で は マッ クス ・ フ ェ ル ス 
タッ ペン の ペナ ル テ ィ に 助け られ た 結果 に より 、 
ベッ テル が 2 位 表彰 台 。 フェ ラー リ の 真 の 復活 
は 果たし て いつ に な る の や ら …… o 
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な ん と か が 表彰台 の 一 角 に 
は 登れ た も の の 、 本 来 の 
実力 差 で は 劣っ て いた と 
言わ さる を 得 な いよ うな 
内 容 だ っ た フェ ラー リ の 
モナ コ GP。 な ん と か この 
状況 か ら 脱却 し た いと 現 
場 の メカ ニッ ク た ち は 努 
力 を 積み 重ね る も 、 結 果 
が 伴わ ず 肩 を 落と す 姿 が 
た び た び 目 に 映る 。 
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昨年 まで 以上 の 強 さ を 感じ た の は 事実 だ 。 中 
すい ( 


レッ ドブ ル ・ ホ ンダ の 本 命 と 思わ れ て いた モナ コ で は 残念 な が ら 
優勝 する こと が で き な か っ た フェ ルス タッ ペン 。 し か し 、 ハ 


トン を 攻め 立て る 走り ( 
一 方 の ルク レー ル は ヒュ ルケ ンベルグ と の 接触 で リタ イア ( 


っ た 。 あ の グリ ッ ド か ら は リス ク を 承知 で 攻め ざる を 得 ず 、 そ れ 


目 体 は 仕方 が な い 。 間 題 の 根本 的 な 原因 は 予選 ( 
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トヨ タ の エー ス が デビ ュー10 周 年 記念 ウイ ン 
トヨ タ と タナ ッ ク が 2 連勝 ! 
表彰 台 は タイ トル 争う 面子 が 揃う 


PCETCLULLUMLLULEEELLULELLLLULLLLLUUULELLLULLLLLLULMLMLLLMLLULUMPUMLULLMLLLUUPULLLLULLULLMLLLLLLLMLLULULLL 


Text : autOSDOrt web 


W RC は 5 月 31 一 6 月 2 日 、 第 7 戦 ポ ルト ガ 
ル を 開催 。 トヨ タ の エー ス 、 オ イッ ト ・ タ 
ナッ ク が シー ズン 3 勝目 を 飾る と と も に 、 前 戦 チ 
リ に 続く 2 連勝 を 飾っ た 。 

欧州 圏 で は 今季 初 の グラ ベル ラリ ー と な っ た ポ 
ルト ガル 。 タ ナッ ク は デイ 1 の SS3 で トッ プ に 
浮上 する と 、 デ イ 2 は トラ ブル を 抱え な が ら も 首 
位 を 守り 、 総 合 2 番手 の 僚 友 クリ ス ・ ミ ー ク と 
4.3 秒 差 で 最終 日 に 臨ん だ 。 

トヨ タ 陣 営 同士 の 優勝 争い は 、 デ イ 3 最初 の ス 
テー ジ と な っ た SS16 で ミー ク が トッ プ タ イ ム を 
記録 し て 、 ギ ャ ッ プ が 2.4 秒 まで 縮小 。 し か し 続 
く SS17 で は タナ ッ ク が トッ プ タ イ ム を マー ク し 
て 5.4 秒 差 まで 押し 戻す 一 進一 退 の 攻防 が 繰り 広 
げ ら れる 。SS18 で も タナ ッ ク が トッ プ タ イ ム を 
奪い 、 リ ー ド を 8.1 秒 まで 広げ る と 、 SS19 走 行 中 、 
ミー ク が へ ヘア ピン で ハー フス ピン 。 こ れ で ステ ー 
ジ 14 位 に 終わ り 、 総 合 で も ヒュ ンダ イ の ティ エ 


PTFELEUUTELUTEEUILUULULULLMLLLUULLLLMLLLLLLLLELLLL 


リー・ ヌ ー ビ ル に か わ さ 
れ 、 3 番手 まで 後退 し た 。 

ミー ク の 後退 で 16.6 
秒 の 大 量 リ ー ド を 手 に し 
た タナ ッ ク は 、 最 終 ス テ 
ー ジ の SS20 を 6 分 36 秒 
6 で 走破 。2 位 を 手 に し た ヌー ビル と の 差 を 15.9 
秒 と し て 、 今 シー ズン 3 勝目 を 飾っ た 。 

10 年 前 に ポル ト ガ ル 戦 で WRC デビ ュー を 和 飾っ 
た タナ ッ ク は |「(10 年 目 を 祝う の に ) 最高 の 結末 
だ っ た 。 開幕 前 は 厳し い 戦 い に な る と 思っ た し 、 
金曜 日 は 悪く な い 流 れ だ と 思っ て いた 。 た だ 、 昨 
日 の ラン チタ イム は (リー ド を 削ら れ ) 最悪 だ と 
思っ て いた けど 、 う まく マネ ジメント し て 勝利 を 
手 に で きた 。 う れ し い よ 」 と 喜び を 語っ て いる 。 

な お 、 総 合 3 位 に は シト ロエン の セバス チャ ン 
・ オ ジ エ が 入り 、 チ ャ ン ピ オ ン を 争う 3 人 が 表彰 
台 を 分 け 合 うか た ちと な っ た 。 


ーー 


デイ 1 終了 時 点 で トッ プ 3 を 独占 し て いた トヨ タ 勢 。 し か し デイ 2 
で ヤリ - マテ ィ ・ ラ トバ ラ が トラ ブル に より 後退 する と 、 ミ ー ク も 
終盤 に 表彰 台 圏内 か ら 脱 落し た 。 一 方 、 ト ヨタ 傘下 で WRC 昇格 を 
目指 す 勝田 貴 元 ( 下 ) は 、 フ ィ ン ラ ンド 国内 戦 に ヤリ ス WRC で 出 
場 。WR カ ー で の 初 グ ラベ ル 戦 と な っ た が 、 見 事 優勝 を 飾っ て いる 。 


62 台 集う ル ・ マ ン テ ス ト デ ー で 
は 還 が トッ ブタ イ ム 午 む 


Text : autO SDort 


6 月 2 日 、 今 年 の ル ・ マ ン 24 時 間 に 先 立っ て “テス ト デ ー” が ル ・ マ ン の 
サル ト ・ サ ー キ ッ ト で 開催 。 本 番 の 24 時 間 レ ー ス に 参戦 する 4 クラ ス 合 
計 62 台 の 全 マ シン が 参加 し た 。 

今回 の テス ト で 総合 トッ プ タ イ ム を マー ク し た の は 、TOYOTA GAZOO 
Racing の 8 号車 トヨ タ TS050 HYBRID (セバス チャ ン ・ ブ エミ ノ / ノ 中 嶋 一 貴 / 
フェ ルナ ンド ・ ア ロン ソン ブレ ン 未 季 アロ ン ソ と 入れ 替わる か た ち で トヨ タ 入 りす る ハー 
ドン ・ ハ ー ト レー) で 、 3 分 19 トレ ー も 走行 。「 こ の コー ス で の TS050 HYBRID に よる 
秒 440 を マー ク 。 僚 友 の 7 号車 直行 計 本 当 (に 染 し か うた | と コメ ント し た 。 
TS050 HYBRID (マイ ク ・ コ ン 


ウェ イン 小林 可 夢 偉 / ホ セ ・ マ リ 


2 回 2/ バ ハー ドレ) 人 
そ コ ンマ 8 秒 遅 れ の 3 分 20 秒 
ら 490G 符合 用 下 2 
LMP1 ノ ン ハ イブ リッ ド 勢 で トッ 
プ と な る 同 3 番 手 に は レベ リオ ン 
・ レ ー シ ン グ の 1 号車 レベ リオ ン 
R13 ギ ブ ソ ン (ニー ル ・ ジ ャ ニ 
2 シト ドレ (上 引 め メ ラ ーッ ルー 
222 の ON 還 8 の 210 密 
323 を 記録 。 な お 、 最 高速 は 
SMP レー シン グ の 11 号車 BR エ 
ンジ ニア リン グ BR1 AER の スト 
フェ ル ・ バ ンド ー ン 350.1km/h 
ニク 0 つ . 
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イン ディ カー は 独自 の 道 へ 
IVCMR 2020 年 に エア ロス クリ ー ン 導入 


FPPLLTETFTTHTEFTEUTTEFTELTTTTTTUHTEELLULLEEELLULUTEELLLLEEELLELTLELLLLTELETITTI 


Text : autOSDOrt web 


PTPTTTTTTTTTTTTEUTTTTTTTLLLTETTTNNTETETTNTTEELUTTETELLUTTELLUUTPTETETTTEFLELTTTEFLELTTTEFFLYTTTEFTTT 


ン デ ィ カ ー・ シ リー ズ は イン ディ 500 開 催 期間 中 の 5 月 24 日 に 、 レ ッ ド 
ブル ・ ア ド バ ン ス ド ・ テ クノ ロジ ー ズ と 提携 し 、2020 年 か ら 新 た な コッ 

ク ピ ッ ト 保 護 デ バイ ス 、 エ アロ スク リー ン を 導入 する と 発表 し た 。 
イン ディ カー は これ まで に ウイ ンド スク リー ン 型 保護 デバ イス を テス ト し て き 
た 。 こ れ は 一 度 採用 が 見 送ら れ た が 、 そ の 一 方 で 今季 第 5 戦 イ ン デ ィ カ ーGP か 
ら コ ッ ク ビ ピット を デブ リ か ら 守 る チタ ン 製 パー ツ 、 ア ド バ ン ス ド ・ フ ロン タル ・ 


プロ テク ショ ン (AFP) を 導 
人 し て いる 。 

2020 年 か ら 導 入 を 予定 する 
エア ロス クリ ー ン は 、 レ ッ ド ブ 
ル ・ ア ド バ ン ス ド ・ テ クノ ロン ジ 
ー ズ が 開発 。 チ タン 製 の フレ ー 
ム で 、F1 な ど で 導 入 さ れ て い 
る HALO を 強化 ガラ ス で 覆っ た 
よう な 形状 と な っ て いる 。 


チタ ン 製 の フレ ー ム は シャ シー セン ター 
ライ ン と 、 後 部 サイ ド マ ウ ント の 3 点 で 
固定 され 、 ロ ー ル フー プ に よっ て 統合 。 耐 
荷重 は 150 キ ロニ ュー トン と F1 の HALO 
同等 の 性 能 で 、 フ レー ム 自 体 の 重 さ は 
225 ポ ンド 。 レ ッ ド ブル ・ ア ド バ ン ス ド 
・ テ クノ ロジ ー ズ の 設計 が 完了 し た 後 、 テ 
スト が 予定 され て いる 。 
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Photo : 平田 勝 (Masaru Hirata) FIA F3 グ INDYCAR / TOYOTA 


揺れ て いた マカ オ GP 
マシ ン 問 題 が 決着 


マカ オ は 今年 か ら 
新 F3 規 定 採用 
全日 本 F3 勢 の 
参加 は 難し い ? 


PLLLHELLULLLLLLUULEELLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLULLLELELLLLLLLLLULLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLULLLLLLLLLLLLL 


Text : 平野 隆治 (Ryuji Hirano) 


eZ22 め 742 cr コラ ら 1 り リル 
ョ ナル に 続き 、 今年 は FB は イン ター ナ 
ショ ナル に あたる FIA F3 選 手 権 が 誕 
生 。 こ れ ま で の F3 と 比較 する と 圧倒 
的 に ハイ パワ ー な た め 、 狭 い 市 街 地 
サー キッ ト で の 安全 性 に は 多少 の 不 
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安 は 残り そう だ 。 


の 019 年 11 月 14 て 17 日 に 開催 予定 の 第 66 
回 マカ オ GP に 向け て 、 大 会 組織 委員 会 は 
5 月 22 日 に 記者 会 見 を 実施 。 そ の な か で 、F3 マ 
カオ GP の 車両 が 今季 か ら FIA F3 規 定 車両 に 変更 
され る こと が 発表 され た 。 


F3 マ カオ GP テ FIA F3 ワ ー ル ドカ ッ プ つい て は 、 


2018 年 まで は FIA F3 ヨ ー ロ ピア ン 選 手 権 や 全日 
本 F3 選 手 権 で 使用 され て いた ダラ ー ラ F31X シ 


YYNS OS 
On 


リー ズ が 使わ れ て いた が 、2019 年 か ら は 今季 ス 
ター ト し た FIA F3 選 手 権 で 使用 され て いる ダラ 
ー ラ 製 の 新車 両 を 用 いる 意向 を 表明 。 こ れ ま で も 
車両 の 変更 は 規定 路線 と 言わ れ て いた が 、 正 式 に 
発表 され た の は この 記者 会 見 が 初 と な る 。 

組織 委員 会 の スポ ー テ ィング 委員 会 で は 、 新 た 
に 導入 され る FIA F3 車 両 は 従来 の マシ ン に 比べ 
て パワ フル で あり 安全 性 の 懸念 が ある も の の 、 


| FM | スピ ー ド スタ ー が 鈴鹿 で お 目覚 め 


太田 を 目覚 め さ せ た "勝つ こと へ の 意識 " 


PUULLLLLULLLALLLLLLLLLUULLAALLULLALLLUULLLLLLLLLULLALLULULLLULLLLLLLULLAALLLLLLLLALLULMALLUULLALALLLULULLLLLLULLLLLLULLLLLLLLLLLLLUULALLLULLUULALLULULAALLLLLLALLLULLLALLLLLULLLLULMLLLLULLLLLLLULLLLLMLULLULLLLLLLLLLLUULLAAALLULLLLLLULLULLLULULLMLLULULLAALLLLLLAALLULLLAALLLLULNALMLLAASALLLLLLLLLULULULLLLULMULLLULLAAALLLULLLLLLLULLLLLLULLLAALLUULLALLULUULLLLLLLALLLLLMLLLULLLN 


Text : は た 区 な お ゆき (Naoyuki Hata) 


は い 、 い まま で ずっ と 寝 て いま し た ね 、 僕 は ! 」 
スー パー GT 鈴鹿 戦 と の 併催 で 行なわ れ 
た 第 5 戦 で 初 優勝 を 飾っ た ば か り の 太田 格 之 進 
(SRS プ コ チラ レー シン グ ) に 、 ひ と と お り 話 を 
聞い た 後 | や っ と 目覚 め た ね 」 と 声 を か けた と こ 
ろ 、 返 っ て きた の が この 言葉 だ っ た 。 
スピ ー ド は 絶え ず 見 せ て きた 。 岡山 で は 第 1 戦 


で 予選 2 番手 、 第 2 戦は ポー ルポ ボ ジ シ ョ ン を 獲得 。 


し か し 、 第 1 戦 で は チー ム メ イト の 三宅 淳 詞 


だ が 、 鈴 鹿 に 壮 台 を 移す と 、 人 金曜 日 の 公式 練習 
2 セッ ショ ン で いずれ も トッ プ 。 こ こ が 目 覚め の 
きっ か け だ っ た 。 予選 で ダブ ルポ ー ル を 奪う と 、 
さら に 加速 する 。 決勝 で も 2 戦 と も 一 度 も トッ プ 
を 開け 渡さ ず 、 第 5 戦は 独走 で 、 第 6 戦は 接戦 の 
末 に 優勝 を 飾っ て いる 。 

| 岡山 で は 開幕 か ら 一 気 に 見 せつ け て や ろう と い 
うと ころ が あっ て 、 多 少 気 持ち が 空回り し て し ま 
い 、 余 裕 が な く な っ て し まっ た ん じゃ な いか と 思 


HALO の 装着 な ど 、 最 新 の FIA の 安全 性 能 が 組み 
込ま れ て いる た め 、 間 題 な い だ ろ うと し て いる 。 

この 車両 変更 に より 、 少 な く と も 今季 は ダラ ー 
ラ F31X で 争わ れ て いる 全日 本 F3 勢 な ど は 参加 
ORICONSARUD の ICE ウリ (8 

一 方 の マカ オ GP 側 で は 、FIA F3 選 手 権 の ドラ 
イ バ ー で グリ ッ ド の 大 半 が 占め られ る こと を 期待 
UNCSU の 5 


た だ e で それ から 、 人 と 言っ て も メカ ニッ ン と の や り 
と り を と お し て 、 ク ル マ も うま く 仕 上 げ て きた 。 
表 ぐ やり まし た ] 

| 一 昨日 は 緊張 で ほとん ど 寝 られ な か っ た ん で す 
けど 、 昨 日 は めっちゃ 寝 ま し た ( 笑 )。 い ま 、 す 
ご く ス ッ キ リ し て いま す ] 

第 6 戦 の 後に は そう 語っ た 太田 。 これから は 未 
経験 の サー キッ ト で も レー ス が 開催 され る 。 そ の 
と き に この 余裕 と 、 持 ち 前 の スピ ー ド を 維持 で き 


(HFDP プ SRS プ コ チラ レー シン グ ) に 追突 され 、 うん で す 。 で も 、 今 週 は 練習 2 回 と も トッ プ で 、 る か ーー 一 その 可否 で 彼 の 今後 が 大 きく 変わ っ て く 
第 2 戦は グリ ッ ド を 見 誤り 、 最 後 尾 ス ター ト を 強 ある 程度 余裕 が 生ま れ ま し た 。 予選 で ダブ ルポ ー る の で は な い だ ろ うか が 。 


いら れ た うえ に 、 や は り 接 衣 に よっ て 連続 リタ イ 
ア を 喫 し て いた 。 

続く 富士 で の 第 3 戦は 、 予 選 3 番 手 か ら ひ と つ 
順位 を 上 げ 、 ト ッ プ の 佐藤 連 (SRS プ コ チラ レ 
ー シ ン グ ) を 最後 に 追い 詰め た も の の 、 逆 転 に は 
あと 一 歩 及ば ず 。 第 4 戦 も また 、 一 時 は 予選 より 
ひと つ 順 位 を 上 げ て 3 番手 を 走行 する も 、 2 番手 
に 上 が ろう と いう 時 の 詰め が 甘く 、5 位 まで 順位 
を 落と し て いた 。 その間 、 僚 友 の 佐藤 は 3 勝 を 、 
三宅 も 1 勝 を 挙げ て お り 、 非 常に 歯 が ゆ く 感じ て 
いた の で は な い だ ろ うか が 。 


ル 獲 れ て か ら は 、 ス ター ト さ え 決 まれ ば 勝て る と 
60 表 比 た だ な 」 

持ち 前 の スピ ー ド に 加え 、 気 持ち の 余裕 が で き 
た か ら こ そ な し 得 た 連勝 だ と ドラ イ バ ー 本 人 は 話 
す が 、HFDP の 阿部 正和 監督 は 、 そ れ だ けが 勝因 
で は な いと 言う 。 


[太田 は “勝つ こと に 対し て の 意識 " が 高かっ た 。 


も ちろ ん 、 他 の ドラ イ バ ー も その 意識 は 高い ん だ 
けど 、 今 週 の 太田 は ずば抜け て いた 。 最初 の 練習 
走行 か ら 良 か っ た けど 、 そ の な か で も 実は 遅い と 
ころ も あっ て 、 そ の 修正 を 走り の 面 で も で き て い 


っ 上 _ で 
- ャ シー くる を 20 3 


岡山 で 両 レ ー ス と も に リタ イア し た こと も あり 、 ラ ン キ ング 的 に 出 
遅れ て いた 太田 。 し か し 、 鈴 鹿 で の 2 勝 に より 選手 権 2 位 に 。 


(2/2/// 
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材 F 開場 『 
で 3 墓 に | い 
出前 現 パ た 
か ジ “れれ 1 不 
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と | 催 レ F の 
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井上 隆 罰 穂 


歴代 日 本 人 F1 ド ライ バー の な か で も 異色 の 存在 と も 言え る 井上 隆 智 穂 が 
最近 、 日 本 の フォ ー ミ ュ ラ 最高 峰 の 現場 に 姿 を 見 せ て いる 
その 理由 と 率直 な 思い を 、 実は 親しい 関係 の ベテラン 記者 が 聞い た 


Text : 大 串 信 (Makoto Ogushi) Illustration : 有野 篤 (Atsushi Arino) 
Photo : 吉見 幸夫 (Yukio Yoshimi) 小林 勝彦 (Katsuhiko Kobayashi) XPB ン FIA F3 
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FIA F3 誕 生 で チー ム が 居場所 を 喪失 


井上 氏 に よる と 「 ト ッ ド 親子 (写真 左 ) が ヨー ロッ パ の レー ス を 
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コバ 
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し て 、 ト ッ プ クラ ス の 戦闘 力 を 示し て きた 。 人 


悲願 の ダブ ル タ イ トル も 見 えて くる 。 
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ュ フ ブフ ァ ク チャ ラー スズ タイ 


フ E 


に 変更 され た 2017 年 、WRC 


ド デ ィ スク ディ スク 


呈 
田 
ー テ ッ 


スト ラッ ト 式 コイ ルス プリ ング ノ ト ーション ビー ム 式 コイ ルス プリ ング 


136N・m(13.9kgf・m)/ 4800rpm 


205/45R17 グ 205/45R17 
80kW(109PS)/ 6000rpm 


自動 無 段 変速 機 (Super CVT-) 


DBA-NCP131-VLXBXV 
3975〆1695/1490 mm 


電動 パワ リー ステ アリ ング 


無鉛 レギ ュ ラ ー ガ ソリ ン 


2510 mm 
1465〆1450 mm 
120 mm 

1060 kg 

5 名 

2WD (前 輪 駆 動 ) 
ベン チレ 
1NZ-FE 

直 噴 直列 4 気 筒 
1496 cc 
75.0/84.7 mm 


時 
一 上 


トヨ タ は WR カ ー 規 定 が 大 
復帰 。 17 年 は 復帰 2 戦 目 と な る スウ ェ ー デ ン な ど で 優 勝 、 ま た 2 


年 目 と な っ た 18 年 は 年 間 5 勝 を 挙げ け 、 マ 


グ 全 


呈 
田 


ヨー ロッ パ な ど で は 『 ヤ リス 』】 と いう モデ ル 名 で 展開 され て いる ヴ 
トヨ タ ヴィ ッ ツ GR (CVT) 主要 


9 トド ャ タナ ッ ク が スウ ツェー デン と チリ で 2 勝る マーク ヤリ ズ WRC 


トル を 手 に し て いる 。 今年 も 第 6 戦 チ リ 終 了 時 点 で 、 エ ー ス の オ ィ 
は デビ ュー か ら 


サス ペン ショ ン 前 ノ 後 
燃料 消費 率 (JC08 モ ー ド ) 


頼 性 が 改善 され れ ば 、 


トレ ッ ド 前 後 
ブレ ー キ 前 後 
タイ ヤサイ ズ 前 後 


全長 ノ 全 W 


イッ ツ 。 
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海外 ジャ ー ナ リス ト 通 信 


FI 


DEEP NETVWOKK iss 


ルイ ス バス コ ン セ ロス @ Luis Vasconcelos 


Nationality : PORTUGAL 


最悪 、2020 年 限り で の 撤退 も あり うる ? 


Translation : 新井 宣之 (Nobuyuki Arai) 
Photo : XPB 


フラ ンス の 雄 の 悲 喜 劇 


潤沢 な 1 


金 を 有する チー ム が 現在 の トッ プ 3 を 形成 し て いる こと か ら 


F1 で 勝つ た め に は 資金 力 は 必要 不可 欠 な 要素 で ある こと は 間違い な い 
し か し 、 ある チー ム の 現状 を 見 れ ば 、 それ が すべ て で は な いと 気づか され る 


014 年 に 大 幅 な レギ ュ レ ーション 変更 が 

施行 され て 以来 、 メ ル セ デ ス 、 フェ ラー 
リ 、 レ ッ ド ブル か ら な る トッ プ 3 と その 他 の 間 
に は 大 き な ギ キャッ プ が ある 。 直近 3 シー ズン で 
言え ば 、 ト ッ プ 3 以外 で 表彰 台 を 獲得 し た の は 
フォ ー ス ・ イ ン デ ィ ア と ウイ リア ムズ の み だ 。 
し か し 、 ル ノー と いう ワー クス チー ム の 存在 を 
忘れ て は な ら な い 。 同 チー ム は 他 の 中 団 グ ルー 
プ に 比べ れ ば 充分 すず ぎる ほど の 資金 を 有 し 、 4 
番手 の 座 を 確保 で きる ば か りか 、 ト ッ プ 3 の 一 
角 が 月 れれ ば すぐ に で も 背後 か ら 襲 い 掛 か れる 
戦闘 力 を 備え て くる だ ろう と 予想 され た 。 

し か し 、 現 時 点 で は その よう な 状況 は 見 られ 
て いな い 。 昨年 こそ コン スト ラク ター ズ 選 手 権 
で 4 位 と な っ た が 、 こ れ は ハー ス が ミス を 連発 
し た こと や 、 フ ォ ー ス ・ イ ン デ ィ ア が 経営 破綻 
し 、 マ シン 開発 を 中 止 し た こと な ど 外 的 要因 に 
よる も の で 、 運 に 恵まれ た だ け に すぎ な い 。 

し か し チー ム 総 帥 の シリ ル ・ ア ビ テ ブー ル は 、 
16 年 に 9 位 、17 年 に 6 位 、18 年 に 4 位 と 毎年 
ラン クア ッ プ し 続け た こと で 強気 の 態度 を 取る 
よう に な り 、 中 団 を 抜け 出し 、 い くつ か の レー 
ス で は レッ ドブ ル ・ ホ ンダ と 真っ 向 勝負 する と 
いう 今季 の 目標 を 掲げ た 。 こ の フラ ンス 人 指揮 
官 は ト 、 ルノー の パワ ー ユ ニッ ト (PU) が な け 
れ ば レッ ドブ ル は 後退 する と 確信 し て いた が 、 
ここ まで の 結果 が 彼 の 間違い を 証明 し て いる 。 

第 6 戦 モ ナコ GP 終 了 時 点 で 、 ル ノー の ラン 
キン グ は カス タマ ー チ ー ム の マク ラー レン より 
も 下 だ 。 そ の マク ラー レン は 、13 年 以降 は 競 
争 力 の ある シャ シー を 作れ て お ら ず 、 現 ドラ イ 
バー の 経験 も 当時 より 劣る 。 

開幕 6 戦 を 終え た 時 点 で 、 ル ノー の PU は 今 
季 F1 で 使用 され て いる 4 種類 の PU の な か で 最 
も 非力 な だ け で な く 、 信 頼 性 も 低い と き て いる 。 
と り わ け 信 頼 性 に 問題 を 抱え て いる こと は 、 モ 
ナコ GP 開 始 時 点 で ニコ ・ ヒ ュ ル ケン ベル グ が 
4 基 目 、 カ ル ロ ス ・ サ イン ツ が 3 基 目 、 そ し て 
ダニ エル ・ リ カル ド と ラン ド ・ ノ リス が それ ぞ 
れ 2 基 目 の ICE お よび MGU-H を 使用 し て いる 
こと か ら も 明らか だ 。 対照 的 に メル セ デ ス PU 


ユー ザー の な か で は 、 ジ ョ ー ジ ・ ラ ッ セ ル が 唯 
ー、 新 し い PU り エレメント を 投入 し て いる が 、 
これ は アゼル バイ ジャ ン GP 期 間 中 に コー ス 上 
の マン ホー ルカ バー で ダメ ー ン ジ を 負っ た こと が 
原因 で 、 ル ノー 勢 と は 根本 的 に 事情 が 違う 。 
現在 の F1 に お いて 、PU 性 能 が 低けれ ば 、 シ 
ャ シー が 高 性 能 に な る こと は ほとん ど な い 。 ウ 
イリ アム ズ を 除く と 、 ル ノー は 他 の どの チー ム 
より も ビレ リタ イヤ の ウォ ー ム アッ プ に 苦し ん 
で いる 。 タ イヤ の 温度 管理 は ライ バル と 順位 を 
争う うえ で 必要 不可 欠 な 要素 だ 。 タ イヤ を 作動 
させ られ ず 、 思 う よ う に スピ ー ド を 上 げ ら れ な 
い マ シン に 、 ド ライ バー た ちか が 不満 を 募ら せ て 
いる こと は 容易 に 想像 が つく 。 

常に 素晴らし い マ シン を 製造 し て きた エン ス 
トン に 拠点 を 置く チー ム を 知る 側 か ら す る と 、 
現状 に は 驚く ほか な い 。 ボ ブ ・ ベ ル と マル チン 
・ ブ コウ スキ ー が 指揮 を 執り 、 ニ ッ ク ・ チ ェ ス 
ター が テク ニカ ルディ レク ター を 務め る 新 体制 
が うま く 機 能 し て いる と は 言い 難い 。 

加え て 、 ア ビ テ ブー ル の 人 心 掌握 術 に も 疑問 
が ある 。 こ の チー ム で の 初戦 だ っ た 開幕 戦 オ ー 
スト ラリ ア GP で 不運 に 見 部 われ た リカ ルド へ 


の 呆れ た 態度 な ど は その 最たる も の だ 。 リ カル 
ド に 近い 情報 筋 に よる と 、 彼 は レッ ドブ ル を 離 
れ て ルノー に 移籍 し た 自分 の 決断 に 大 い に 不 満 
を 漏らし て お り 、 当 時 ルノー 内 部 が どれ だ け ひ 
どい 状態 だ っ た か を 理解 も せ ず 、 移 籍 を 勧め た 
ふた り の アド バイ ザー を 解雇 し た と の こと だ 。 
徴 慢 か つ 横 柄 な 人 物 が 、 華 豚 に 転落 し て いく 
姿 を 見 る の は 、 常 に 愉快 で た ま ら な い 。 ア ビ テ 
ブー ル が どの よう な 人 物 な の か は 、Netflix が 
配信 し て いる ドキ ュ メ ンタ リー を 1 作 目 か ら 見 
て いた だ けれ ば お 分 か り い た だ ける と 思う 。 

ひと つ 、 私 が 懸念 し て いる の は 、 ル ノー の 経 
営 陣 が 低迷 の 原因 に 気づく こと が な いま ま 、 企 
業 の 損失 を 防ぐ た め 20 年 シー ズン を 最後 に F1 
か ら 撤 退 す る の で は な いか と いう 点 だ 。F1 に 
は ルノー の よう な マニ ュ フ ァ ク チャ ラー が 必要 
だ 。 も し 彼ら が 撤退 する こと が あれ ば 、PU マ 
ニュ ファ クチ ャ ラー は わずか 3 社 し か 残ら な い 。 

ルノー の 経営 陣 が 、 年 間 数 百 万 ユー ロ も の 出 
費 が 公 か ら 笑 い の 種 に され る こと を 受け 入れ る 
こと な ど あ り 得 な い 。 最悪 の 結末 に な ら な いた 
め に も 、 チ ー ム 全員 が 一 丸 と な っ て 取り 組ん で 
いか な けれ ば いけ な い 。 
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いま 再び 燃え 上 が る “イン ディ 500 決 勝 へ の 保証 "問題 


イン ディ 500 に スポ ボット 参戦 し た 元 F1 世界 王者 の フェ ルナ ンド ・ ア ロン ソ が 予選 沙 ち を 喫し た 
決勝 で その 走り が 見 た か っ た ファ ン は 多かっ た だ ろう が 、 保証 が な いか ら こ そ 生 じ る 緊張 感 が ドラ マ を 生む 場合 も ある 


Translation : 新井 宣之 (Nobuyuki Arai) 
Photo : INDYCAR 


ロジ ャ ー・ ペ ンス キー が 今季 開幕 戦 セ ント ピ 
ー タ ー ズ バー グ で 、“ シ リー ズ に フル 参戦 し て 
いる チー ム に は イン ディ 500 の グリ ッ ド を 保証 
する べき ” と いう 、 シ リー ズ 分 裂 の 引き 金 と な 
っ た 議論 を 蒸し 返し た 。 


CART と IRL に 分 像 し た 1996 年 の イン ディ 


5610MKWee GA の gz コン ジ ク の 0 ルク N の の の 


約 75% に あたる 25 を IRL 参 戦 ド ライ バー に 与 
える “25/8 ル ー ル ” と 呼ば れる 規則 が 導入 さ 
れ だ これ は 6ARIG 参 戦 あ る チー ニム オニ ナー 
た ち を 激 員 させ 、 対 抗 措置 と し て イン ディ 500 
決勝 日 と 同日 に 、 ミ シ ガ ン を 舞台 と し た 同じ く 
500 マ イル レー ス と な る US500 を 開催 。 そ の 
後 IRL は 態度 を 軟化 させ 、 2 年 足ら うず で この ル 
ー ル が 撤廃 され た こと で 、CART 参 戦 チ ー ム も 
徐々 に イン ディ 500 に 復帰 する よう に な っ た 


O 


だ が 両者 の 醒 い 争い は その 後 2008 年 まで 続き 、 


この 12 年 間 に 北米 オー プン ホイ ー ル 最高 峰 シ 
リー ズ の 人 気 と 信用 が 失墜 。08 年 に よう や く 
5 の 日 選 収 まり 国人 と あ (の 厨 シ と リ 言 と 
再 出発 し た も の の 、 当 時 の 確執 は 現在 に も 引き 
継が れ て いる 。 

それ が 顕在 化し た の が 、 前 述 の ペン スキ ー の 
議論 だ 。1996 年 当時 、 ペ ンス キー は CART 側 
に つき US500 に 参戦 し て いた が 、 今 回 は まっ 
た く 異 な る 姿勢 を 示し 、 こ の スポ ー ツ を こよ な 
く 愛 する ファ ン か ら 反 感 を 買っ て いる 。 

ペン コク 0 の jmbl 2 っ ルッ ー 
ニン 2 計り 02 リリ レ ラ ョ 代 CUIN の 
ふた り の 王者 が そろ っ て バン プア ウト され た 
95 年 は 最も ショ ッ キ ング な 予選 だ っ た と 言え 
よう 。 シ リー ズ を 代表 する ドラ イ バ ー の 不 出場 
は 、 イ ン デ ィ 500 の 悲劇 と し て 長年 語り 継が れ 
て いく 。100 人 年 以上 も の 間 、 ド ライ バー た ち は 
この レー ス に 出場 する た め に すべ て を 捧げ て き 
た の だ 。 そ れ が イン ディ 500 に 伝統 と 格式 が 備 
わっ た 要因 で ある こと は 間違い な い 。 

だ が いま の ペン スキ ー は 、 レ ー ス の 伝統 や 価 


値 よ り も 、 ビ ジネス の ほう が 重要 だ と 考え て い 
る よう だ 。 彼 は | シー ズン 開幕 初日 か の ら シ リー 
ズ に フル 参戦 し 、 同 じ ド ライ バー に コミ ッ ト す 
る チー ム に は (イン ディ 500 の グリ ッ ド の 保証 
人 280000O の 0 いる うう | と 2 シン トピ 
ー タ ー ズ バー グ で 自身 の 考え を 明らか に し た 。 
さら に 、 数 週間 後 の ソロ ング ビー チ で は 、 チ ッ プ 
・ ガ ナッ ン と マイ ケル ・ ア ンド レッ ティ も ペン 
スキ ー の 考え に 賛同 し て いる 。 

この 0 スベ ボー ニノ 0 民 も 省 2 の ニム 古語 だ 
ちの “急変 し た "態度 に 対す る ファ ン の 反応 は 
IID の 7 に 25789 レ 
ー ル ” は 、IRL 初 年 度 の 96 年 シー ズン に グリ ッ 
ド を 埋め た 小 規模 で 資金 の 逐 し い チ ー ム を 守る 
た め に 作ら れ た 。 と ころ が 現在 で は 、 ス ポー ツ 
界 の 巨人 た ち が 保 証 を 求め て いる 。 そ れ に 対す 
る ファ ン の 目線 は 冷や や か な も の だ 。 

今年 の イン ディ 500 で 導入 され た ラス トロ ウ 
を 決め る 新しい 予選 フォ ー マ ッ ト で は 、 ふ た つ 
の スポ ッ ト 参 戦 棒 (フェ ルナ ンド ・ ア ロン ソ と 


人 2 
ジョ ン ・ オ レオ ビク ツ 

John Oreovicz 

イン ディ アナ ポリ ス 在 住 の ベテラン 記者 。 インディ 
カー は 20 年 以上 に わた り 取 材 し て いる ほか 、 
NASCAR や ドラ ッ グ レー ス も カバ ー す る 。 


パト リン オ ・ オ ー ワ ー ド ) と 、 ひ と つの ラル 参 
戦 桁 (マッ クス ・ チ ルト ン ) が 予選 落ち を 喫し 
た 。 も し ペン スキ ー の 計画 が 今年 の 予選 で 採用 
され て いた の な ら 、 最 遅 タ イム だ っ た チル トン 
が 本 戦 に 出場 し 、 アロ ン ソ を バン プア ウト し て 
ファ ン を 沸か せ た カ イル ・ カ イザ ー は 予選 沙 ち 
と な っ て いた 。 果 た し て これ で ファ ン は 喜ぶ だ 
の つう 2 し 

93 年 の イン ディ 500 予 選 で 、 前 年 に CART 
シリ ー ズ 王者 に 輝い た に も 関わ ら ず 予 選 通 過 を 
逃し た 経験 を 持つ ボビー・ レ イ ホ ー ル は 、 イ ン 
ディ 500 出 場 枠 を 保証 する “ロッ クイ ン ・ ス テ 
ー タ ス ” に 異議 を 唱え る 。 

[長き に 渡り フル シー ズン 参戦 を 続け て いる エ 
ント ラン ト が 予選 の 心配 を せ ず に 本 戦 出場 が 保 
証 さ れる こと は いい こと か も し れ な い が 、 そ れ 
は スピ ー ド ウェ イ や イン ディ 500 の 歴史 に 忠実 
GOG 選 ES の 点 人 の WG 明 自信 
声 を 挙げ けた 。 僕 か らし て みれ ば 、 あ の コー ス に 
出 て 、 そ れ を 掴み 取っ て こそ な ん だ と 思う 」 


アロ ン ソ ら が 予選 落ち を 喫し た 今年 の イン ディ 500。 インディ アナ ポリ ス ・ モ ー タ ー・ ス ピー ドウ ェ イ を 所 有 し 、 イ ン デ ィ カ ー シ リ ー 
ズ を 運営 する ハル マン ・ モ ー タ ー ス ポー ツ の マー ク ・ マ イル ズ CEO は 、 件 の "保証 "に つい て 決断 は 何 も 下 し て な いと 語っ た 。 


お な 7 者 ある に 明 . 3 の モー クタ ディズ スズ ト エグ 


生日 本 MS 会 議 


(ww ) ガン バレ 伝道 師 


Text : 大 串 信 (Makoto Ogushi) 


先日 、 全 日 本 スー パー フォ ー ミ ュ ラ 選手 権 第 
2 戦 を 取材 する た め オ ー ト ポリ ス へ 出かけ た と 
きのこ と 。 土曜 日 の 夜 に 、 行 きつ け の 居酒屋 へ 
出向 いた と ころ 背後 か ら 「 オ オグ シ サ ン ?」| と 
声 を か けら れ た 。 

振り 向く と そこ に は 数 年 前 に この 店 で 知り 合 
っ た 読者 の 方 が いた 。 た し か 、 カ ウン ター の う 
え に レ ー ス 雑誌 を 置い て 飲ん で いら っ し ゃ っ た 
の で 、 リ サー チ も 兼ね て 話し か け て みた の が き 
っ か け だ っ た それ 以来 、 と きど き そ の 店 で 出 会 
っ た と き に は 一 緒 に 呑ん だ り も し て きた 。 

今回 、 彼 は いつ も の カウ ンタ ー で は な く て で て 座 
敷 に いて 、| 今 日 は 同僚 を 連れ て きた ん で す よ 」 
と 言う 。。 詳 し KK 聞け ば ぱ ば 、 レシ し 王 記 ファ ン ど ぢ 仁 言 る 
な いけ れ ど 少し は レー ス に 興味 を 持っ て いそ う 
な 仲間 に 声 を か け て 、 観 戦 ツ アー を 引率 し て き 
た らし い 。 こ の 業界 で よく 言わ れる [伝道 |] ツ 


お 立 も 台 写 真人 味わう 
"時 備 "の 


Text : auto Sport 
Photo : TOYOTA 


MIJR 語 ig 
FORMULA TOYOTA 


| 第 1 戦 | TI サー キッ ト 


限定 A ラ イセ ンス を 取得 し 前 年 最終 戦 で デビ ュー 
し て いた 小林 可 夢 偉 が 、 開 幕 戦 で 見 事 に 勝利 。 隣 
に 立っ た の は 、 こ の デビ ュー 戦 で ポー ルポ ジン ョ 
ン を 得 て い た 中 嶋 一 四 だ っ た 。 一 臣 は スタ ー ト に 
失敗 し 、 そ の 脇 を すり 抜け た 可 夢 偉 が 優勝 する 形 
に 。 3 位 の 池田 は シー ズン 後半 に 調子 を 上 げ 4 勝 
を マー ク す る も 、 タ イト ル 争 い は 最終 的 に 一 貴 vs 
可 夢 偉 の 構図 に 。 こ れ を 一 貴 が 制 し 、 年 間 王 者 と 
な っ た 。 永遠 の ライ バル は まもなく 、 ル ・ マ 
ン 24 時 間 で の 対決 を 迎え る 。 ふ た り が お 互い の 
キャ リア や 性 格 を 語り 合っ た 対談 企画 は 、|「 ル ・ 
マン 24 時 間 完 全 ガ イド | に て お 読み いた だ きた い 。 


い 
た み 0 
> 1 っ 
| 4 KN /。 
q ′ 直 バ 7 ミ * 。 ョ 
ee に SE ーー 
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/ 王 I で ある 。 

と ころ が 土曜 日 、 オ ー ト ポリ ス は 気温 が 下 が 
っ た うえ 、 雨 が 降り 、 風 まで 吹い て 結局 予選 が 
キャ ン セ ル に な る ほど の 悪天候 に 見 区 わ れ た 。 
レー ス の 現場 観戦 に は 絶対 に オス ス メ で き な い 
= 伺っ 放 た 

[| せっかく ここ まで 連れ て きた の に 、 こ れ で レ 
ー ス が 嫌い に な っ ちゃ わな けれ ば いい ん で すけ 
ど ね え 」 と 伝道 ツア ツー コン ダク ター は 顔 を 曇ら 
せ た 。 問題 は 天候 な の だ 。 何 も ツア ー コ ンダ ク 
ター が 責任 を 感じ る 筋合い の 話 で は な い 。 む し 
ろ 新 し い レ ー ス ファ ン を 増やそ うと 、 自 発 的 に 
観戦 ツア ー を 立ち 上 げ て 現場 まで 連れ 出し て き 
た の だ か ら JRP な り オ ー ト ポリ ス な りか ら 感 謝 
され て も お か し く な い 立 場 で ある 。 そ れ で も 彼 
は 責任 を 感じ て 肩身 が 狭 そ うに し て いる 。 ま さ 
に 伝道 ツア ー あ る ある ” で ある 。 


ミュ ラコ 選手 権 第 5 戦 / 第 6 戦 の … (| 


と ん ウ 


本 Crrcuj、 


| 明日 は 天気 が 回 復 す る こと を 祈っ て いる ん で す 

けど ね え 」| と ツア コン は 語っ て 、 宴 席 へ 戻っ て い 
っ た 。 そ の 場 が 盛り 上 が る こと 、 日 曜日 の 空 が 晴 
れ 渡 る こと を ぼく は 祈 ら ず に は いら れ な か っ た 。 
祈り な が ら 、 目 分 の お 酒 を 呑ん だ 。 

ー 夜 明け た 阿蘇 地方 の 天候 が どう だ っ た か と い 
うと 、 ご ご 存 知 の と お り 雨 だ 。 雨 と 霧 の な か 、 ク ル 
マ を 走ら せな が ら ば ぼく は その 日 、 自 分 が な すべ き 
仕事 の こと を 考え 、 そ の 次 に 前 夜 出会っ た 伝道 ツ 
アー の こと を 思っ て いた 。「 あ あぁ 、 今 日 も 過酷 な 
目 に 遭い そう だ な あぁ | と 。 

ウエ ッ ト 路 面 の うえ で SF の 公式 予選 は 大 混乱 
に 陥っ た 。 そ の 間 ぼ ぽく は 伝道 ツア ー の 方 々 は この 
状況 を どう 眺め て いる だ ろう 、 と 気 に な っ て 仕方 
が な か っ た 。 そ し て 公式 予選 結果 が 正式 に 発表 さ 
れ な いま ま ス ター ト 進 行 が 始ま っ た と き に は まず 、 
伝道 ツア ー の 方 々 に 「 申 し 訳 な い ! 懲り ず に ま 
た 来 て ね ] と 心 の な か で 謝ら ず に は いら れ な か っ 
た 。 問題 は 天候 な の だ 。 別に ぼく が 悪い わけ で は 
な い の だ けれ ど 、 伝道 ツア ー の 気 苦労 は 大 な り 小 
な り ぽ ぼ くも 知っ て いる し 、 こ うし た 、 い わ ゆ め る 草 
の 根 の 運動 が 今後 の モー ター スポ ー ツ を 支え る こ 
と に な る だ ろう と も 思う の で ある 。 だ か ら 他 人 事 
と し て 片付け る わけ に は いか な い 。 な ん と か 伝道 
活動 支援 の 方 法 が な いも の か 考え た いも の だ 。 ガ 
ン バ レ 、 伝 道 師 。 


中 嶋 一 貴 
[ ウル トラ フロ ー ス カラ シッ プ FT ] 


小林 可 夢 偉 
[ ウル トラ フロ ー ス カラ シッ プ FT ] 


油田 大 袖 
[ ZAP お か し の 森 トリ イ FT ] 
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前 号 に 間に合わ な か っ た こと 、 今 号 に 載せ きれ な か っ た こと 、 次 号 まで の 予定 まとめ 


5/20 [ mon ] 


F1 F1 世界 王者 に 3 度 輝 き 、 
ia9 の Mxo ェ 78 ラン ニョ ログ クロウ クラ ョ ウル 
チェ アマ ン を 務め て いた ニキ ・ ラ ウ ダ が 
逝去 。 享年 70 


5/21 rtue] 


F1 クラ ニー レン の マネ ニン 
ング ・ デ ィ レ クタ ー を 務め る アン ドレ ア 
ス ・ ザ イド ル 、 モ ナコ GP で の 入賞 に 自 
信 を 示す 


5/22 wea 


1 メル セ デ ス の ルイ ス ・ ハ 
ミル トン 、 懇 意 に し て いた ラウ ダ の 死 を 
受け 、 ル ノー の ダニ エル ・ リ カル ド ら と 
と も に 出席 予定 だ っ た 水曜 日 の ドラ イ バ 
ー 記 者 会 見 を 欠席 

まず 3 マカ オ GP の 大 会 組織 委員 
会 が 記者 会 見 を 実施 。 そ の な か で 、 今 年 
か ら FIA F3 マ シン を 使用 する こと が 明 
ら か に 
功 記 人 議 ジ ネ ッ タ 、LMP1 クラ ス 
復帰 へ の 一 環 と し て 、2019/20 年 シー 
ズン へ の エン トリー 申請 を 行なっ た こと 
を 明らか に 
黄 記 ev 斑 議 1 M-GTE Pro ク ラス に 参 
戦 す る BMW、 今 年 の し ・ マ ン 24 時 間 を 
最後 に に 、 シ リー ズ で の ワー クス 活動 を 終 
CT 2 2 
細 【cige 罰 議 スー パーGT GT300 ク ラ 
ス に 参戦 する Modulo Drago CORSE、 
8 月 に 開催 され る 鈴鹿 10 時 間 に 昨年 に 
引き 続き 今年 も 参戦 する こと を 発表 。 
GT300 クラ ス で の 道上 龍 と 大 津 弘樹 の 
机 22 0 用 且 NZ282|/30=CSI ウ ZI 
GT500 ドラ イ バ ー の 中 嶋 大 祐 を 起用 す 
る こと も 明らか に 
鈴鹿 10 時 間 の 暫定 エン ト 
リー リス ト が 発表 。39 台 の GT3 マ シン 
が 参戦 へ 


5/23 tu 


F1 モナ コ GP の FP1 で 無線 の 
トラ ブル を 抱え た ハー ス が 、 ロ マン ・ グ 
ロー ジャ ン と ケビン ・ マ グ ヌ ッ セ ン を ピ 
ッ ト に 呼び 戻す た め に 、 マ ー シ ャ ル に ド 
ライ バー に 対し 黒 旗 を 掲示 する よう 協力 
を 仰い だ こと が 明らか に 


5/24 fi 


1 ジャ ッ キ ー・ ス チュ ワー ト 、 


記者 会 見 を 欠席 し た ハミ ルト ン を 擁護 
F2 吉 4 戦 華 才 当 レー ニス 1 
ART の ニッ ク ・ デ ・ フ リー ス が 優勝 。2 
番手 で チェ ッ カ ー を 受け た ユニ ヴィ ルト 
ゥ オー シ の ルカ ・ ギ オッ ト が 車検 で 失格 
と な っ た た め 、 カ ー リ ン の 松下 信治 が 2 
位 に 、DAMS の セル ジオ ・ セ ッ テ ・ カ 
マラ が 3 位 に それ ぞ れ 繰り 上 げ 
INDYWW| 2020 年 か の ら コ ッ ク ピ ッ ト 
を 保護 する デバ イス と し て 、 エ アロ スク 
リー ン を 導入 する と 発表 。 レ ッ ド ブル ・ 
アド バン ス ド ・ テ クノ ロジ ー ズ と 提携 


5/25 sat 


F1 第 6 戦 モ ナコ GP 予選 ハ 
ミル トン が ポー ルポ ジ シ ョ ン を 獲得 。 2 


番手 に メル セ デ ス の バル テリ ・ ボ ッ タ ス 、 


3 番手 に レッ ドブ ル の マッ クス ・ フ ェ ル 
2 ソイ ペン 


FE 第 10 戦 ベル リン アウ ディ 
スポ ー ツ ・ ア プ ト ・ シ ェ フ ラー の ルー カ 
ス ・ デ ィ ・ グ ラッ シ が 優勝 。2 位 に ニッ 
サン e.dams の セバス チャ ン ・ ブ エミ 、 
3 位 に DS テ チ ー タ ー の ジャ ン - エリ ッ 
ク ・ ベ ル ニ ュ 
第 3 戦 鈴鹿 予選 GT500 
クラ ス は au TOM'S LC500 が 、GT300 
クラ ス は HOPPY 86 MC が それ ぞ れ ポ 
ー ル ポジ ショ ン を 獲得 
GT アソ シ エ イ ショ ン と 近 
年 さま ざま な レー シン グ カ ー の オー クシ 
ョ ン を 手がけ て いる 株 式 会 社 BHJ BH 
オー クシ ョ ン が 共同 記者 会 見 を 実施 。 今 
後 コ レク タブ ル な レー シン グ カ ー の オー 
クシ ョ ン を 軸 と し た 新規 事業 展開 に 向け 
た オフ ィ シ ャ ルパート ナー シッ プ を 結ん 
5 BS ラコ 
題 :7 パ IN 全 トヨ タ の 若手 ラリ ー ド ラ 
イ バ ー 育 成 プ ログ ラム に 参加 し て いる 勝 
田 足元 が 、 フ ィ ン ラ ンド ・ ラ リー 選手 権 
"リー ヒマ キ ・ ラ リー” に トヨ タ ・ ヤ リ 
ス WRC で 参戦 。 同 マシ ン で グラ ベル ラ 
リー 初 優勝 を 飾っ た 


5/26 sn 
F1 第 6 戦 モ ナコ GP 決勝 ハ 
ミル トン が ボ ポール ・ ト ウゥ ・ ウ イン 。 2 位 


(2 アー の 0002 シソ ペソ ッ ル 


3 位 に ボッ タス 

F2 第 4 戦 モ ナコ レー ス 2 
BWT ア ー デ ン の アン ソニ ー・ ユ ベー ル 
が 優勝 。2 位 に カー リン の ルイ ・ デ レト 
ラ 、3 位 に ユニ ヴィ ルト ウオ ー シ の チョ 
ウ ・ グ アン ユー 

INNDYI 第 6 戦 イ ン デ ィ 500 チー 
ム ・ ペ ンス キー の サイ モン ・ パ ジェ ノー 
が 優勝 。2 位 に アン ドレ ッ テ ィ ・ オ ー ト 
スポ ー ト の アレ クサ ンダ ー・ ロ ッ ン 、3 
位 に レイ ホー ル ・ レ ター マン ・ ラ ニ ガ ン 
の 佐藤 贅 磨 
第 3 戦 鈴鹿 決勝 GT500 
クラ ス は au TOM'S LC500 が ポー ル ・ 
トゥ ・ ウ イン 、GT300 ク ラス は K-tunes 
RC F GT3 が 優勝 
GT アソ シ エ イ ショ ン の 坂 
東 正明 代表 、 こ の 日 の 記者 会 見 で 2020 
年 か ら 導 入 さ れる 新型 GT500 車 両 に つ 
いて 、 8 月 下旬 に 3 メー カー 合同 で シェ 
イク ダウ ン し た い 考 え を 示す 


5/27 [mon] 

F1 フェ ルス タッ ペン が ハミ 
ルト ン と コー ス 上 で ポジ ショ ン を 名 っ て 
いた 第 2 の スティ ント を 、 ピ ッ ト レ ー ン 走 
行 時 用 の トル クモ ー ド の まま 走行 し て い 
月 り の (に 


国 記 ee 斑 議 英 サ イト [sportscar365」、 


モン ツァ で 目撃 され た 新型 ポル シェ 911 
RSR と 見 られ る マン ン の スパ イシ ョ ッ 
ト を 公開 


5/28 rt 


F1 ンー リリ ye20SIPTe 
再び 『Mission Winnow| ロゴ を 車体 か 
ら 削除 する こと を 明らか に 
還 暫 ヨコ * 玉 議 TOYOTA GAZO0 
Racing、2019/20 シ ー ン に 、 テ スト 
兼 リ ザー ブ ド ラ イ バ ー と し て トー マス ・ 
ロー ラン を 起用 する と 発表 
還 記 エッ 世 議 フォ ー ド 、 ル ・ マ ン 24 時 間 
の LM-GTE Pro ク ラス に 投入 する GT に 
施す 特別 カテ ラー リン グ を 発表 。1967 年 
に ル ・ マ ン 制 覇 時 の リバ リー な ど を 復刻 


国 記 e 夢 剛 FIA、6 月 2 日 に 実施 され 
る ル ・ マ ン の テス ト デ ー に 向け た BoP を 
発表 


5/29 [wea 


F1 ラウ タダ の 葬儀 が オー スト 
0 の.(0 の の クシ の / 2 シシ eEEIEENG 
行なわ れ た 
琴 記 ヨ e* 斑 議 ポル シェ 、 ル ・ マ ン 24 時 
間 の LM-GTE Pro ク ラス に 投入 する 911 
RSR の カラ ー リ ング を 発表 。 デ ザイ ン 
は その まま に 、 人 金色 を あし ら っ た カラ ー 
ンク 


5/30 thu 
E1 レッ ドブ ル が ルノー の ニ 
コ ・ ヒ ュ ル ケン ベル グ の 獲得 を 検討 し て 
いる と の 報道 


5/31 [fi1 


ド 1 0S り 0 レル ドン ショ UE ラス 
が 今後 、PU り の アッ プ デ ー ト を 予定 し て 
いる こと を 示唆 
症 記 (所 識 第 7 戦 ポ ルト ガル デイ 1 
SS1 一 7 が 行なわ れ 、 オ イィ イット ・ タ ナ 
ッ ク (トヨ タ ・ ヤ リス WRC) が 総合 ト 
ウ ク (2 普 才 に 700 マテ ラド トバ 
ラ (トヨ タ ・ ヤ リス WRC) 、 3 番手 に ク 
リス ・ ミ ー ク (トヨ タ ・ ヤ リス WRC ) 
と トヨ タ 勢 が トッ プ 3 を 独占 


6/1 [sat 

INDYWM 第 7 戦 デトロイト チー ム 
・ ペ ンス キー の ジョ セ フ ・ ニ ュー ガー デ 
ン が 優勝 。2 位 に ロッ シ 、 3 位 に 丈 磨 
琴 昌 / ゴ * 選 議 マク ラー レン の CEO ザ ッ 
フラ アラ ウン 早 り 2021 年 に も ル 

マン に 参戦 する 意向 で ある こと を ピ 明 ら 
か に 
第 3 戦 富士 24 時 間 決勝 
ラク 二 ト 
症 記 /( 匠 較 第 7 戦 ポ ルト ガル デイ 1 
SS8 一 13 が 行なわ れ 、 タ ナッ ク が 首位 
を キー アク 2 普 手 に に ニク 3 韻 手 に テ 
ィ エ リー・ ヌ ー ビ ル (ヒュ ンダ イ i20 ク 
ー ペ WRC) 


6/2 [sun1 


ド 1 ハー ス の グロ ー ジ ャ ン と 

K2 ク 4 ンプ ンー KR シン クル リン 
ド 上 で 4 番目 に 速い と 確信 

INDYWM 第 8 戦 デトロイト チッ プ 
の カカ ウン の 2 ドク クシ) 合 
勝 。2 位 に シュ ミッ ト ・ ピ ー タ ー ソ ン ・ 
モー ター スポ ー ツ の マー カス ・ エ リク ソ 
ン 、3 位 に チー ム ・ ペ ンス キー の ウィ ル 
s パワ ー 
還 記 ゴ * 駐 較 し マン テス ト デ ー 
TOYOTA GAZOO Racing の 8 号車 
SOS0MOIg ZN 2 の ウシ ョ ッ ノ 
ブ エ ミ ノ 中 嶋 一 臣 プ フェ ルナ ンド ・ ア ロ 
ン ソ ブレ ンド ン ・ ハ ー ト レー) が 総合 
トッ プ タ イ ム を マー ク 。 同 7 号車 (マイ 
ク ・ コ ン ウ ェ イ ノ 小 林 可 夢 偉 / ホ セ ・ マ 
リア ・ ロ ロペ スプ ハー トレ ー) は お よそ 
0.8 秒 遅れ の 総合 2 番手 タイ ム を 記録 
琴 記 りり / ゴ * 罰 議 し マン の テス ト デ ー が 
開催 され た サル テ ・ サ ー キ ッ ト で 、 セ ッ 
ショ ン 開 始 前 に 水素 燃料 電池 を 搭載 し た 
プロ ト タ イ プ マ シン 「『MissionH24| が 
走行 。13km 強 の コー ス を 2 周 走破 し た 
第 3 戦 富 士 24 時 間 決勝 


フィ ニッ シュ 1 号車 GTNET GT3 
GT-R (浜野 彰彦 星野 一 樹 / 藤 波 清 斗 
ノ 平 峰 一 貴 ) が 総合 優勝 し 、2 連 穫 を 飾 
っ 

中 |:( 拉 第 7 戦 ポ ルト ガル デイ 3 
SS1620 が 行なわ れ 、 タ ナッ ク が 優勝 。 
ら 億 違 ス 二 ル 証 9 全 に 上 パス ニレ ルン 
オジ エ (シト ロエン C3 WRCO) 


6/7 rmi 


| オー トス ポー ツ 」 No.1508 発売 


6/8 [sct] 

INDYW 第 9 戦 テ キサ ス 
唱 E3W 第 3 戦 岡山 
還 有 7 較 還 第 3 戦 ミ サ ノ 


6/9 [sun1 

F1 第 7 戦 カ ナダ GP 
FE3 第 3 戦 岡山 
古 較 剛 第 3 戦 ミ サ ノ 


6/14 rf 
還 昌 中華 第 8 戦 イ タリ ア 


6/15 rsen 


国 記 (ev 夢 証 最 終戦 し ・ マ ン 24 時 間 ス 
ター ト 
還 記 (中 議 第 8 戦 イ タリ ア 


6/16 sn 
細 記 ミコ e 層 最終 戦 し ・ マ ン 24 時 間 フ 


ィ 三 クン ョ 


還 昌 に ( 引 議 第 8 戦 イ タリ ア 


6/21 [fi] 


| オー トス ポー ツ 」 No.1509 発売 


OFF SHOT 


6 月 の 開催 な が ら 天 候 に 恵まれ 、 今 年 も 
キャ ンプ 日 和 と な っ た 富士 24 時 間 。 レー 
ス を 見 な が ら キ ャ ンプ する と いう スタ イ 
ル は に は 定着 し つつ ある よう で す 。 ち な み に 
SE2 ク ラス で マツ タ ド アク セラ を SE5 
ウラ 4 用 日 に EID の 
NOPRO さ ん の ピッ ト 入 り 口 に は 、 キ ャ 
ンプ を 楽し む S 耐 マス コッ ト 『 す ば ー く 。j 
が 。 サ イズ 感 も ぴっ た り で 、 完 成 度 は か 
な り 高 し 。 も し か し て 来年 は も っ と レベ 
ル ア ッ プ す る ? 


※ こ の ペー ジ の 情報 は 6 月 1 日 ( 土 ) 時 点 の も の で す 
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M O TOR SPORT 


2 年 連続 で 富士 24 時 間 の 現場 に お 
邪魔 し た 。 会 場 に 訪れ て いる 観客 の 皆 
さま は 、 それぞれ が 24 時 間 の 上 手 な 過 
ご し 方 を 見 つけ 、 2 年 目 に し て すっ か 
り 定 着 し た 印象 を 受け た 。 そ こ で 習得 
し た ノウ ハウ が 活か され て いる の か 、 昨 
年 の 富士 24 時 間 以 降 スー パーGT や 
スー パー フォ ー ミ ュ ラ の 開催 時 も 明 ら 
が か に デン ト の 数 が 増え くい る の は 嬉し 
い (うら や まし い ) 限り だ 。 自 分 も 来 
dE 直 還 iC 月 由 市 肘 93RY 
ンプ を 楽し み に テ ント を 持っ て 富士 へ 
遊び に 行き た いと 素直 に 思っ た 。 

(田中 ) 


[ ル ・ マ ン は 鈴鹿 10H の “練習 "だ 
G 思 5 ま 9 川 目 の の ラッ クタ ク (0 
し か 興味 が な いん で す よ 」。 別冊 | ル ・ 
マン 24 時 間 完 全 ガ イド ] 取材 の た め に 
訪れ た 丸の内 の オフ ィ ス で 、 木 村 武 史 
氏 は 吾 々 と 語っ た 。 な ら ば 初 走行 と な 
る サル ト ・ サ ー キ ッ ト 攻 略 に つい て 不 
安 は な いか と 聞く と 「 大 丈夫 だ と 思い 
ます 。 僕 、 走 り 屋 な ん で 公道 は 得意 で 
9 中 AFIPiC まう の に 軽く ちえ ん 
て いる か の よう に 伝わる か も し れ な い 
が 、 そ の 実 す べ て は 級 密 な 計算 に 基 づ 
いた 発言 で ある こと が 、 取 材 を 進め て 
MAC さき 8 ルマン と いう 坦 
所 へ の "思い入れ" が 無い だ け な の だ 。 
まさ に 自動車 冒 険 隊 "で あり “カー 

イ ”。 彼 の 挑戦 を 、 し っ か り と 追っ て 


戸 〇 O 民 TA L 回 
aS-Web.jD 
の 7502 つの に (今年 は 本 誌 で 


の プレ ビュ ー 企 画 が で きず すみ ませ ん 。 
別冊 よろ し く お 願 いし ます ! な か の ) 


富士 24 時 間 、 お 疲れ 様 で し た 。 毎度 
の こと で す が 、 僕 ら の 24 時 間 は レー ス 
フィ ニッ シュ 後に スタ ー ト で す 。 僕 の 
仕事 の 進捗 具合 は まだ スタ ー ト か ら 2 
時 間 も 経過 し て な いく らい 。 し か し す 
で に エン ジン が 不調 気味 。 こ の まま り 
0CG き れ は どん な に 楽 か と 思う 
つ 、 と りあ え ず コー ス 上 に ステ イ し て 
いま す 。 と に か く 、 関 係 者 の みな さん 、 

今年 も 大 変 お 療 れ 様 で し た 。 
(きゃ りー) 


珍事 件 は 突然 や っ て きま し た 。 パ ス 
ポー ト を 更新 する た め に 書類 も 書い て 
写真 も 撮っ て 、| 今 年 こそ 海外 に 旅行 行 
こう | な ん て ウキ ウキ で 市 役所 に 行っ 
た ら 受 付 の 人 か ら 信 じ ら れ な いひ と 言 
が 。 | 本籍 合っ て ます か ?」 と 。 な ぜ 見 
ず 知ら ず の 人 に 本 籍 を 疑わ れ て いる の 
だ ろう 。 外国 人 だ と 思わ れ て る の か ? 
| どう 見 て も 日 本 人 で し ょ ?」 と 言葉 が 
喉 ま で 出 か か り ま し た が 、 我 慢 し まし 
た 。| 念 の た め 確 認 さ れ た 方 が いい で す 
よ 」 な ん て 言わ れ た の で 親 に 電話 し た 
と ころ" [本籍 な ら 変 わっ て る よ 。3 
年 ぐら い 前 に 」。 (知ら な か っ た 。 その 後 
無事 に 更新 は 完了 し た の で し た 。yukg) 


3 as Bridge ~ コー ス の 内 と 外 を つなぐ で 「 い ま 」 の 話題 
5 The moments. 一 一 - 永遠 の 瞬間 


レー ス を も っ と 楽し くす る 


[佐藤 丈 磨 の 第 103 回 イン ディ 500 ] 
31 番 手 か ら 3 位 へ の 「 レ ー ス クラ フト | 
35 レー スレ ポー ト 

Round 3 SUZUKA GT 300km RACE 


” 鈴鹿 は NSX レク サス 


16 関 ロ の 忘 と エン ジニ ア の 隠し 味 プ カ ル ソニ ッ ク GT-R の 課題 ほ ヵ 
20 新 田 を 興奮 させ た 晴 南 の "非常 識 "・ な パッ シン グ ほ ヵ 

22 GT500 プ GT300 レ ー ス レポ ー ト 

26 GT500 タ イム チャ ー ト 


28 甘 語 3 計 当 Round 6 モナ ュ cP スク ー デ リア が 犯し た 罪 ヵ 
38 WHRC 第 7 戦 ボルト ガ ルン FIA-F4 第 3 戦 鈴鹿 ぉ ぁ 
52 連 和 覇 を 呼ん だ 大 脱走 


。 eZ2e772 の 67772 の 〇 @7272 の 
[Part 3 イン タビ ュー 日 本 人 が 彼 を 愛し た 理由 ] セナ が 願う |「 ホ ンダ と の 約束 」 


FEATURE 


20 [イン タビ ュー] 井上 隆 智 穂 FIA を 無視 し た 結果 が コレ だ ( 汗 )! 
58 [イン タビ ュー] 中 野 信 治 一 日 本 人 ドラ イ バ ー は な ぜ せ 欧 州 で 苦し むか ? 
[eT300 “ROOKIE "DRIVER INTERVIEW] 小暮 卓史 


” 変わ ら な い 、 緊 張 感 。 
72 [イン タビ ュー] ロス ・ ブ ラウ ンー 密 狼 者 上 が り の 番 人 


- 電 1RREGULAR 
34 BBSXSUPER GT ELITES_Vol.3_CERUMO 


[不定 期 連載 ] 信人 祝 流 ピリ 辛 市 販 車 イン プレ 
ベー スマ ン ン 一 両断 ! TOYOTA Vitz 


51 チー ム ス ー パ ー ラ イセ ンス の 挑戦 2019 Vol.2 

56 What Will the Team Make? B-Max Racing with motopark Vol.1 
75 2019 SUZUKA 10 HOURS Check Point Part 1 

76 [連載 ] 松下 信治 Be the EAGLE_LAP 4 

77 SUPER FJ フォ ー ミ ュ ラ 登竜門 か ら 頂 点 を 目指 せ ! 

78 JSPORTS 一 一 - 見 逃 せ な い モ タス ポ 番 組 が 目白 押し ! 


44 


REGULAR LUbbK5= く IOWOmOmOm9 ら |(|.0 く くく WW 


46  F1 DEEP NETWORK 

47 from Worldwide Pressroom 

48 全日 本 MS 会 議 ノ あの 日 の ボディ ウム 

49 auto sport before & after 

81 [連載 ] クル マ と レー ス を 感じ る コラ ム ピッ ト ・ イ ン 一 一 一 いし いし ん じ 
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ぐ わら 7 ん 7 どど 7 ゞ の. 


ブラ ノブ 


と ファ アフ アピ / の / ン ラフ ァ ノ ピー 


金丸 穫 、 


018 シ ー ズ ン に スタ ー ト し た FIA リージ ョ 
ナル F3 シリーズ 「F3 ア ジア ンチ ャ ン ピ オ 
ンシップ | に 、 前 身 シ リー ズ の と きか ら 、「 ア ジ 
ア 人 ドラ イ バ ー の 育成 |] と いう コン セプト の も と 
で 戦っ て いる チー ム ス ー パ ー ラ イセ ンス 。 今季 は 
カー ト の 国際 戦 や ワー ルド シリ ー ズ フォ ー ミ ュ ラ 


テン 


V8 3.5 な ど 海 外 レ ー ス の 経験 豊富 な 金丸 悠 が 加入 。 


[フィ ー ド バッ ク も いい し 、 常 に 上 位 で 戦え る 力 
が ある 」 (松浦 地 亮 監督 と チー ム か ら の 評価 も 
高く 、 前 大 会 マレ ー シ ア ・ セ パン で の F3 ア ジア 
デビ ュー 戦は 上 位 で の フィ ニッ シュ が 期待 され て 
いた 。 だ が 、 2 人 台 体制 で 臨ん だ セパ ン で は 2 人 台 と 
も スト レー トス ピー ド に 伸び を 欠き 、 人 金丸 は 8 位 、 
7 位 、8 位 と 不満 の 残る リザ ルト に 。 第 2 大 会 久 
イ ・ ブ リー ラム 戦 に は 表彰 台 フ ィ ニ ッシュ を 目標 
に 臨ん だ 。 

し か し 、 ブ リー ラム で も スト レー トス ピー ド の 
差 で 上 位 勢 の 後塵 を 拝 し 、 予 選 で は Q1、Q2 と も 
9 番手 に 。 巻き返し を 期し て いた 決勝 レー ス で も 、 


ビー 


コー ナー で は トッ プ 勢 と まっ た く 有 競 色 な い タ イム 
で 走れ て いる に も か か わら ず 、 コー ナー 立ち 上 が 
りか ら の 加速 と 伸び に 鋭さ が 見 られ な い 。 苦し い 
展開 を 強い られ て いた が 、 1 レー ス 目 (レー ス 4) 
と 3 レー ス 目 (レー ス 6) で は 何と か ふた つ ポ ジ 
ショ ン を 上 け げ 、7 位 で ヲ ィ ニッ シュ と な っ た 。 
[コー ナー 入口 か ら 出 口 ま で 上 位 勢 と 変わ ら な く 
走れ て いる 感じ は ある の で 、 悔 し いで すね 。 最後 
の レー ス で は 最高 速 で 4km/h 差 くら いま で 詰 
て いけ た の で す が 、 中 間 の 加速 が まだ まだ 。F3 
アジ ア で は セッ ティ ング で きる 領域 は 少な い の で 
す が 、 ま だ 試し て いな い 領 域 も あり ます 。 成績 は 
納得 で きる も の で は あり ませ ん の で 、 な ん と か い 
いも の を 見 つけ られ れ ば と 思っ て いま す 」 (金丸 ) 
チー ム 全 体 の 大 き な 課 題 の ひひ と つと な っ て いる 
スト レー トス ピー ド を 改善 で きれ ば 、 す ぐに で も 


上 位 で 争 え る チー ム 力 と ドラ イ バ ー の 速 さ が ある 。 


[いち 早い 修正 を 目指 し て いま す 」 (松浦 監督 ) と 、 
チー ム も 全力 で 改善 を 急い で いる 。 


〇 O AA 5 月 7) ア P 


挑戦 01 ヨ ol2n 


は 手 の 届 く 位 置 に 


に っ 
| 
ーー 


』 
し コロ トー 
1 トー 
に 折 5 
| - 4 


SS ーー 


(上 ) F3 Asia の 車両 の キ 
ャ ラク ター を すでに つか 
ん で いる 金丸 。 や は りあ 
と は セッ ティ シグ が 浮上 
の カギ 。( 下 ) セ パン 、 ブ 
リー ラム と も 自身 初 走行 
だ が 、 そ れ を 感じ させ な 
か っ た 。「 ブ リー ラム は 好 
き な タ イプ の コー ス だ っ 
色 ] と いう だ けり に 上位 炎 】 
賞 を 望め る レー ス だ っ た 。 軸 ーー ーー ン 


Race 4 19 周 Race 5 20 周 Race 6 20 周 
Pos. No. Diver Na Teqm Iime /Gap Beslime Pos. No. Drive Na Team Iime /6ap Besllime Pos. No. Diver Naqt. leam Iime /Gap Bestlime 
1 1 Ukyo5A6AHARA ]PN Hitedh GrandPmx 30137219 134"669 1 2 jaDOOHAN 6B Hifeh 6rand Piix 3132"604 134'322 1 1 Ukyo5ASAHARA ]PN Hitedh Grand Pix 31327259 134'305 
2 2 jkDOOHAN 6B Hifedh6rand Pi 4068 135"175 2 1 UkyoSASAHARA JPN HiedhGrandPix 97260 1347476 2 2 jkDOOHAN 6B Hieh6rqndPix 10'566 134'648 
3 5 (AO7huo (HN Asolufe Radng 14124 1357288 3 5 (AO7ho (HN Absolute Radng 137790 134792 3 986 BiendonlEIICH NZ BhdkArts Rdng 277494 134"]93 
4 15 Eshan PRI IKA Ahsolufe Rdng 17"885 135"199 4 15 EshanPERI IKA Ahsolufe Radng 20"084 134"849 4 15 EshanPERI IKA Ahsolue Radng 32'477 135"821 
5 86 BiendonlEITCH NZ BlckAfs Rqdng 263679 135746] 5 12 Arfon SIMMONS 6B Pinnadle Moorsporl 207540 1347"675 5 4 YUKui (HN 7/en forspor 33637 135"7620 
6 12 Afon 5IMMONS 6B Pinnadle Moorsporl 29306 135766 6 4 YUKuei (CHN 7/en Moforspor 257760 1357367 6 12 Arfon SIAMONS 6B Pinnadle Aotorsport 417434 136"155 
7 95 TomBECKHAUSER (ZEF BlckArs Rqdng 34557 135"258 
8 33 Akqsh60WDA IND SportAsia 39427 136'654 9 85 AkIKOYAMA JPN B-Max Radng Tenm 34'565 135"653 9 95 TomBECKHAUSER (ZF BldkArs Rding 42"508 135"816 
9 85 AkiKOYAMA JPN B-Max Radng Tenm 44211 135"989 9 5 (AO7huo (HN Absolute Radng 437772 135"513 
10 4 YUKuqi (HN 7enAoforspor 46'802 136'684 10 33 Aash60WDA IND 骨 SportAsia 39"832 136'014 10 16 ThomosSMIH 凡 ? Pinnadle Motorspor 46962 135797 
人 1 95 TomBECKHAUSER (ZEF BlckArs Rqding 1377332 135"975 1 44 PaulWON6 (WM HKG 852 (hallenqers 1lnp 138"217 1 85 AkiKOYVAMA JPN BAax Rading eum 53780 136"273 
12 44 PaulWON6 () HKG 852 (hallenqers 1]lnp 139"343 DNF 9 ThomaslUEDI(M HKG BluckAts Rading 9lps 138"202 12 33 Ash60WDA IND SportAsia 100'300 136"056 
DNC 9 ThomslUEDI(W HK6 BlackArts Radng 2Ips。 137"252 DNF 86 BendonlEITCH NZ BlckArs Radng 13 lpy 134"954 13 9 ThomaslUEDI (A) HK6 BlakArs Radng 126"833 137"276 
DNC 16 ThomasSMTH 凡 $ Pinnadle Moorspor DNF 16 ThomansSATH 凡 $ Pinnadle Moorspor 14 44 PaulWON6 ( 刀 HKG 852 (hqllenqers ]lnp 139'321 


り 1 


川 I 世 EDGE 


妥 町 有人 箇 崩 人 月 太 24 助 75 


田 字 公 導い 
vN・ 藤 途 悦 剖 R、 


仙 革 や 民 K 居 唱 際 で 聞 S 嘆 軍 や 人 
祥 時 田 季 @ の ヒン ロト 公 雷 上 風 め 編 i@ つっ! 
有 Q 倒 下 貴 中 つ し うっ 86G 話 軍 ボ ロ 
こく TIIA 心 骨 で 抽 YS し じ 鷲 記 由 けし じゃ 建 剛 較 下 


Text : や 選 補 SS (Naoyuki Hata) 
Photo : 相田 記 く (Kazuhisa Masuda) ヽ 田 下 喜 (WatgmMm 加 8 
震 革 陽 士 (Takashi Ogasawara) 


回 mG 態 理 JJSSte | 岬 寺 の つ a- 
て N 山 尼 上 ロ 〇 避 功 ペーK| に 
圏 臨 | 癌 ロー つつ) AH て ミド 
^G 上 秋 紀 筑 - 抽 HHG 換 連 明 江 " Nm つ 
に し 如 い で ロ 肝 性 | 四 史 守 NNS ウ ヒデ ロ 
テー の ヒ c の の F - 公 。 珈 臣 S 可 責 
『J-JaJSS で ST や ミ て 中 で 午 
所 り 避 四 押 きっ 田 浴 る 会 NG 画 


選 ^QG 授 ロ ]Q せ 宙 会 記入 ロロ 
ペー へ へ 心 の F - 選 の 上 Oo8 テ と の 7 
セ S さ で 嘱 替 庄 じ 。 画 中 の 公選 0G 
中 の 〇 の F - 亡 の ヒ 上 O の し S ひ し や 受 と 
QOS NG 押せ 由 民 G 聖 高 壮 玉 さ 。 S 
Q 公 OhMhpK 一 ミー ウ ヒ し テン の 
所 Q や レム っ te 画 臣 代 お け ” 総 や で 虹 ン 
K@JFJNGY 0OQ 晶 吐き さ 香 日 條 一 
G 引 RSIhN そ AN ト SRD 交 G 己 ヨ 箇 
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M ル 77 


い ミ トド 衣 rteG 公 避 つ 玖 " し 0 
区 つく KI ト ハー し | 公民 し じ 会 Q 且 で 
P レ っ で 咽 臣 で 会 Q。 爺 識 PNG 氷 <K 全 
誤 で iQ っ J[ 舞 っ し っ おき っ し つ ゃ 心 避 ] 
うり 交 地 や ロロ" 選 ゴ や 表示 け 全 やつ せ 
NN で せく ペー ンー 会 QGー 臣 G 
で て て さ 間 燥 つつ 玲 如 っ 居 他 30p 間 O 
tn 会 NTJ き で NR ・ 躍 ・ 中 ー 
さ 、 ホー ペペ マイ 革 は N0 妹 人 " 
や つじ し ゃ ユー ンー 居 鐘 ン 泡 有 公 得 Ne” 場 
明 .) つ し 上 区 一 KI ト エ ハ て 8 お し” QN4 
け 3 の 全く 押 倒 っ? 


JIJIQ 全 - ふ そ ロ いい ペー へ や 


つ 尋 名" 


Jp 皿 回 叶 玉 D せ た 
円 胃 ロ 8 | 李 思 古 7 


公 人 ONP 語 や 人 ン で 表 語 wu 員 加 つも 
iQ っ J っ ntJNQ の 舞 皿 G ミ ー ト TAK 


ふ ャ エエ 必 潮 6 庄 " 
ボー 公正 本 
思 会 0 し じ っ い し つ 
く ぐ ト 他 OCG レ うっ S 


AFP くい) 
] 


ッ サ ン GT-R GT3 が 参戦 し 


その うち 唯一 最新 モデ ル を 投入 し た の が TAIROKU 


年 の 富士 24 時 間 に は 3 台 の 


今 
だ が 、 


へ 


HHN ロ I ヘ て 6GK で て 


^ の トー ロー 
nQG 和 2 NG 
で の 8 で 公選 公 


乗り 込ん で きた 
GT3 は 24 


計 さ れ て いる た め 、 


ご 
に ] 


勝る マシ ン に 加え 、 生 け 


3 ばか 0 いい 


彼ら は 戦闘 カ ( 


る 伝説 本 山 哲 も 投入 し 、 必 勝 体制 で 富士 ( 


えば 、 レ 


年 は 3 台 ( 
ABS 周 り の の 突発 的 


# 増加 。 こ の クラ ス は 2 号車 KTM 
A クロ ス ボ ウ と 3 号車 メル セ デ ス 


| AMG の マッ チレ ー ス と な っ た 


ギヤ ボッ クス トラ ブル が 発生 。 世界 的 に 見 て も 、 GT-R 


GT3 の ギヤ ボッ クス トラ ブル は 珍し い 部 類 だ 。 


時 間 レ ー ス を 完走 で きる こと を 前 提 に 設 


回 は 不運 だ っ た と 
と 
今 


RACING だ っ た 。 


が 、 
(人 SUG9 ク ラス を 。 


レコ 
人 
( 左 ) 昨年 は 1 台 の み だ っ た 
2 号車 は トラ ブル で レー ス 
/ 六 | 制 し た 34 号 車 RC350。 ト ラブ 
ル ら し い ト ラブ ル と 


ー ス 前 半 ( 
嗣 な エラ ー が 原因 で 喫し た スピ ン 


SNSZ ク ラス だ か 、 


\ が 、 
を 終え 7 


7.098s4W22 


の み だ っ 6 


し さっ 公 。 RI 上 帳 会 @ ホ トー て 
ぬ 可 っ 公 ち 4HR 峰 相 Y N ト K て D トー 
ペー へ し 期 村 Nesp て 選 の 公 で 
界 せ 陸 や 4HR 則 相 G 選 "中 由 や 8 公 
い 会 


Gt で QBN で 志 人 S 個 つつ" 
NGXRIRNwW7 画 臣 Q 和 を In マ て 


ー ぶ 部 近 じ 軸 NN く で NN" 


「S で し 除 路 会 避 シン で つつ 87『K 選 7 


人 /2C7/7/| 


村民 ” 聞 窟 ペー ド 中 っ 名] 
nv? K 昭 稀 J「 還 を いし 一 | で 
レ S ぐ で GS 公 で 0 SG ホー ベレ っ の や 
思 や つっ Ss 会 Q 緒 いり し 丸 会 QSS ペ 
つ を 5 っ し つ ゃ 心 公 ] 

咽 記 せき 選 け Non 衣 0 レ Sie" TJG 
< く TNIIA や や せ 地 つ ン や の ヒン ロビ 篤 
地 3Q 福 ) セ Ne ホー スベ G 1 普 科 で G け 
ICECAJ 肖 SESESA0E で ん 

ふ ェ で ロ い ペー へ A へ や G 北 只 全 Q セ 
で や” 悪 惑 中 和 仙 ぐ SNe ホ ー ス 会 愉 生 で 
い 稚 で ロ 公 6 し レ っ い 6GRS” 獅 視 ボロ 
舞 倒 坦 Ne ロ や 公 全 で で Q 物 田 2nt6 で いけ 記 
*0 敵 や S っ 朱 眼 GS 公 ” 掴 唱 井 2 店 


KM2s8g 


Q で し っ いひ 選 各 で ロ い ペー ハハ や お" 


貞 さ Q 葉 還 屋 で SFO は 刻 中 


いさ 色 融 HH” ト J で 部 李 せ 氷 つ 上 


[で soaJmt3QDTN さ か キー 令 
cie 舞 選 し 。 明 還 さ 誤 表 り 鞭 瞬 も NG 
ぐ 3JI っ 玉 会 や し ′ 貼 押 や 泊 つ し 
8 K リ ローテ し 時 表 り 選 で で 公 で 
刀 8 邊 SG^ 苺 斬 ロ 薄 じ 忌 さ 所 全 <Q 
st) っ JJ し ゃ で 一 | 振る Se 
皿 し 衣 C 丸 咽 世 ? く 旧 還 ペーK せ ^ 玲 
0 ちや し 沙 きっ ト JJ 陣 局 つ ? 


5J 


苦節 2 年 あま り 、 ようやく 登っ た 最上 段 


カメ で は 勝て な い 状況 で も 
前 を 追わ な いと いう 選択 


PCOOOTOUUUEELLLUUELLULUULELULUKELULULLULLMLLUALMLUMLULULLUUUMMLMLULULLIIMLLUUMMMLMLLLLLMLLLIUMMLLLLLULLUMMMMLLULLIMUULULUUMLLULUULLLULUUMMMMLUUULALLLULLLULLLLLMLLLULUL2 


Text : 上 坂元 宏樹 (Hiroki Kamisakamoto ノ 本 誌 ) 


| 3 年 目 で や っ と 勝て た な 」 と 、ST-TCR ク ラ 

ス 優勝 を 飾っ た Team DreamDrive の 竹田 
直人 が 感 民 深 げに 語っ た 。 同 チー ム は この クラ ス 
が 設立 され た 当初 か ら 参 戦 を 継続 し 、PP、FL、 
表彰 台 を 獲得 し て きた 。 唯一 クラ ス 優 勝 だ け は ゼ 
ロロ だ っ た が 、 つ い に 待 望 の 初 勝利 を 手 に し た 。 

レ か じ し 、 て その道 相 は 楽 な や の GMA AS ml 
周 目 の A コ ー ナ ー で 他 車 と 接触 し 、 ス ピン 。 こ れ 
で 足 回 り の バラ ンス が 月 れる と 、 レ ー ス 後半 か ら 
は ギヤ ボッ クス に も トラ ブル が 発生 。 さ ら に 、 
KCMG の 501 号車 シビック TCR が 「 異 次 元 の ペ 
ー ス | で リー ド を 広げ る 時 間 帯 も あっ た 。 

し か し チー ム に は 焦り は な く 、「 追 お うと は 思 
わな か っ た 」 (白坂 重 也 ) と いう 。BoP が ホン ダ 
勢 に 有利 に 働い た た め 、 コ ー ス 上 で 無理 に 戦 お う 
と は 考え ず 、 事 前 に 設定 し た ペー ス で 走行 。 そ の 
甲斐 あっ て 、 レ ー ス ペー ス は 昨年 比 で 1 秒 以 上 速 
く な っ た こと も 影響 し 、 ライ バル が 倒れ て いく な 


か 、DreamDrive の 45 
号車 RS3 は 致命 傷 を 負 
うこ と な く 、 周 回 を 重ね 
いっこ この 点 に つい 
て 白坂 は | これ まで | 壊 
れる 』 と いう 部 分 で 泣い 
て きた の で 、 あ る 和 欄 度 の 限界 値 を 知っ て いた の は 
大 きか っ た | と 説明 。 さ ら に アン カー を 務め た 田 
ヶ 原 章 蔵 は | 去年 は ゆっ くり 走っ て いれ ば 周り が 
消え て いっ た 。 で も 今年 は カメ に 徹し た と ころ で 
絶対 に 勝て な いこ と は 分 か っ て いた 。 それなり の 
ペー ス で 走り な が か がら 作 え る と こころ 8 加え た 6 
作戦 どおり の 勝利 だ っ た こと を 明か し た 。 

| 愛 れ まで は チ クリ クム レー ス が シリ CU 
今日 は すべ て の 歯車 が ピタ ッ と 噛み 合っ た 。 ク ル 
マ の 歯車 は いく つか な く な っ た けど ( 笑 )」 

2017 年 開幕 戦 も て ぎ か ら 苦節 2 年 祭り 。 勝 利 
の 女神 は 富士 で 待っ て いた 。 


"る 奏 ク ラシック " の エキ シン ビジ ョ ン レ ー ス が 冨士 で 開催 


当時 の 人 が 、 当時 の クル マ で 、 み ん な に 手 を ふる 


Text : 上 坂元 宏樹 (Hiroki Kamisakamoto ノ 本 誌 ) 


也 が 新た な 挑戦 を 実行 に 移し た 。 そ の 名 も 

『 ス ー パ ー 耐 久 ピレリ ・ ク ラシック チャ レ 

ンジ ]』。 来年 に 始動 予定 の “S 耐 クラ シッ ク ” の 
エキ シビ ジョ ン レ ー ス が 富士 で 開催 され た 。 

今回 の クラ ス 編 成 は か つて シリ ー ズ で 走っ て い 

た 競技 車両 な ど が 属す る 『S 耐 & レー シング カー 

クラ シッ ク 」 と 市 販 の 国産 & 輸 入 車 が 属す る 「 ネ 

オク ラシック 』 の ふた つ 。 前 者 に は S 耐 TV の 解 

説 で お な じみ の 福山 英朗 氏 も 参戦 し 、1996 年 に 

砂子 鞭 長 と と も に ドラ イブ し し た FUJITSUBO 
スカ イラ イン GT-R の ステ アリ ング を 握っ た 。 


福山 氏 と 砂子 鞭 長 が 走ら せ た FUJITUBO GT-R。 比較 的 新しい クル 
マ と は いえ 、 当 時 の 性 能 に 復帰 させ る の は 難し か っ た と いう 。 


247z//s( の /2/ が の 


福山 氏 は | チャンピオン を 獲 っ た こと も あっ て 、 


僕 の キャ リア を 彩っ た メモ リア ルカ ー の 一 台 で す 
ね 」 と 目 を 細め る 。 現役 を 退 い て 久しい クル マ の 
た め 、 当 時 の 6 割 程度 の パフ ォ ー マ ンス だ っ た と 
いう が 、 さ ま ざ ま な 思い や 記憶 が 去 来 し た 。「 ピ 


ッ ト か ら 出 る と き に エン スト し ちゃ っ た ん で す よ 。 


実は 当時 より クラ ッ チ が つなが る 位置 が 奥 に な っ 
て いた ん で す 。 逆 に 言う と 、 当 時 の リズ ム を 、 ま 
だ 頭 と 身体 が 覚え て いる ん で すね 」。 


SIPERTIANYU 世 DGE 


7.09854W22 


(上 ) スタ ー ト 直後 の 接触 に つい て は 「24 時 間 の レー ス が 、 ま さか 
の 3 コー ナー で 終わ る と ころ だ っ た 」 と 3 人 は 笑っ て コメ ント 。 さ 
ら に [あれ で 送 に リラ ックス で きた か も し れ な い 」| と 田 ヶ 原 は 振り 
返っ た 。( 下 ) 一 方 、 ホ ンダ 勢 は KCMG を は じ め 速 さ を 見 せ て いた 
が 、 今 大 会 で は トラ ブル が 多発 。 速 さ が アダ に な っ た か ? 


と 始動 し な いな ん て こと も あり まし た し ね 。 す ぐ 
に 壊れ て し まう し 、 速 く < 走 ら せ る に は 技術 が いる 。 
作る に し て も 走る に し て も 、 創 意 工夫 の 塊 だ っ た 
ん で C 9。 ラ 目 来 う っ く II あ 5 レイ ンク の 9 
うだ っ つ だ なぁ | と 思い 当 靖 まし 

今後 参加 者 が 増え る と いう 噂 の S 耐 クラ シッ ク 
だ が 、 福 山 氏 は 「 速 さ を 競 う 場 に は な っ て ほし く 
な い 」 と 語る 。| 当 時 の 人 が 当時 の クル マ に 乗っ て 、 
みん な に 手 を 振る 。 そ ん な 牧歌 的 な 窪 囲 気 を 残し 


[当時 の マシ ン っ て いま と 比べ る と 未完 成 な も の 。 つつ 、 盛 り 上 が っ て ほし い 」。S 耐 に は そん な 思 


で し た 。 一度 エン ジン を か け そ こ な っ た ら 、 二 度 


影山 正彦 & 正 美 は 、 兄 弟 そ ろ っ て レイ トン ハウ ス サ ニ ー を ドラ イブ 。 
後半 に は ラン デブ ー 走 行 を 披露 し た 。 


Is4/g//s( の /2/ が の 


い を 流 み 、 育 ん で いけ る 土壌 が 整っ て いる 。 


BMP5500 六 


2 や ーー 
MORIZO こ と トヨ タ の 豊田 章 男 社長 は 、 息子 の 豊田 大 輔 と トヨ タ ・ 
アル テッ ツァ を シェ ア 。 同氏 は 開始 前 に は トヨ タ 2000GT に も 搭乗 。 


7.09252W272 
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Photo : OLLIE/ORIHARA ノ 小 笠原 貴士 (Takashi Ogasawara) 


2019 ビレ リ スー パー 耐久 シリ ー ズ 第 3 戦 富士 24 時 間 クラ ス 別 リザ ルト 2019 年 6 月 1 一 2 日 天候 : 曇 り ノ 路面 : ド ライ 


GTNET MOTOR SPORTS 24:00'57"374 


浜野 彰彦 星野 一 樹 / 藤 波 清 斗 ノ 平 峰 一 貴 


801 


MP Racing JOE SHIND0 プ 柴田 優作 富田 竜一 郎 / 高 田 匠 影山 正美 上村 優太 774 


300 | TAIROKU RACING GT-R GT3 TAIROKU RACING 山口 大 陸 /Harrison Newey ノ 本山 哲 / 高 木 真 二 /Nicolas Costa 761 24:01 14"833 
DNF X WORKS R8 X Works TSE Ka Hing/SHINYA SEAN MICHIML/Shaun Thong/Marchy Lee プ TANG Philip 55 


ENDLESS AMG GT4 ENDLESS SPORTS 内 田 優 大 / 山内 英輝 高橋 有 ノ 山田 真 宮 742 


石原 将 光 プ 坂本 祐也 池田 大 祐 余 郷 敦 福 田 幸平 721 


24:02'05"823 


4 22:30'13"208 


24:02' 17"990 


24:02 27"504 


回 回 
回 
ロ 
回 
紀 
回 
5 
GQ 
3) 
で) 
回 
ミ 
紀 
回 
記 
m 
員 
選 
1 


DNF ケー ズ フ ロン ティ ア SYNTIUM KTM KTM カ ー ズ ジャ パン 


飯田 太陽 / 小 林 崇 志 加藤 寛 規 ン 濱口 弘 プ 高橋 一 策 


190 6:06 57"390 


45 BRIN・NAUB RSS LMS 


Team DreamDrive 竹田 直人 ノ / 白 坂 卓也 ノ 田 ヶ 原 章 蔵 
Adenau Philippe Devesa/ 密 山 祥 吾 Jake Parsons ノ 脇 阪 寿一 


RFC レ ー シ ン グ ふじ い じゅ ん 大 野 尊 久 鈴木 利男 プ 荒 聖 治 718 24:01'47"206 


Audi Team Mars 岡島 秀章 加藤 正 将 下山 征 人 今村 大 輔 松井 猛 敏 691 24:01'33"500 


WAIMARAMA KIZUNA RACING TEAM | 堀 主 知 ロバ ー ト 千代 勝正 安田 裕 信 Lee Junwoo/KIZUNA ノ 山野 直也 691 24:01'59"261 


731 24:01'43"708 
72 


10 IDI GOLF GTI TCR 8 24:02'28"395 


え カノ fine レ ー シ ン グ withRFC 


Phenomen Mars Audi RS3 LMS 


22 WAIMARAMA KIZUNA Audi RS3 LMS 


〇 ) トー 3 
【) 


19 | BRPAudi Mie RS3 LMS バー スレ ー シ ン グ プ ロ ジェ クト 【BRP】 674 | 2401'22r927 
75 | AzIMUTH CMIC TCR 塚田 利郎 ノ 豆 武 喜 和 芳賀 邦 行 / 松 本 和 之 / 清 瀧 雄 ニ ノ 西 村 元 希 24:02'03'506 
DNF | 97 |Moduo cuvc 植松 忠雄 中 野 信治 / 大 津 弘樹 ノ 野尻 智紀 遠藤 光博 273 | gsese'sa4 


D'station Porsche D'station Racing 733 24:01'52"661 


698 24:02'18"913 


678 24:02'04"201 


621 24:0204"504 


619 24:01 17"027 


720 24:02'14"118 


709 


堀田 誠 ノ 阪口 良平 / 坦 優 成 / 新 田 守男 675 | 24:o10om17 
| 4 | eg | hay Green Brave GR SPORT マー ク X | NHGG ご DB 服部 尚 貴 ノ 脇 阪 攻 一 / 吉 田 広樹 平沼 貴之 番場 天 662 | 24:02'39"072 
Le | 
| pF | 


24:01'00"947 


岡部 自動 車 Z34 胡 島 正明 小松 一 臣 ノ 甲野 正武 ン た し ろ じ ゅ ん ノ 古 谷 直広 657 | 24:0z'5g'986 
DNF DENSO Le Beausset RC350 呆 骨 宏紀 山下 健太 ノ 小河 詩 ノ 平川 亮 ノ 平木 湧 也 


97-4 扇 255 


] 坪井 翔 / 中 山 雄一 / 松 井 孝介 ノ 佐藤 公 哉 2402'44"204 
中 山 友貴 / 宮 田 莉 朋 ノ 浦 生 尚 弥 / 菅 流 科 悟 693 | 2401'19'ag 
884 平 中 克幸 / 国 本 序 資 プ HIRO HAYASHI 石川 京 人 674 | 24.oz's4"5o2 
山本 謙吾 Kenny Lee Wan Yuen/Tang Tien Foo Roy ノ 山田 遼 三 島 優輝 鵜飼 龍太 654 24:01'18"021 
116 | アル カ デ ィ ア 号 PRINCEWSS2000 | 7B72・ レ グチ 大 塚 隆一 郎 / 吉 田 靖之 / 仙 波 王 仁 ノ 首藤 哲也 赤星 陽太 郎 ノ 小串 康博 
東 徹 次 郎 /DAISUKE ン 小高 一 斗 ノ 河野 駿 佑 ノ ハマ ダ タカ アキ ン 森山 鉄也 
久保 凛 太 郎 / 細 川 慎 弥 ノ 山口 礼 ノ 鈴木 宏和 根本 悠 生 
| sm leeree 


関 呈 | 隆 叫 WAKO'S TRUST 渡邊 建設 feld WM HPI Vi | アプ ロス レー シン グ 吉岡 一 成 ノ 東 貴史 松尾 充 晃 ノ 上 松 淳一 横尾 優一 / 西 澤 員 哲 545 | 24:o1'13"138 


| 69 | JSRAcNNG 災 FT  。 | ゞ SRACING 。 | 梅本 淳一 窪田 俊 浩 梅田 真 枯 /Nejy Ayad/Iwat Razak 成 必 屋 史 

見 秀文 黒須 聡一 ノ カル ロス 本 田 / 伊藤 裕士 いとう りな / 佐 藤 駿介 e29 | 240z2o'213 

商人 田 政治 / 椿 田 正幸 / 久 保田 英夫 / 高 橋 宏和 MC Hiata DP 
oo oowweweneroo- 
ocos_ emmozsraorg 


28 53 44"501 


631 24:01' 46"893 


LOVE DRIVE RACING ロー ドス ター 岩岡 万 梨恵 小松 寛子 加藤 沙也 香 / 藤 井 順子 仲村 理香 ノ 態 下 愛 香 e22 | 24.01'4"67e6 


7 | 37 | pxu ワ コーズ NOPRO デ ミオ ォ SkY.D 井尻 攻 ノ 辻 か ずん ど ノ 藤原 能成 加藤 芳 賠 / 山 本 浩 朗 / 関 豊 24:01'17"243 
田中 良平 ノ 山 西 康司 大 崎 修悟 木村 貴洋 加藤 与 哉 69 | 2z:2sog"51o 


の What Will ihe Team Make? 
B-AMqax Racing vinh mofopark | wi1 

ーー 龍 た 一 わた 助 シ て 則 表 モン 動 新 SNy 
らき も CS セ トン ショ シタ 

②) 一 に らき シン だ 補 /Y * ト いい 

は は す で レ の れ ジ と い の ! と あ シ 」 シ チー ム 代 表 が 明か す 

f ン 2 呈 ミ 本 ふ ーー ょ ふ 

2 半生 2280P RU グリ (の 6 本:/aeP49 コス 6 be 

ド か B こ ro 究 19 こ 合 前 オ コ ロ "F ラ ン 前 例 ゼ ロ ・ コ ラボ "の 禄 拠 
あと: 人 まる まま - 

/ / > ら AA ボ パ 

の 語 a 一 さ ら - 親 い フ 1 に レ の が 投 権 日 ゴ | 画 代 ン 

チ る x っ と つれ S 交 た ォ ツ ッ 参 | ト B 入 っ 本 ツブ ハエ 

1 や の いる F が モル が 戦 シ ッ , 以 S ス 

ム 情 康 902 は 生 上 ト クッ 全 コン メア Mr タ _EaI ョ ん 
ラー 

CE 和 こ 『 コ O 

ツ 2 な さ o 

一 簡 うほ 変 し に ゲラ っ 規 | | 「 な ` ォ = 
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ナ の 結び つき は 強かっ た 。 す べ て の タイ トル を ホン ダ 
エン ジン を 積ん だ クル マ で 獲 っ て いる し ね 。 本田 宗 
一 郎 と ゃ 深い つなが り を 持ち 、 何 より 日 本 で 絶大 な 人 
気 を 誇っ て いた こと ゃ 聞い て いる 。 僕 も これ か ら ホ ン 
ダダ ドラ イ バ ー と し て 、 少 し で も セナ に 近づけ る よう な 
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大 会 だ っ た ん だ けど 、 そ れ が ちょ うど あの イモ ラ の 直 
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当 に それ し か な い 」 (as) 
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二 日 目 は 脇 阪 が 勝利 し た 
が 、 果 た し て 10 時 間 の バト ル は 


軍配 が 挙がる の か 。 


モー スポ フェ ス 2019 SUZUKA 


で か つて チャ ン ピ オ ン を 獲得 し 


た GT500 マ シン で バト ル を 行 
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円 品 男 
ドラ イ ビ ピン グ 変 化 が 表彰 台 の きっ か け 


の ヽ 、 日 は まず タイ ヤ の 話 を し ます 。F1 も 同様 で す が 、 今 の 欧州 
ー 主要 フォ ー ミ ュ ラ で は 、 ピ レ リ タ イヤ を いか に 持た せる か が 、 
レー ス の 鍵 に な り ま す 。 そ し て タイ ヤ を 持た せる た め に は 、 ブ レー 
キ を 頑張 りす ぎ な いこ と も すご く 大 事 な ん で す 。 ブ レー キディ スク 
が 封 く な る と タイ ヤ も 吉 く な る 。 つ まり 、 レ ー ス で は 『 ブ レー キ の 
セー ブ = テ タイ ヤ の セー ブ ] に 繋が る ん で す 。 

レー ス 中 は 攻め た ブレ ー キ を 人 迫 ら れる 局面 も た くさ ん あり ます が 、 
その と き に 使う の が 僕ら が 「 ポ テト ブレ ー キ 』 と 呼ん で る や り 方 で 
す 。 ブ レー キ の 踏 力 っ て 普通 は ポー ン と 上 げ て すぐ 下がる 。 グ ラフ 
に する と ピラ ミッ ド 型 。 そ れ を な る べく 上 げ ず に 、 グ ラフ が ポテ ト 
型 に な る よう な 踏み 方 を する ん で す 。 ジ ワ っ と 踏ん で 、 ジ ワ っ と 離 
す イ メー ジ で 。 こ ご の 方 法 で ブレ ー キ が セー ブ さ れる ん で す 。 

それ か ら フ ロン ト タ イ ヤ に 負荷 の 大 きい コー ス と リヤ タイ ヤ に 負 
谷 の 大 きい コー ス に よっ て タイ ヤ の 持た せ 方 も 変わ り ま す 。 低速 コ 
ー ナ ー が 連続 する モナ コ は 、 典 型 的 な フロ ント に 上 厳し い コ ー ス 。 こ ご 
(Ge リリ ンク (の いつ 8 ES の の くに つ だ リル クル レジ 
レー キ で 向き を 変え て 、 フ ロン ト を 休ま せま す 。 で も コー ナー の 立 
ち 上 が り で ホイ ー ル スピ ン を させ すぎ る と 、 リ ヤ タ イヤ も な く な っ 
性 ま の 0G 気 0 つり が いと いり 2 し 四 血 的 届 は 時 クラ 時 ン ョ 
ン が 茂 し く な い コ ー ス で す が 、 今 年 は 昨年 まで より コン パウ ンド が 
1 レベ ル 和 柔らか く な っ た か ら か 結構 みん な 苦労 し て まし た ね 。 
今回 の モナ コ で は 、 レ ー ス 1 で 今季 初め て の 表彰 台 に 上 が れ ま し 
た 。 ス ター ト を 決め て 順位 を 上 げた こと も 大 きか っ た で す が 、 タ イ 


ヤ を 持た せよ うと レー ス 中 に 走り 方 を 変え た こと が 一 番 助 け に な り 
まし た 。 ス ター ト 後 し ば らく し た ら 、 ア ンダ ー ス テア が ひど く な り 
始め た の で 思い 切っ て リヤ タイ ヤ 主 体 の 走り 方 に し た ん で す 。 そ し 
た ら そ れ ま で コン マ 5 秒 くら い 遅 か っ た の が 、 ペ ー ス が 一 気 に 上 が 
っ た 。 その後 は 普通 は 抜け な い ミ ラボ ー の アウ ト 側 か ら 抜 いた り 、 
会 心 の 走り が で きま し た 。 

これ まで ずっ と トラ ブル に 苦し め ら れ て き て 、 今 回 も フリ ー 走 行 
で いき な り ト ラブ ル が 出 て まとも に 走れ ず 。 そ れ が 予選 に も 影響 し 
て 、9 番 グリ ッ ド が 精 一 杯 。 た だ モナ コ は 何 が 起き る か 分 か ら な い 
か ら エ ンジ ニア と も | と に か く 前 向き に で きる こと を 確実 に こ な そ 
う | と 話し 合っ て 、 レ ー ス に 臨ん だ 結果 の 表彰 台 で し た 。 

レー ス 2 も 5、6 位 で の フィ ニッ シュ は 間違い な か っ た 。 と ころ 
が エン ジン の ミス ファ イア が 出 て し まい ノー ポイ ント 。 い い 流 れ で 
米 : く いた だ だ け に 革 い に 来 り だ か うだ ん ぐす の すけ ど ね だ た タイヤ の 
使い 方 に 今 ま で 以上 の 自信 が 持て た こと は 収穫 で し た 。 次 戦 以降 に 
向け て の 好 材 料 で す 。 フ ラン ス も 表 台 は 充分 可能 だ と 思う の で 頑 
張 放 0 証 の の 全 シ ョ シン (が dil 
レー ス 1 の 19 周 目 に ラス カス で 多重 ク 
ラッ シュ が 発生 。 後 続 車 が と お れず 赤 
旗 中 断 と な っ た 。 こ の 間 の 裁定 に 関し 
て は レー ス 後 、 さ ま ざ ま な 物議 を 醸し 
た よう だ 。 松下 は レー ス 再 開 後 も 果敢 
に 攻め 続け 3 番手 に 浮上 。 フ ァ ス テス 
トラ ッ プ も 記録 し て 表彰 台 を 獲得 し た 。 


( 編 注 : レー ス 後 、 ル カ ・ ギ オッ ト の 失 
格 で 2 位 に 繰り 上 げ ) 
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澤 龍 之 介 が 2 レー ス と も に 優勝 し 強 さ を 発揮 


Text : auto Sport Photo : 別所 篤 (Atsushi Bessho) 佐々 木 純也 (Junya Sasaki) 


FIA F2 や FIA F3 で は 馴染 み の あ る “リバ ー ズ 
グリ ッ ド "。 第 1 レー ス の 上 位 数 名 が 第 2 レー ス 


で 順位 を 入れ 替え て スタ ー ト する この 方 式 が 今季 、 


スー パーFJ に 初 導 入 さ れ た 。 リ バー スグ リッ ド 
が 適用 され る の は 第 1 レー ス の 上 位 6 名 。 そ の 記 
念 す べき 初回 の レー ス が 5 月 、 鈴 鹿 サ ー キ ッ ト で 
行なわ れ た 。 

参加 台数 、 全 29 台 が 集まっ た この レー ス で 注 
目 を 集め た の は 澤 龍 之 介 だ っ た 。 前 日 の 予選 で ポ 
ー ル ポジ ショ ン を 獲得 し て いた 澤 は 第 1 レー ス で 
スタ ー ト を 決め る と 、 安 定 し た 速 さ で リー ド を 委 
く 。 一 方 、 中 段 グ ルー プ で は 近年 ドラ イ バ ー の レ 
ベル が 向上 し つつ ある こと も あり 、 接 触 の な い 激 
し い バ トル が 展開 され て いた 。 第 1 レー ス は 涯 、 
菊池 直孝 、 村 松 日 向 子 、 中 村 賢 明 、 入 山 翔 そし て 
荒川 上 の 順 で フィ ニッ シュ 。 第 2 レー ス は 、 こ の 
6 名 が リバ ー ス グリ ッ ド の 対象 と な っ た 。 

第 2 レー ス は リバ ー ス グリ ッ ド に つい た 第 1 レ 
ー ス の 上 位 陣 が どう 順位 を 上 げ る の か 、 さ ら に 第 
1 レー ス で 予選 2 番手 を 獲得 し た も の の 、 ト ラブ 
ル に より 27 番 手 か ら の スタ ー ト と な っ て し まっ 
た 岩佐 歩夢 が どこ まで 追い 上 げ ら れる の か に 注目 
が 集まっ た 。 

1 周 目 で 第 1 レー ス 優 勝 の 澤 が 3 番手 に ポジ シ 
ヨンア ッ プ 8 の 2 周 目 に は 早 で も ドップ ヂ に 立ち 第 
2 レー ス も 制 し て 、 昨 年 を 超え る 実力 を 遺 眉 な く 
発揮 し た 。 一 方 、 後 方 か ら ス ター ト し た 岩佐 も 1 


周 目 で 11 台 を オー バー テイ ク 。 最終 的 に は 21 台 
を 抜き 、6 位 で チェ ッ カ ー を 受け た 。 勢い の ある 
若手 た ち が 将 来 を 期待 させ る 走り を 見 せ た レ ー ス 
NNHGO5E 

スー パーFJ 初 の リバ ー ス グリ ッ ド レー ス は 成 
功 神 に 終わ っ た 。 当初 、 こ の 方 式 を 導入 する に あ 
た り 、 オ ー バ ー テ イク 時 の 事故 を 心配 する 声 が 上 
が っ て いた こと も 事実 で ある 。 し か し 、 結 果 を 見 
れ ば クラ ッシュ や 大 き な 混 乱 も な く 、 じ つ に クリ 
ー ン な バト ル が 展開 され た 。 加 えて 2 レース を 通 
じ て ル ー ル 違反 が 1 件 も な か っ た こと も 評価 に 値 
する 。 今後 、 リ バー スグ リッ ド 方 式 が 継続 され て 
いけ ば 、 混 戦 の な か で ポジ ショ ン を 上 げ る た め の 
バト ル 力 が 養 わ れ 、 ス ー パ ーFJ 出 身 ド ライ バー 
の 腕 も 磨 か れ て いく こと だ ろう 。 
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昨年 の スカ ラ シ ッ プ を 獲得 し た 三宅 淳 詞 は 今季 、FIA-F4 に 参戦 し て 
いる 。 4 月 に 行なわ れ た 岡山 ラウ ンド の 第 2 レー ス で は 初 勝利 も 挙 
げた 。 今 シ ー ズ ン の スー パーFJ で 活躍 を 見 せ 、 三宅 に 続く スカ ラ シ 
ッ プ ドラ イ バ ー と な る の は 誰か 。 


2020 年 スカ ラ シ ッ プ サポ ー ト 概要 


| (1 イベ ント 50 万 円 最大 6 イベ ント ) 
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見 逃 せ な い モ タス ホ 番 組 が 目白 押し ! 


世界 各国 で さま ざさ まな カテ ゴリ ー の レー ス が 開催 され て いる モー ター スポ ボー ツ 


その な か で も 注目 の レー ス が 今年 は 6 月 21 こ 23 日 に 集中 する の だ が 
J SPORTS 3 が 1 チャ ン ネ ル で 50 時 間 ぶ っ と お し の 放送 を 企画 し て いる と いう 


Text : 茂木 康之 (Yasuyuki Mogi) 
Photo : 平田 勝 (Masaru Hirata) 田中 秀 
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ニュ ル と SF の 魅力 を 語っ て くれ た 土屋 武士 は 今年 、 蒲 生 
尚 弥 、 松井 孝介 、 中 山 雄一 と 組み 、 レ クサ ス LC で ニュ ル 
に 挑戦 する 。 
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ニュ ル ブ ル クリ ンク の 現地 か ら 
日 本 チー ム の 活躍 と 熱気 を お 届け ! 


ニュ ル ブ ル クリ ンク 24 時 間 は 、 ス ター ト 
を 7 時 間 、 ゴ ー ル まで の 6 時 間 半 を ライ 
ブ 中 継 す る 。 オ ン デ マン ド で は 、 そ れ 
以外 の 時 間 帯 も ライ ブ 中 継 す る の で 24 
時 間 フ ル に 楽し むこ と が で きる 。 そ し 
て 現地 解説 は 脇 阪 寿 一 が 担当 し 、 井 
澤 エ イミ ー が ピッ トレ ポー ト を 担当 
する 。 し か も 現地 で は 、 ド ライ バ 

ー を ゲス ト に 迎え て の 生 実 況 も 予 
定 し て いる の で 、 も し か する と 豊 

田 章雄 社長 の 登場 も あり 得る か 

も 。 ま た 、 東 京 の スタ ジオ で は 

田中 哲也 が メイ ン 解 説 を 担当 

する 。 ま さ に 、24 時 間 熱 い レ 

ボー ト が 展開 され る 。 


時 時 間 
6 月 21 日 ( 金 ) 


午前 5:30 一 午前 6:00 
午前 6:00 一 午前 6:30 
午前 6:30 一 午前 8:00 
午前 8:00 一 午後 0:00 
午後 0:00 一 午後 0:55 
午後 0:55 一 午後 4:00 
午後 4:00 一 午後 5:30 
年 人 5130- 邊 後 830 


6 月 22 日 ( 土 ) 


午後 10:00 一 
午前 5:00 一 午前 6:00 
午前 6:00 一 午前 7:30 
午前 /:30 一 午前 8:00 
午前 8:00 一 午後 1:00 
午後 1:00 一 午後 1:30 


深夜 1:30 一 午前 4:00 
午前 4:00 一 午前 4:30 
午前 4:30 一 午前 5:30 


GTV2019 一 SUPER GT トー ク パ バラエティ ー #4 
スー パー フォ ー ミ ュ ラ 2019 第 3 戦 スポ ー ツ ラン ド SUGO 予 選 
セレ クシ ョ ン 
FIA 世界 ツー リン グ カ ー・ カ ッ プ (WTCR) 2019 第 5 戦 ニュ ル ブ ル クリ ンク (ドイツ) 決勝 (レー ス 2・ レ ー ス 3) 
午後 8:30 一 午後 10:00 スー 
ニュ ル ブ ル スリ ンク グ 24 時 間 耐 久 レ ー ス [Part1]START 
GTV2019 一 SUPER GT トー ク パ バラエティ ー #4 
FIA フォ ー ミ ュ ラ FE 選手 権 18/19 第 11 戦 ・ 予 選 ベ ルン (スイ ス ) 
MOTOR GAMES #272 
セレ クシ ョ ン 
2019 イ ンタ ー プ ロト シリ ー ズ &KYOJO CUP #1 


6 月 21 日 深夜 1 時 30 分 こ 23 日 午前 4 時 
| 50 時 間 モ タス ポ 祭 り ! | 


番組 
セレ クシ ョ ン 

モー ター スポ ー ツ マガ ジン Mobil 1 The Grid 2019 #9 

WRC 世界 ラリ ー 選 手 権 2019 Round8 ラリ ー・ イ タリ ア ( イ タリ ア ) プレ ビュ ー+ ラ イブ ステ ー ジ 
WRC 世界 ラリ ー 選 手 権 2019 Round8 ラリ ー・ イ タリ ア ( イ タリ ア ) 速 報 Day 1 
WRC 世界 ラリ ー 選 手 権 2019 Round8 ラリ ー・ イ タリ ア ( イ タリ ア ) 速報 Day2 
WRC 世界 ラリ ー 選 手 権 2019 Round8 ラリ ー・ イ タリ ア ( イ タリ ア ) パ ワー ステ ー ジ 
セレ クシ ョ ン 


パー フォ ー ミ ュ ラ 2019 第 3 戦 スポ ー ツ ラン ド SUGO 予 選 


Se 午後 1:30 一 午後 5:00 _ スー パー フォ ー ミ ュ ラ 2019 第 3 戦 スポ ー ツ ラン ド SUGO 決 勝 
午後 5:00 一 ニュ ル ブ ル スリ ング 24 時 間 耐 レース [Part2]FINISH 
深夜 0:00 一 深夜 2:00 FIA フォ ー ミ ュ ラ E 選 手 権 18/19 第 11 戦 ・ 決 勝 ベ ルン (スイ ス ) 
深夜 2:00 一 深夜 3:00 WRC 世界 ラリ ー 選 手 権 2019 Round8 ラリ ー・ イ タリ ア ( イ タリ ア ) レビ ュー 
深夜 3:00 一 午前 4:00 FIA 世界 耐久 選手 権 (WEC) 18/19 【 ハ イラ イト 】 第 8 戦 ( 最 終戦 ) ル ・ マ ン 24 時 間 レ ー ス (フラ ンス ) 
※ 番 組 名 、 放送 時 間 等 は 変更 に な る 可能 性 が あり ます 
※「 全 日 本 F3 選 手 権 ] と 「TCR ジ ャ パン シリ ー ズ ]」 の 放送 日 時 は 調整 中 。 決定 次 第 、 番組 ペー ジ に て お 知ら せ さ れ ま す 
※ フ ォ ー ミ ュ ラ E 第 11 戦 ベル ン 大 会 は 別 チ ャ ン ネ ル に て 6 月 22 日 ( 土 ) に 生 中 継 を 予定 
イ た ラ F く < くす グ クオ 一 武 ・ ま ら で 生 れつ 
パパ ドイ 1 人 売 "が | 壇 二 の 績 す うす が か が た な 
| ラバ の 実 そ 速 ス 年 に ポ い ね の “さも が 
の イ 、 | 一 し し い が 導 る 8 」 で 一 も それ の る 
真 バ が 歩 て て マ て 効 人 F ツ - う て が 挑 
の | 増 手 い ` シ いさ の の 今 ワ い い 背 戦 
速 が び え 前 る ドン て れ 鬼 年 クウ うる さき で 
さ 迎  - と の ラ に いた 旋 V の ワ 視 可 ん あ 
の え そい も イ な て S も 解 S ク 点 能 が り 
戦 撃 れ う 魅 バ っ 非 F 聞 説 F し で 性 将 
いつ を 新 力 | て 常 19 い を 開 て レ が 来 ニ 
) ど 国 半 と の いし に た 面 | 充 径 ュ 
独 い 内 な 言 面 る コ “ 当 戦 白 ス 分 る ル 
走 う の 外 え 々 と | ダ KG 5 を に み で 
を 成 国 ま が 思 ナウ シン と 観 あ ル 鐵 
許 ド 台 人 す すい リン 回 陸 注 思 て る マ え 
フラ し ド ね ご ま ン フ 屋 イ いも の に ら 
に を 稼 よ が 2 角 ソ XN うつ が 時 衣 7OYO 
50 土 ドド て スリ リト が ク ゐ ル か い 2 
時 屋 ラ いし も ま 口 あ ス な の 分 白 と ポジ 
間 が イ ま て 強 す | り ・ か 高 か い い 幅 が 狭い の が 特徴 。 
連語 バ す 挑 い “ ル パパ で きら で うう 
続 つ | 一 ん 意 あ 能 走 口 も を な す プ フ 
く ミミ ィ * エ ヽ ーー 
る 軸 0 く 3 シン の 介 6 ィ 今年 か ら 開催 が 始ま っ た TCR ジャ パ 
を れ な る 持 山 高 | す し て と 本 ド ン は 、 スポ ボー ツラ ンド SUGO で 開催 
楽 だ ら と 本 い ン ね て いい 当 の 2 
し が で こ な 尚 と か "いる うに 戦 iko 
ん は ろ が 貴 い ら 彼 る と の 毎 い 
で を の に ら が うう クタ は ほ の 言 ほ 戦 と 、 了 誠 9 
欲 れ 見 成 ^ こ こ ル 非 は え レ い 全日 本 F3 選 手 権 は スポ ー ツ ラン ド 
し を ど 長 リ れ と マ 凡 ` ま | 誰 う Ni 人 
い 参 こ を ラ ま が の な ア す ス が 部 = ずれ か の 衣 送 を 予定 する が 、 日 竹 は 
- 考 ろ 感 ツ で 分 コ オ レ "レレ 勝 分 (2 2 


Photo: 1.0gasawara 


ニー デ ャ we で 3 
= 
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最終 章 1/100 秒 差 の 緊張 感 。 


GT500 ク ラス に お いて 2 ター ボ エ 


され る の を 前 に 、 各 陣営 の タイ ム 差 は 縮 


ンジ ン 十 DTM 共通 モノ コッ ク が 採用 さ まり 、 緊 人 迫 感 も 一 段 増 し て いる 。 
れ て 6 年 目 。3 ワー クス の 車両 は 熟成 さ GT300 ク ラス も 世界 の スー パー スポ ー Vol.1 Rounpi 岡山 発売 中 
れ 尽 くし た 感 が ある 。 その な か で も 18 ツ が 集結 し 、 さ ら に 車種 が 豊富 と な り 、 Vol.2 gounpz 富士 発売 中 
シー スン 、1 勝 に と とどまっ た ニッ サン こち ら で も 僅差 の 戦い が 予想 され る 。 Vol.3 sounps 鈴鹿 6 月 21 日 ( 金 ) 
GT-R は 19 年 シー ズン に 向け て 開発 スピ 19 年 も スー パーGT オ フィ シャ ル DVD Vol.4 RouNp4 タイ 7 月 26 日 ( 金 ) 
ー ド を アッ プ 、 さ ら に 体制 を 一 新 し て ラ は 決勝 レー ス の 模様 を SC ラン 以外 ノー Bo 3 日 
イ バ ル に 対抗 する 。 少 し で も セッ ト や ド カッ ト 収 録 。 さら に 特典 映像 と し て BeeD ポ ー に まり 16 月光 目 (8 
ライ ビン グ に ミス が あっ た GT500 予 選 ア タッ ク 車 載 映 像 も コー ス 
ら Q2 に 生き 残れ な い …… イン か ら ノ ー カ ッ ト 収 録 する 予定 で す 。 届 凍 陣 人 
/ \ 20 年 に 車両 規則 が 変更 実況 音声 は スー パーGT オ フィ シャ ル ア 便利 
ー em 8 の ピエ ー ル 北川 。 サー キッ ト 総集編 全 戦 ダイ ジェ スト 12 月 26 日 ( 木 ) 


価格 : ⑤ を 除く ①<⑬ 2,100 円 十 税 
⑤2 枚 組 2.600 円 十 税 (500mile レ ー ス ) 
総集編 2 枚 組 3.200 円 十 税 


著作 : GT アソ シ エ イ ショ ン 発売 : 三 栄 


ー テー で し か 味わえ な い 緊 張 感 と 興奮 を パッ ケ 
プ ー ジ し ます 。 完全 保存 版 と し て ぜひ お 買 
$ い 求 めく だ さい 。 


4 純 スソ テ の MA ご モタ ミリ の Fg GT 0 チリ 41』 DVD Va ョ 


スー パーG7 公式 DV り 


の 2019 ス ー パ ーGT オ フィ シャ ル DVD 全 8 巻 (総集編 
Sa い を 除く ) の 年 間 予 約 を お 申し 込み いた だ いた 方 に は 
ご 2019 年 バー ジョ ン の トー ルケ ー ス 収納 ボッ クス を プ 
レ ゼ ント し ます (ボッ クス 発送 は 7 月 中 を 予定 ) 。 ボ 
ックス 側面 に は SUPER GT の ロゴ と 各 ラ ウン ド 開 催 
サー キッ ト の コー ス 図 を 配 し まし た 。 
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EBBRO 1/24 ス ケー ルプ ラス チッ クキ ッ ト モ デル 


Citroen DS21 1 名 様 


月 一 ベー ス で 新 製品 が 登場 する EBBRO の 1/24 ス ケー ルプ ラス チッ 
クキ ッ ト モ デル か ら Citroen DS21 を 1 名 様 に 。 そ の 他 の ライ ン ア 


2/ ラ /6 十 g ブロ の HP ま KG 
提供 : エム エム ビー 
URL : www.ebDro.CO.jD 


ゼン ト セ ル モ ファ ン T シ ャ ツ 2 名 様 
スー パーGT 第 2 戦 富 士 で 勝利 し 、 第 3 戦 を 終え た 時 点 で ラン キン グ 
トッ プ に 立っ て いる ゼン ト セ ル モ 。 迷彩 柄 を あし ら っ た 2019 モ デ 
ル の 新 グ ッ ズ を 身 に つけ て 、 サー キッ ト へ 応援 し に 行こ う 。 (サイ ズ 
: M、L) ※ 希 望 の サイ ズ を 明記 し て 下さ い 。 


提供 : 株 式 会 社 セ ル モ 
URL : http://Www.Cerumo.CO.jD 


レー シン グ ポ イン トバ ッ ク パ ッ ク 1 名 様 

今季 か ら チ ー ム 名 が 変更 と なっ た レー シン グ ポ イン ト 。 シ ンプ ル な 
ネイ ビー の ベー ス に チー ム 名 が 印象 的 な バッ ク パ ッ ク は 、 軽 量 で 使 
いや すい こと 間違い な し 。( サ イズ : 445mmx335mm) 


モデ ュー ロク リア ファ イル 2 名 様 
今季 は ドラ イ バ ー が ナレ イン ・ カ ー テ ィ ケ ヤン と 牧野 任 祐 の 新 コン 
ビ と な っ た Modulo Nakajima Racing。 マシ ンカ ラー リン グ も 変わ 


り 、 飛 躍 の 一 年 を 目指 す 。 
提供 : ホン ダ ア クセ ス 


URL : https://www.honda.co.jp/ACCESS/modulox/modulo/ 


ハガキ に 、 郵 便 番号 、 住 所 、 氏 名 、 年 齢 、 職 業 、 電 話 番号 を 明記 
し 、① 需 望 す る プレ ゼン ト の 番号 、② 今 号 で お も し ろか っ た 記事 と 
その 理由 、③ 今 号 で お も し ろく な か っ た 記事 と その 理由 、(④ 好 き な 
カテ ゴリ ー、 ぐ ⑤ 好 き な ド ライ バー、⑥ オ ー ト スポ ー ツ へ の 要望 を お 
書き の うえ 、 下 記 ま で お 送り くだ さい 。 


2019 年 6 月 21 日 ( き 日 消 印 有 効 
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観戦 券 と キャ ンプ グッ ズ の セッ ト 販 売 も 
WEC 富 士 6 時 間 前 売り リ チ ケ ッ ト 発 売 中 ! 


6 月 の ル ・ マ ン 24 時 間 で 閉幕 する 世界 
耐久 選手 権 (WEC) の 2018/19 年 “ ス 
ー パ ー シ ー ズ ン "。 し か し 、3 カ 月 足ら ず 
の オフ シー ズン を 挟ん だ 9 月 に は 、 イ ギ キ 
リス は シル バー スト ン で 新た な シー ズン 
が 開幕 を 迎え る 。 

そし て 10 月 に は 第 2 戦 富士 6 時 間 が 今 
年 も 開催 。 昨 年 は 鈴鹿 で 行なわ れ た F1 日 
本 GP の 翌週 と いう 日 程 だ っ た が 、 今 年 は 
その 一 週間 前 、10 月 4 日 ( 金 ) 6 日 
( 目 ) と いう スケ ジュ ー ル だ 。 

この WEC 富士 ラウ ンド の 前 売り 観戦 
券 は すでに 発売 され て お り 、 富 士 スピ ー 
ドウ ェ イ の 公式 サイ ト の ほか 、 全 国 の コ 
ン ビ ニ エ ン スス ト ア や プレ イガ イド か ら 
購入 が 可能 と な っ て いる 。 

前 売り 券 の 価格 は 大 人 7200 円 一 、 大 
人 ペア 1 万 3000 円 て と いう 設定 。 ま た 、 
保護 者 同伴 時 に 限り 、 中 学生 以下 は 無料 
で 入場 で きる 。 富士 に お ける 最大 の パッ 
シン グ ポ イン ト と な る メイ ンス トレ ー ト 
か ら 1 コー ナー を 一 望 で きる 「『 第 1 コー 
ナー グラ ンド スタ ンド 指定 席 】 や 、 マ シ 
ン を 間近 で 観察 で きる 『 ピ ビ ピットウォーク 
パス は 数 量 限定 販売 と な っ て いる 。 


ジーン 9 ド な が で の 生 ル レツ アズ と 
自由 席 観 戦 券 が セッ ト と な っ て いる 「 キ 
ャ ンプ ヴィ レッ ジ パ ッ ケー ジ 」 も 展開 さ 
れ て いる 。 気軽 に キャ ンプ と レー ス 観 戦 
を 20278 VNC の DE ル ベス 5 だ 。 

チケ ッ ト の 価格 や ライ ン ア ッ プ の 詳細 
な ど は 、 別 途 記載 の オン ライ ン シ ョ ッ プ 
訂 BI605 チェ キッ ジル (のみ 1 ほし い 3 


圏 WEC 2019-20 シ ー ズ ダン 第 2 戦 
富士 6 時 間 耐 久 レ ー ス 

供 開 催 日 : 10 月 4 日 6 日 

人 @ チ ケッ ト オ ン ライ ン シ ョ ッ プ URL : 

http://www.fsw.tv/motorsports/ 

ticket/index.html 


の 


携帯 か ら も 応募 で きま す 


※ 携 帯 か ら の 応募 締め 切り は 2019 年 6 月 20 日 ( 木 ) で す ! 


携帯 か み ら の 応募 は 、 下 記 ア ドレ ス に アク セス し て くだ さい 。 ケ ー タ イ ・ コ ー ド 対応 
機種 を お 持ち の 方 は 右 図 か ら ア クセ ス で きま す 。 サ イト に アク セス し た 後 は 、 サ イト 


内 の 指示 に 従っ て くだ さい 。 応募 は ひと り 1 回 と な り ま す 。 住所 
等 は 正確 に 入力 し て くだ さい 。 正確 に 入力 し て いた だ か な いと 商 


品 の 発送 が で き な い 場合 が あり ます 。 


※ 応 募 ハ ガキ 、 応 募 メ ー ル に よっ て お 預かり し た 各種 デー タ は メ 
ッ セ ー ジ の 誌面 へ の 掲載 、 プレゼ ント 発送 、 弊 社 刊行 物 の ご 案内 


の 発送 以外 の 目的 に 使用 し ませ ん 。 


https://san-eishobO.jD/form/Dub/3/as1508 


ピレリ と プー マ が コラ ボス ニー カー 発表 
ソー ル 接 地面 に 本 物 の トレ ッ ド パタ ー ン も 


サー キッ トレ ー ス の 最高 峰 F1 か ら ブ ラ 


ン パ ン GT シ リー ズ の よう な ハコ 車 レ ー ス 、 


果て は ラリ ー 競 技 ま で 、 今 シー ズン も 幅 
広い モー ター スポ ー ツ カテ ゴリ ー に タイ 
ヤ を 供給 し て いる ピレリ 。 こ の イタ リア 
の の 2900 ニカ の II じ な る で レ 
ー シ ン グ ギ ア が 使用 され て いる プー マ と 
コラ ボレー ショ ン し 、 ス ニー カー 「 レ プ 
リキ ャ ッ ト X」 を リリ ー ス する 。 

日 本 で も 昔 か ら 市 販 車 用 の タイ ヤ が 展 
開 さ れ 、2018 年 か ら は 国内 参加 型 レー 
ス の 最高 峰 ス ー パ ー 耐 久 シ リー ズ に も タ 
イト ルス ポ シ サ ー 兼 タイ ヤ サ プ ライ ヤー 
と し て 携わる な ど 、 よ り 身 近 な 存在 と な 
っ て きた ピレリ 。 プ ー マ と の コラ ボ に よ 
り 誕 生 し た レプ リキ ャ ッ ト X の 特徴 は 、 
特大 の フル ラバ ー ア ウト ソー ル だ 。 外観 
的 に 目 を ひく ポイ ント で は ある が 、 接 地 
面 に は ピレリ が 展開 する ロー ドカ ー 向 け 
タイ ヤ [CINTURATO Bluel の トレ ッ 
ド パ タ ー ン が 刻ま れ て いる 。 こ れ で 乾い 
た 路面 は も ちろ ん 、 雨 の 日 に 外出 する 際 
に 着用 し て も 、 濡 れ た 路面 に 足 を すく わ 
れる 心配 も 少な く な り そ う だ 。 

また 、 シ ュー ズ 上 部 に は 横 方 向 メ ッ シ 


ュ パ ネル の マイ クロ ファ イ バ ー ス エー ド 
を 採用 し て お り 、 高 い 通気 性 と フィ ッ ト 
感 を 実現 し て いる 。 

語 多 = ス ポニ ン ソ の 世界 に 有 インス パイ 
ア さ れ た この スニ ー カ ー は 、 サ ー キ ッ ト 
の な か は も ちろ ん 、 街 中 で も 映え そう だ 。 
現 段 階 で は 日 本 国内 で は 販売 され て いな 
い が 、 チ ェ ッ ク し て お きた い 一 品 で ある 
こと は 間違い な い だ ろ う 。 


圏 PUMA Replicat -X 

久米 国 で の 販売 価格 : 120 ド ル 
( 約 1 万 3000 円 ) 

@ プ ブー マ 公 式 サ イト 

URL : httpS://jD.Duma.Com/ 
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